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序　　　　文

仙台市は「杜の都・仙台」という愛称で広く親しまれ、四季折々の豊かな自然にあふれています。

この仙台の風景は、私たち市民の誇りであり、将来へ守るべき大切な財産でもあります。

昨年度は、３月１１日の東日本大震災により、東北地方の沿岸部では多くの被害が発生しました。

震災の後は復興に伴う住宅建築の増加により、平成23年度の発掘調査の件数も例年をはるかに上回

るものになりました。遺跡の保存もさることながら、復旧・復興は急務であります。市教育委員会

としましても、皆様のご理解とご協力を賜りながら、復旧・復興への対応、文化財の保存と継承に

日々努めているところです。

本報告書には、住宅等建築に先立ち本発掘調査を実施した、洞ノ口遺跡、鴻ノ巣遺跡、沖野城跡、

南小泉遺跡、小鶴城跡、今泉遺跡、中在家南遺跡、城丸古墳、大野田官衙遺跡の調査成果を収録し

ています。

先人達の遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ未来へと継承していくことは、現

代に生きる私たちの大切な仕事であります。地域が育んだ文化を語る上で、歴史や文化資源がその

根底を成しているからです。つきましては、本報告書が、学術研究のみならず学校教育や生涯学習

などのあらゆる場面で活用され、皆様の埋蔵文化財へのより深い関心とご理解の一助となれば幸い

です。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書刊行に際しましてご協力、ご助言をいただきました

多くの方々に、心より深く感謝申し上げます。

平成２４年３月

仙台市教育委員会　　　　　
教育長　青　沼　一　民　



例　　　言
１．本書は、平成２３年度国庫補助事業による個人住宅他補助対象事業に伴う「仙台平野の遺跡群」の発掘調査報告書

である。

２．本書は、仙台市教育委員会が実施した個人住宅等建築に伴う洞ノ口遺跡第１４～１８次、鴻ノ巣遺跡第１３次、沖野城

跡第６～１１次、南小泉遺跡第６５～６６次、小鶴城跡第６～７次、今泉遺跡第９次、中在家南遺跡第５次、城丸古墳第

１次、大野田官衙遺跡第７・９次の各発掘調査報告を合本にした報告書である。

３．本書は、仙台市教育委員会文化財課調査調整係の担当職員の協議のもとに、遺物および各章のまとめを小泉博明

が、その他を廣瀬真理子が執筆し、廣瀬が編集した。

４．遺物実測等の整理作業は、結城慎一と向田文化財整理収蔵室の作業員が行い、廣瀬がトレースを行った。また、

遺物写真撮影は、橋本勇人と吉野信が行った。

５．本書に関わる遺物・写真・実測図面等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

６．本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」（小山・竹原：１９９９）に準拠した。

７．本書中で使用した地形図は、国土地理院発行の１：２５，０００『仙台市東南部、西南部、東北部』の一部を利用して

いる。

８．断面図の標高は、海抜高度を示している。また、海抜高度・座標は、平成２３年３月１１日の東日本大震災前のもの

を使用している。

９．遺構は種別ごとに次の略号を用いた。

ＳＢ：掘立柱建物跡　ＳＤ：溝跡　ＳＥ：井戸跡　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＫ：土坑　Ｐ：ピット　

ＳＸ：性格不明遺構

１０．遺物の登録は、以下の分類と略号を用いた。

Ｃ：土師器（非ロクロ）　Ｄ：土師器（ロクロ）　Ｅ：須恵器　　Ｆ：丸瓦　Ｇ：平瓦　Ｉ：陶器　

Ｊ：磁器　Ｋ：石器・石製品　Ｌ：木製品　Ｎ：金属製品　Ｐ：土製品　Ｑ：骨角製品・自然遺物

１１．土師器実測図における網掛けは、黒色処理されていることを示している。

１２．遺物観察表のカッコ内の法量のうち、器高は残存値を、また口径および底径は復元値を示している。

１３．本文中の「灰白色火山灰」（庄子・山田１９８０）は、これまでの仙台市域の調査報告や東北地方中北部の研究から、

「十和田ａ火山灰（To－a）」と考えられている。降下年代は現在、西暦９１５年と推定されており、本書もこれに従

う。

庄子貞雄・山田一郎１９８０「宮城県北部に分布する灰白色火山灰について」『多賀城―昭和５４年度発掘調査概報』

　　　　　　　　　　　　宮城県多賀城跡調査研究所

仙台市教育委員会２０００『沼向遺跡第１～３次発掘調査』仙台市文化財調査報告書第２４１集

小口雅史２００３「古代北東北の広域テフラをめぐる諸問題―十和田aと白頭山（長白頭）を中心に―」『日本律令制 

　　　　　　　の展開』吉川弘文館
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Ⅰ　調査計画と実績

１

Ⅰ　調査計画と実績

１　調査体制
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 文 化 財 課　課　　　長　吉岡恭平
  調査調整係　主幹兼係長　佐藤甲二
  　　　　　　主　　　査　荒井　格　平間亮輔
  　　　　　　主　　　事　小泉博明　廣瀬真理子　及川謙作
  　　　　　　文化財教諭　吉野　信　石山智之　鈴木健弘　佐藤洋平　橋本勇人
  　　　　　　専　門　員　結城慎一
  　　　　　　臨 時 職 員　五十嵐愛
  整備活用係　係　　　長　長島栄一
  　　　　　　主　　　事　大久保弥生
  　　　　　　文化財教諭　佐藤正弥
  調査指導係　主　　　事　鈴木　隆

２　調査計画
主に個人専用住宅の建築に伴う発掘調査費用の補助を目的とし、個人専用住宅他補助対象事業費として、当初は総

経費７，６８６千円、国庫補助金額３，７１５千円の予算で計画した。しかし、東日本大震災の影響により、個人住宅等の建替
え工事に伴う発掘調査の件数が増加したため、年度途中より総経費１５，１８４千円、国庫補助金額７，３９２千円に増額した。

３　調査実績
今年度の調査実績は、下表に示したとおりである。調査原因は、すべて個人専用住宅の建築である。そのうち、調

査次数が付いている遺跡については、郡山遺跡を除いて本書にその成果を載せている。また、本年度は震災復興によ
る個人住宅の調査件数が多かったため、№５０以降のもので詳細な報告が必要なものは、次年度以降に報告するものと
した。

届出等NO．備考調査期間調査面積対象面積遺跡名NO．
H２２ １０４－２５７２０５次５月９日～６月４日６７．２３㎡６７．２３㎡郡山遺跡１
H２３ １０６－７１４次５月１６日～５月１９日３６㎡９２．７１㎡洞ノ口遺跡２
H２３ １０６－１２５月２３日～５月２４日６．９㎡７１．６３㎡鴻ノ巣遺跡３
H２３ １０６－２１５月１３日２１㎡６３．０㎡南小泉遺跡４
H２３ １０６－１４６月６日～６月７日１７．１㎡７４．９２㎡南小泉遺跡５
H２３ １０６－４３６月６日２４㎡６９．５６㎡高田A遺跡６
H２３ １０６－３１６月１３日～６月１４日３０㎡９３．２８㎡鴻ノ巣遺跡７
H２３ １０６－４４６月２０日２１㎡５９．６２㎡欠ノ上Ⅱ遺跡８
H２３ １０６－１５６月２０日１６．８㎡８４．４６㎡鴻ノ巣遺跡９
H２３ １０６－２４６月２８日１５㎡６５．４１㎡南小泉遺跡１０
H２３ １０６－２０６次６月２９日２７㎡１０５．２１㎡小鶴城跡１１
H２３ １０６－３８７月４日１８㎡７２．０４㎡荒井館跡１２
H２３ １０６－４２７月４日～７月８日２１㎡１０３．７０㎡下飯田遺跡１３
H２３ １０６－６６９次７月５日～７月７日３０㎡７５．９㎡大野田官衙遺跡１４
H２３ １０６－６１７月６日２０．１㎡６９．０２㎡欠ノ上Ⅱ遺跡１５
H２３ １０６－４６１３次７月１１日～７月１２日２０㎡６６．２４㎡鴻ノ巣遺跡１６
H２３ １０６－５２７月１１日～７月１４日２４㎡７１．６３㎡南小泉遺跡１７
H２３ １０６－３７８次７月１９日３０．３㎡１１１．２６㎡沖野城跡１８
H２３ １０６－２８７月２６日３０㎡１０１．８５㎡御堂平遺跡１９
H２３ １０６－９３７月２６日２４㎡１３４．７７㎡下飯田遺跡２０

第１表　調査実績１



２

届出等NO．備考調査期間調査面積対象面積遺跡名NO．
H２３ １０６－８２６５次８月１日～８月５日１６㎡５１．３９㎡南小泉遺跡２１
H２３ １０６－９８８月２日９．６㎡５２．９９㎡南小泉遺跡２２
H２３ １０６－５６８月２３日２１．０㎡５２．２㎡南小泉遺跡２３
H２３ １０６－１２３８月２３日１２．９㎡６０．９３㎡南小泉遺跡２４
H２３ １０６－６９８月２９日～８月３０日３３㎡２２９．６㎡中在家南遺跡２５
H２３ １０６－１１９７次８月２９日２２．２㎡７６．１８㎡小鶴城跡２６
H２３ １０６－９５９月５日１６．２㎡７３．３１㎡鴻ノ巣遺跡２７
H２３ １０６－１１７９次９月５日４３．２㎡１１５．９３㎡沖野城跡２８
H２３ １０６－１３６９月７日１１．２５㎡６４．７５㎡新宿囲遺跡２９
H２３ １０６－１３２９月７日１８㎡６３．２５㎡鴻ノ巣遺跡３０
H２３ １０６－１２７１０次９月１２日４０．５㎡１０４．３４㎡沖野城跡３１
H２３ １０６－１００１５次９月１３日～９月２７日２２．８㎡８８．４５㎡洞ノ口遺跡３２
H２３ １０６－１４８１６次９月２６日～９月２７日２４．３㎡１５９．７７㎡洞ノ口遺跡３３
H２３ １０６－５９９月２６日～９月２９日３０㎡８６．９５㎡南小泉遺跡３４
H２３ １０６－１３４９月２８日１６㎡５８．２３㎡砂押屋敷遺跡３５
H２３ １０６－１７９１０月５日～１０月７日２２．５㎡９１．８７㎡南小泉遺跡３６
H２３ １０６－１８３１次１０月７日～１０月１２日３１．５㎡１２２．４８㎡城丸古墳３７
H２３ １０６－１６４１０月２４日～１０月２６日２４．９㎡９４．９５㎡南小泉遺跡３８
H２３ １０６－２２０１１月１日～１１月４日１７．４㎡９４．４０㎡日辺館跡３９
H２３ １０６－１９２１７次１１月７日～１１月１０日２８．８㎡１２４．４２㎡洞ノ口遺跡４０
H２３ １０６－１９８１０月２４日４２．６㎡１７５．１５㎡南小泉遺跡４１
H２３ １０６－１９７１０月２６日１５㎡６５．６２㎡沖野城跡４２
H２３ １０６－２２１１１月７日１８㎡６４．５９㎡今市遺跡４３
H２３ １０６－２４０１８次１１月１４日～１１月１７日２０．０㎡６３．７０㎡洞ノ口遺跡４４
H２３ １０６－２３９１１月１４日２８．５㎡８６．４４㎡長喜城跡４５
H２３ １０６－２３８１１月２１日～１１月２２日２４．９㎡７８．６６㎡南小泉遺跡４６
H２３ １０６－１６５１１月２４日～１１月２５日１８．６㎡６３．９６㎡今市遺跡４７
H２３ １０６－１８８１１月２８日３９．０㎡１３５．８０㎡今泉遺跡４８
H２３ １０６－２５６１１次１１月２９日～１２月２日６７．８㎡２１１．４５㎡沖野城跡４９
H２３ １０６－１８４１２月５日２４．６㎡１０４．５４㎡本町遺跡５０
H２３ １０６－２２６１２月１９日１７．１㎡７７．４２㎡的場遺跡５１
H２３ １０６－２８３１２月２０日２１㎡７８．６６㎡小鶴城跡５２
H２３ １０６－２７５２１７次１月１０日～１月１６日２２．１㎡６７．２３㎡郡山遺跡５３
H２３ １０６－２３１１月１０日～１月１３日３４．３㎡９４．１９㎡南小泉遺跡５４
H２３ １０６－３１０１月１６日１８㎡１１４．５０㎡中田北遺跡５５
H２３ １０６－３０８１月２４日～１月２５日２４．６㎡５９．６２㎡南小泉遺跡５６
H２３ １０６－３０７１月２３日～１月２４日１７．０㎡５２．１７㎡鴻ノ巣遺跡５７
H２３ １０６－２９５１月３０日１９．８㎡６６．２４㎡鴻ノ巣遺跡５８
H２３ １０６－３１２１月３０日１９．５㎡９７．６３㎡中在家南遺跡５９
H２３ １０６－３４６２月６日～９日１２．１㎡１０７．４４㎡南小泉遺跡６０
H２３ １０６－３１６２月６日～２月８日１９．５㎡５７．９６㎡小鶴城跡６１
H２３ １０６－２７８２月１３日３６．３㎡２６１．６３㎡稲荷館跡６２
H２３ １０６－３５６２月２０日４０．１２㎡１５５．８６㎡沖野城跡６３

第１表　調査実績２
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１　調査要項
 遺　 跡　 名 洞ノ口遺跡（宮城県遺跡登録番号０１３７２）
 調 査 地 点 第１４次：仙台市宮城野区岩切字洞ノ口１０６番１

（平成２３年４月１８日届出、Ｈ２３教生文第１０６－７号回答）　
  第１５次：仙台市宮城野区岩切字洞ノ口８２番４８

（平成２３年７月２５日届出、Ｈ２３教生文第１０６－１００号回答）
  第１６次：仙台市宮城野区岩切字洞ノ口１６５－７

（平成２３年８月２９日届出、Ｈ２３教生文第１０６－１４８号回答）
  第１７次：仙台市宮城野区岩切字洞ノ口１０２番１

（平成２３年１０月５日届出、Ｈ２３教生文第１０６－１９２号回答）
  第１８次：仙台市宮城野区岩切字洞ノ口１０５

（平成２３年１０月１０日届出、Ｈ２３教生文第１０６－２４０号回答）
 調 査 期 間 第１４次：平成２３年５月１６日～１９日　　第１５次：平成２３年９月１３日～２７日
  第１６次：平成２３年９月２６日～２７日　　第１７次：平成２３年１０月７日～１０日
  第１８次：平成２３年１１月１４日～１７日
 調 査 面 積 第１４次：３６㎡（９２．７１㎡）　　　　第１５次：２２．８㎡（８８．４５㎡）　　　第１６次：２４．３㎡（１５９．７７㎡）
（調査対象面積）　　第１７次：２８．８㎡（５４８．９７㎡）　　第１８次：２０．０㎡（６３．７０㎡）　
 調 査 原 因 個人住宅建築工事　
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 第１４次：主事　小泉博明　　　　　　　　文化財教諭　橋本勇人
  第１５次：主事　廣瀬真理子　小泉博明　　文化財教諭　橋本勇人　石山智之　佐藤洋平
  第１６次：主事　小泉博明　　　　　　　　文化財教諭　石山智之
  第１７次：主事　小泉博明　　　　　　　　文化財教諭　石山智之
  第１８次：主事　小泉博明　　　　　　　　文化財教諭　吉野　信　石山智之

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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1/25,000
0 1,000m500

時代立地種別遺跡名番号

古墳～近世自然堤防集落跡・城館跡・屋
敷跡・水田跡洞ノ口遺跡１

弥生～中世自然堤防集落跡・屋敷跡・水田跡鴻ノ巣遺跡２
古代～中世自然堤防集落跡・包含地今市遺跡３
縄文・古墳～近世丘陵斜面城館跡・信仰遺跡若宮前遺跡４
中世～近世丘陵城館跡・宗教遺跡羽黒前遺跡５
中世丘陵城館跡化粧坂城跡６
中世丘陵城館跡岩切城跡７

中世丘陵斜面城館跡・石窟仏群・寺
院跡・集落跡・板碑群東光寺遺跡８

古墳丘陵斜面横穴墓東光寺横穴墓群９
古墳丘陵斜面横穴墓台屋敷横穴墓群１０
古代自然堤防散布地新宿囲遺跡１１
縄文・古墳～中世自然堤防集落跡・屋敷跡・水田跡新田遺跡１２
弥生～近世自然堤防都市・屋敷跡山王遺跡１３
古墳丘陵斜面横穴墓入生沢横穴墓群１４
古代自然堤防散布地入生沢遺跡１５
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第 14次調査

第 15次調査

第 16次調査

1/2,500
0 100m50

第 17 次調査

第 18 次調査

第２図　調査区の位置

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、申請者より提出された、｢埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文化財保護法第９３条に基づき

実施した。確認調査を実施したところ、各調査区で遺構が検出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。調査区
はいずれも住宅建築範囲内に設定した。
適宜、平面・断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

３　遺跡の位置と環境
洞ノ口遺跡は、仙台市の北東部、JR岩切駅の北側に位置する。遺跡の南側には七北田川が流れ、その自然堤防上か

ら後背湿地にかけて立地する。遺跡は、東西５００～６００m、南北１０００mの範囲におよび、標高は５～８mである。
本遺跡は、古墳時代から近世にかけての複合遺跡であるが、その中でも中世の遺構・遺物が多く発見されている。こ

れまでの調査では、１２世紀に遡る遺構群と、１５世紀後半から１６世紀後半にかけての城館に関連する遺構群の、少なく
とも二時期あることが明らかになっている。また、出土遺物には、常滑産、渥美産、古瀬戸、在地産の他、中国産の
陶磁器や、饗宴や儀式で使用したかわらけなど、多種多様な遺物が出土している。

４　第１４次調査
１）基本層序
第１４次調査で確認した基本層は大別４層、細別５層である。遺構掘り込み面はⅢ層上面であるが、Ⅳ層上面で遺構

を検出している。
Ⅰ層：層相から２層に細分される。Ⅰa層は暗褐色（１０YR３/４）のシルト、Ⅰb層は褐色（１０YR４/４）のシルトで
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第４図　第１４次調査　遺構配置図・断面図

1/80
0 2m

Ⅱ
Ⅲ ⅢⅢ

Ⅳ Ⅳ Ⅳ
SE4 SE14 P4 SE12 SD2

１２
３

SD13

SE4

SK5

SK9
SE14

SK6

SE7

SK8

SE3

P4

SE12

P2

SK10

P3

P1

SK1

SD2

SK11

A

A’

A A’
7.8m

盛土
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ある。盛土以前の旧畑地耕作土である。層厚は２５～
４０cm程度である。

Ⅱ層：黒褐色（１０YR３/２）の粘土質シルトで、炭化物を
少量含む。旧畑地耕作土である。層厚は２０～４０cm
程度である。

Ⅲ層：黒褐色（１０YR３/１）の粘土質シルトで、にぶい黄
褐色の粘土質シルトと炭化物を小ブロック状に含
む。層厚は２０～３０cm程度で、遺構の掘り込み面で
ある。 第１８次調査のⅡa層に対応する。

Ⅳ層：にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土質シルトである。
自然堤防を形成する水成堆積層である。第１８次調査
のⅢ層に対応する。

第３図　第１４次調査　調査区配置図
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建物建築範囲　

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
人為的埋土かにぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に多く、炭化物を若干、含むややありあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルトSE１２
自然堆積土にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状にごく少量含むややありあまりなし１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SD２ 自然堆積土炭化物を若干、にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に若干、含むややありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト２
自然堆積土にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量、炭化物を粒状にごく少量、含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト３

にぶい黄褐色の粘土質シルトと炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトP４

備考混入物等粘性しまり土色・土質層位
盛土前の畑地耕作土均質あまりなしややあり１０YR３/４暗褐色シルトⅠa
旧畑地耕作土均質あまりなしややあり１０YR４/４褐色シルトⅠb
旧畑地耕作土か炭化物を少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡ
遺構掘り込み面　第１８次Ⅱa層対応にぶい黄褐色の粘土質シルトと炭化物を小ブロック状に含むややありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルトⅢ
遺構検出面　第１８次Ⅲ層対応自然堤防を形成する水成堆積層ややありややあり１０YR５/３にぶい黄褐色粘土質シルトⅣ
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第５図　ＳＤ２溝跡出土遺物

２）発見遺構と出土遺物
溝跡２条、井戸跡５基、土坑７基、ピット４基を検出した。調査区の制約や湧水により、遺構の全体や底面が検出

できたものは少なく、土坑としたものには井戸跡が含まれている可能性がある。
遺物は遺構検出面、遺構堆積土から土師器、須恵器、かわらけ、瓦質土器、陶器、磁器、土製品、石製品、金属製

品、鉄滓が出土している。
　　

（１）溝跡
ＳＤ２溝跡
調査区東半部に位置する。他の遺構との重複はない。検出長は１．９０mで、さらに調査区外へ延びる。規模は上端幅

１．２０m以上、下端幅および断面形は底面未検出のため不明である。深さ１５cm以上である。堆積土は３層を確認してい
る。Ⅳ層を起源とするにぶい黄褐色の粘土質シルトや炭化物を含む暗褐色や黒褐色の粘土質シルトで、いずれも自然
堆積層と考えられる。
遺物は、土師器鉢、常滑産甕、砥石（第５図－１）、鉄釘（第５図－２）が出土している。

（２）井戸跡
ＳＥ３井戸跡
調査区東半部に位置する。ＳＥ１２井戸跡と重複し、これよりも新しい。平面形は不整円形を呈する。規模は長軸

１．２６ｍ、短軸１．１３mである。底面は未検出であるが、断面形は円筒形を呈するものとみられる。堆積土は１層を確認
している。炭化物を含む黒褐色の粘土質シルトで、人為的埋土と考えられる。　　
遺物は、土師器、ロクロ土師器坏・甕、常滑産甕（第７図－２）、在地産擂鉢（第７図－３）、鉄釘（第７図－１）

が出土している。

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種　別遺構名登録番号図中番号

厚さ幅長さ
６－１２砥面４面　石材：凝灰岩　被熱６．７１１．４（１５．９）砥石石製品SD２K－２１
６－９０．８　０．９（１１．１）釘金属製品SD２N－１２
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ＳＥ４井戸跡
調査区西半部に位置する。ＳＫ６土坑、ＳＥ１４井戸跡と重複し、いずれよりも新しい。平面形は一部が調査区外と

なるが、不整円形とみられる。規模は東西１．５０m、南北１．００m以上である。深さは５０㎝以上である。底面は未検出で
あるが、断面形は円筒状を呈するとみられる。堆積土は５層を確認している。炭化物などを含む黒褐色などの粘土質
シルトで、２層は炭化物主体層である。いずれも自然堆積土と考えられる。
遺物は、土師器、須恵器坏・甕、在地産鉢、瓦質土器鉢（第７図－４ ）、坩堝が出土している。

ＳＥ７井戸跡
調査区西半部に位置する。ＳＫ６・ＳＫ８土坑と重複し、いずれよりも古い。平面形は不整楕円形とみられる。規

模は長軸１．６６m、短軸１．２５mで、深さは４０㎝以上である。底面は未検出であるが、断面形は円筒状を呈するとみられ
る。堆積土は２層を確認している。いずれも黒褐色の粘土質シルトで、にぶい黄褐色の粘土質シルトや炭化物を含
み、人為的埋土と考えられる。
遺物は、土師器、常滑産甕（第７図－６～８）、在地産甕・壺（第７図－５）、瀬戸産瓶類（写真図版６－２）、産地

不明壺（写真図版６－３）、鉄釘、鉄滓（写真図版６－８）が出土している。

ＳＥ１２井戸跡
調査区東半部に位置する。ＳＥ３井戸跡と重複し、これよりも古い。平面形は一部が調査区外となるが、方形を基

調としたものとみられる。規模は東西１．５０m、南北０．５５m以上で、深さは３５㎝以上である。底面は未検出であるが、断
面形は円筒状を呈するとみられる。堆積層は１層を確認している。にぶい黄褐色の粘土質シルトブロックと炭化物を
含む黒褐色シルトで、人為的埋土と考えられる。
遺物は出土していない。

ＳＥ１４井戸跡
調査区西半部に位置する。ＳＥ４井戸跡、ＳＫ６土坑と重複し、ＳＥ４井戸跡よりも古く、ＳＫ６土坑よりも新し

い。平面形は大半が調査区外となることから不明である。規模は東西０．６０m以上、南北０．１５m以上で、深さは３５㎝以
上である。断面形は円筒状を呈するとみられる。堆積層は１層を確認している。にぶい黄褐色の粘土質シルトブロッ
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
炭化物を小ブロック状に若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSE３

自然堆積土

炭化物を若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SE４
炭化物を主体とする層ありあまりなし１０YR２/１黒色粘土２
炭化物を若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト３
黒褐色の粘土質シルトを小ブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト４
炭化物を含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト５

人為的埋土
にぶい黄褐色の粘土質シルトと炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SE７
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に多く、炭化物を粒状にごく少量、含むややありあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト２

第６図　井戸跡　平面・断面図



８

クと炭化物を含む黒褐色の粘土質シルトで、人為的埋土と考えられる。
遺物は出土していない。
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写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種　別遺構名登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）
６－７０．８０．７（５．０）釘か金属製品SE３Ｎ－２１
－常滑　１３C後半～１４C前半－－－甕陶器SE３Ⅰ－５２
－在地（白石窯）　１３C後半～１４C前半－－－擂鉢陶器SE３Ⅰ－６３
－押印－－－鉢か瓦質土器SE４Ⅰ－７４
－在地（白石窯）　１３C後半～１４C前半－－－壺陶器SE７Ⅰ－８５
－常滑　１４C－－－甕陶器SE７Ⅰ－９６
－常滑　押印－－－甕陶器SE７Ⅰ－１１７

６－１常滑　押印－－－甕陶器SE７Ⅰ－１２８
６－２瀬戸　鉄釉　梅瓶か－－－瓶類陶器SE７Ⅰ－１０－
６－３産地不明－－－壺か陶器SE７Ⅰ－１３－
６－８１５２．５ｇ－－－鉄滓金属製品SE７Ｎ－３－

第７図　井戸跡出土遺物

（３）土坑
ＳＫ１土坑
調査区東半部に位置する。他の遺構との重複はない。平面形は一部が調査区外となるが、不整方形を基調とすると

みられる。規模は南北１．７０ｍ以上、東西２．３０ｍで、深さは３５㎝以上である。底面未検出のため、断面形は不明である。
堆積土は４層を確認している。１、３層はにぶい黄褐色の粘土質シルトと炭化物を含む黒褐色の粘土質シルトで、２、
４層はにぶい黄褐色の粘土質シルトを含む黒褐色の粘土である。いずれも自然堆積土と考えられる。
遺物は、土師器、須恵器甕、常滑産甕、在地産鉢、産地不明壺、砥石（第９図－１）、が出土している。

ＳＫ５土坑
調査区西半部に位置する。ＳＫ９土坑と重複し、これよりも新しい。平面形は一部が調査区外となることから不明

である。規模は東西１．５０ｍ、南北１．１５ｍ以上である。断面形は皿状を呈し、底面にはやや凹凸がみられる。堆積土は
単層で、炭化物やにぶい黄褐色の粘土質シルトのブロックを含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は、土師器、常滑産甕、龍泉窯系青磁碗（写真図版６－４、５）が出土している。
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９

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種　別遺構名登録番号図中番号

横幅縦幅長
６－１１砥面６面　　石材：凝灰岩５．６６．７１２．９砥石石製品SK１K－３１
－常滑　１３C前～中葉－－－甕陶器SK６Ⅰ－１４２

６－４龍泉窯系　１４C－－－碗青磁SK５J－４－
６－５龍泉窯系　蓮弁文　１３～１４C－－－碗青磁SK５J－５－
６－６龍泉窯系　蓮弁文　１３～１４C－－－碗青磁SK８J－３－

第９図　土坑出土遺物

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
自然堆積土にぶい黄褐色粘土質シルトと炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SK１
自然堆積土にぶい黄褐色粘土質シルトをブロック状に含むありあまりなし１０YR３/１黒褐色粘土２
自然堆積土にぶい黄褐色粘土質シルトを粒～小ブロック状にやや多く含む　炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト３
自然堆積土にぶい黄褐色粘土質シルトを粒状にごく少量含むありあまりなし１０YR２/２黒褐色粘土４
人為的埋土か炭化物，炭化物粒を含む  にぶい黄褐色粘土質シルトを小ブロック，ブロック状に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK５
人為的埋土かにぶい黄褐色粘土質シルトをブロック状に含む  炭化物を少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK６
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第８図　土坑　断面図
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１０

ＳＫ６土坑
調査区西半部に位置する。ＳＥ４、ＳＥ７井戸跡、ＳＥ１４井戸跡と重複し、ＳＥ４、１４井戸跡よりも古く、ＳＥ７

井戸跡よりも新しい。平面形は正方形を呈する。規模は長軸１．１０ｍ、短軸１．００ｍで、深さは１０～２３㎝である。断面形
は逆台形を呈し、底面には凹凸がみられる。堆積土は単層で、にぶい黄褐色の粘土質シルトのブロックと炭化物を含
む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は、かわらけ皿、常滑産甕（第９図－２）、山茶碗系片口鉢が出土している。

（４）ピット
調査区東半部に分布し、４基を検出した。いずれも他の遺構との重複はない。平面形は円形もしくは楕円形を呈す

る。柱痕跡が確認されたものはない。堆積土はにぶい黄褐色の粘土質シルトを含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

（５）その他の遺物
遺構検出面から常滑産甕（第１０図－２）、在地産鉢（第１０図－３）・甕（第１０図－１）、山茶碗系片口鉢（第１０図－
４）、瀬戸産とみられる壺、産地不明青磁碗、石棒（第１０図－５）が出土している。また、ＳＫ８土坑検出面から龍泉
窯系青磁碗（写真図版６－６）が出土している。

1/2
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写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種　別出土層位登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）
－在地　１３C後半～１４C前半－－－甕陶器遺構確認面I－１１
－常滑　１３C中葉～後葉－－－甕陶器遺構確認面I－２２
－在地　１３C後半～１４C前半－－－擂鉢陶器遺構確認面I－３３
－山茶碗系　１３C後半（３．８）－－片口鉢陶器遺構確認面I－４４

６－１０石材：粘板岩２．９３．８（８．９）石棒石製品遺構確認面K－１５

第１０図　遺構外出土遺物
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１１

５　第１５次調査
１）基本層序
第１５次調査では、基本層は大別５層、細別８層を確認

した遺構掘り込み面はⅢ層上面とⅣａ層上面であるが、
すべての遺構をⅣａ層上面で検出している。また、深掘
トレンチを設定し、Ⅳａ層以下の断面観察を行っている。
Ⅰ層：暗褐色（１０ＹＲ３/３）のシルトで、旧畑地耕作土

である。層厚は２０㎝程度である。
Ⅱ層：黒褐色（１０ＹＲ２/２）の粘土質シルトで、炭化物

を粒状に少量含む。旧畑地耕作土である。層厚は
２０～３０㎝程度である。

Ⅲ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土質シルトで、にぶい
黄褐色（１０ＹＲ４/３）の粘土質シルトを少量含む。
層厚は１０～２０㎝程度である。陶器などを多量に含
む。遺構の掘り込み面である。

Ⅳ層：層相から３層に細分される。Ⅳａ層は、にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）の粘土質シルトで、焼土を粒状に少量含
む。層厚は３０㎝程度である。土師器や須恵器を多く含む。ＳＫ８土坑などの遺構掘り込み面である。Ⅳｂ層は、
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）の粘土質シルトで、黄褐色（１０ＹＲ５/３）の砂質シルトを斑状に含む。層厚は
１５～２５㎝程度である。Ⅳｃ層は、調査区の東に設定した深掘トレンチでのみ確認した、暗褐色（１０ＹＲ３/４）
の粘土質シルトである。層厚は５㎝程度である。

Ⅴ層：自然堤防を形成する水成堆積層である。層相から２層に細分される。Ⅴａ層は、黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質
シルトである。層厚は５～１８㎝程度である。Ⅴｂ層は、黒褐色（１０ＹＲ３/２）の砂質シルトである。

２）　発見遺構と出土遺物
今回の調査では溝跡１条、土坑１１基、ピット４０基以上を検出した。遺物は基本層、遺構堆積土から土師器、ロクロ

土師器、須恵器、陶器、土製品、石製品、鉄製品、銭貨が出土している。なお、今回の調査で検出した遺構は、Ⅲ層
上面から掘り込まれている遺構もあるが、すべてⅣ層上面で検出している。

（１）溝跡
ＳＤ３溝跡
調査区東半部に位置する南北方向の溝跡である。ＳＫ１３土坑と重複し、それよりも新しい。検出長は約１．７ｍであ

る。規模は、上端幅０．２０ｍ、下端幅０．１２ｍで、検出面からの深さは１６㎝ほどである。断面形は浅い皿状を呈する。堆
積土は単層で、炭化物を粒状にやや多く含む黒褐色の砂質シルトである。
遺物は、土師器甕、ロクロ土師器甕、須恵器甕、古瀬戸とみられる壺が出土している。

（２）土坑
ＳＫ１土坑
調査区西端に位置する。ＳＫ５・ＳＫ７・ＳＫ８土坑と重複し、そのいずれよりも新しい。規模は長軸１．１５ｍ、短

軸０．８０ｍである。検出面からの深さは５０㎝ほどである。断面形は箱形を呈する。堆積土は４層に細分される。黒褐色、
暗褐色の砂質シルトと粘土質シルトであり、いずれも自然堆積土と見られる。そのうち、１層にごく少量の骨片、２
層に炭化物粒、３層に骨片を含んでいるが、土坑の性格については不明である。
遺物は、土師器甕、ロクロ土師器坏・甕、須恵器坏・甕、大戸産長頸瓶（写真図版６－２２）、常滑産甕、銭貨（写真
図版７－１）、骨片が出土している。
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第１１図　第１５次調査　調査区配置図
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Ⅳa

Ⅳb

Ⅳc Ⅴa
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深掘部　北壁断面図
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
旧畑地耕作土ややありあまりなし１０YR３/３暗褐色シルトⅠ
旧畑地耕作土炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトⅡ

にぶい黄褐色（１０YR４/３）の粘土質シルトを少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅢ
ややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルトⅣa

黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトをブロック状に含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルトⅣb
ややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトⅣc
ややありあまりなし２．５Y５/３黄褐色砂質シルトⅤa

砂質味強いややありややあり１０YR３/２黒褐色砂質シルトⅤb

自然堆積

炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト１

SK８
弱いやや強い１０YR２/２黒褐色粘土質シルト２

黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトをブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト３
炭化物の層と互層状に堆積弱いやや強い１０YR２/２黒褐色粘土質シルト４

ややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト５
あまりなしややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトSK
あまりなしややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトP

第１２図　第１５次調査　遺構配置図・断面図
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１３

ＳＫ２土坑
調査区中央部に位置する。ＳＫ１２土坑およびピット２基と重複し、ＳＫ１２土坑よりも新しく、ピット２基よりも古

い。規模は、長軸１．２５ｍ以上、短軸１．１０ｍで、検出面からの深さは４５㎝ほどである。断面形は逆台形状を呈する。堆
積土は３層に細分され、炭化物や焼土塊を含むにぶい黄褐色、黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は、土師器甕、ロクロ土師器坏・甕、須恵器坏・甕、大戸産長頸瓶、常滑産甕（第１４図－１）、銭貨（写真図版

７－２）が出土している。

ＳＫ５土坑
調査区西端に位置する。ＳＫ２、ＳＫ７土坑と重複し、ＳＫ７土坑よりも新しく、ＳＫ２土坑よりも古い。規模は、

南北０．６０ｍ以上、東西０．７８ｍで、検出面からの深さは２８㎝ほどである。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は２層に
細分され、炭化物を粒状に含む黒褐色～にぶい黄褐色の粘土質シルトである。
遺物は、土師器坏・甕、須恵器坏・長頸瓶・甕、古瀬戸壺（第１４図－３）、産地不明壺（第１４図－２）が出土してい

る。
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ＳＫ１土坑
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混入物等しまり粘性土色・土質遺構・層位
炭化物ブロック多量、焼土粒やや多く含む
骨片、ごく少量出土ややありあまりなし１０YR２/２黒褐色砂質シルト１

SK１

炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト２
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土質シル
トを粒～ブロック状にやや多く含む　骨
片、銭貨出土

ややありややあり１０YR３/２黒褐色砂質シルト３

にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土質シル
トをブロック状に多量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色砂質シルト４

灰を多量、炭化物を大ブロック状に少量含
むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SK２

炭化物の層　灰を少量含むあまりなしややあり７．５YR２/１黒色粘土質シルト２
焼土塊ごく少量、炭化物を粒～ブロック状
にやや多く、含むややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト３

焼土粒を少量、炭化物を粒状にごく少量、
にぶい黄橙色（１０YR７/４）の粘土質シル
トを粒状に中量、含む

ややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質
シルト４

炭化物を粒状にやや多く含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト１
SK５ 黒褐色の粘土質シルトをブロック状に多

量、炭化物を粒状に少量、含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質
シルト２

炭化物を粒状に少量含む
ピット　柱痕跡かややありややあり１０YR１．７/１黒色粘土質シルト１

SK１２

焼土粒をごく少量含む
ピット　柱掘方かややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト２

炭化物を主体とする層ややありややあり１０YR２/１黒色粘土質シルト３
焼土粒を少量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト４
焼土をブロック状に多量、炭化物を粒状に
ごく少量含むややありややあり１０YR４/４褐色砂質シルト５

第１３図　土坑　平面・断面図



１４

ＳＫ８土坑
調査区西端に位置する。ＳＫ１・ＳＫ７土坑と重複し、いずれよりも古い。遺構のほとんどが調査区外であり、そ

の規模については不詳である。底面はほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。Ⅳａ層上面からの深さは、８０㎝ほど
である。
遺物は、土師器甕、須恵器坏（第１４図－５）・甕（第１４図－６）、常滑産甕（第１４図－４）が出土している。
　

（３）ピット
調査区全域で、４０基以上のピットを検出した。そのほとんどで柱痕跡と柱掘方あるいは柱抜き取り穴と柱掘方を確

認した。柱掘方は楕円形ないし隅丸方形を基調としている。深さは１５～３０㎝ほどである。
掘方埋土は、Ⅴａ層に由来すると考えられる黄褐色のシルトを多量に含む黒褐色の砂質シルト、粘土質シルトと、

炭化物を粒状、ブロック状に多量に含む黒褐色、褐色などの砂質シルトと粘土質シルトとに大別される。Ｐ１～５は、
柱掘方埋土が類似していることや、検出位置などから、同一の建物を構成する柱穴である可能性が指摘できる。

1

2 3

0 10cm
S=1/3

4 5 6

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別出土層位遺構名登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）
６－２２大戸－－－長頸瓶須恵器２SK１E－５－
７－１「□□元宝」（判読不可）　重さ３．４ｇ－－２．５銭貨銅製品３・４SK１N－４－
－常滑　１３C後半－－－甕陶器１SK２I－１３１
７－２「咸平元宝」　　北宋　　初鋳：真宗咸平元（９９８）年　　重さ：２．０ｇ　－－（２．１）銭貨銅製品１SK２N－６－
６－２８産地不明（４．７）（８．１）－壺陶器１SK５I－１４２
６－２９古瀬戸（４．５）－－壺陶器１SK５I－１５３
－常滑　押印　１４C－－－甕陶器SK８I－１７４
－外面：ロクロナデ　底部、回転糸切り　　　　　　　内面：ロクロナデ（１．２）（７．６）－坏須恵器SK８E－３５
６－２３外面：ヘラ描波状文－－－甕須恵器SK８E－４６

第１４図　土坑出土遺物
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第１５図　柱穴配置図
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１５

遺物は、土師器、土師器坏・甕、須恵器、須恵器坏・甕、大戸産長頸瓶、常滑産甕、不明金属製品（第１６図－１、
２）が出土している。

（４）その他の出土遺物
　基本層Ⅳ層およびⅣａ層から、土師器坏・甕（第１８図－２）、ロクロ土師器坏（第１７図－２）・甕、須恵器坏（第

１８図－１１）・大戸産短頸壺（第１８図－１２）手捏土器（第１８図－１）、丸瓦（第１９図－７）が出土している。
基本層Ⅴ層から、土師器甕・壺（第１８図－３）が出土している。
その他基本層、表土、遺構検出面から、土師器坏・甕、ロクロ土師器坏（第１７図－１）・高台付坏（第１７図－３）・

甕（第１７図－４～６）、常滑産甕（第１８図－８～１０）、渥美産甕、産地不明甕、山茶碗系片口鉢（第１８図－５、６）、在
地産片口鉢（第１８図－７）・鉢（第１８図－４）、砥石（第１９図－１～４）、小刀（第１９図－６）、鉄釘（第１９図－５）、銭
貨が出土している。銭貨は錆化のため判読できないが、３枚が密着した状態で出土している。
また、ＳＫ６土坑から土師器甕が出土している。

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別出土層位遺構名登録番号図中

番号 厚幅長
６－３００．８０．９（１１．３）釘か金属製品掘方P２１N－７１
－木質残存０．７１．１（６．７）不明金属製品掘方P２１N－９２

1 2

0 10cm
S=1/3 第１６図　ピット出土遺物
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第１７図　その他の出土遺物１



１６
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第１８図　その他の出土遺物２
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１７

0 10cm
S=1/3
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写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別出土層位登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）
－外面：ロクロナデ　　　　　　　　　　　　内面：ヘラミガキ→黒色処理　（４．６）－（１５．０）坏ロクロ土師器遺構検出面D－２１７－１

６－１６外面：ロクロナデ　　　　　　　　　　　　内面：ヘラミガキ→黒色処理　（４．４）－（１３．８）坏ロクロ土師器ⅣD－６１７－２
６－１９外面：ロクロナデ　底面、回転糸切り　　　　内面：ヘラミガキ→黒色処理（２．４）（８．０）－高台付坏ロクロ土師器Ⅱ・ⅢD－１１７－３
６－２０外面：ロクロナデ　　　　　　　　　　　　内面：ロクロナデ（３．９）－（１２．８）甕ロクロ土師器遺構検出面D－５１７－４
６－１７外面：ロクロナデ→ヘラケズリ　　　　　　内面：ロクロナデ→回転ハケメ（１６．８）－（２１．０）甕ロクロ土師器遺構検出面D－３１７－５
６－１８外面：ロクロナデ→ヘラケズリ　　　　　　内面：ロクロナデ→回転ハケメ（１６．８）－（２４．８）甕ロクロ土師器遺構検出面D－４１７－６
６－１３外面：ユビナデ　ヘラナデ　　　　　　　　内面：ハケメ４．２３．８（７．２）手捏土器土製品ⅣaC－１１８－１
６－１４外面：ヨコナデ・ヘラナデ　　　　　　　　　内面：ヨコナデ・ヘラナデ　（１０．５）－（１１．０）甕土師器ⅣC－２１８－２
６－１５外面：ハケメ・ヘラケズリ→ヘラミガキ　　　内面：ヘラナデ（１２．０）３．７－壺土師器ＶC－３１８－３
－在地（白石窯系）　１３C後～１４C前半－－－鉢陶器表土I－１１８－４
－山茶碗系　１３C－－－片口鉢陶器Ⅱ・ⅢI－２１８－５
－山茶碗系　１３C－－－片口鉢陶器遺構検出面I－７１８－６
－在地（白石窯）　１３C後～１４C前半－－－片口鉢陶器遺構検出面I－６１８－７
－常滑　押印－－－甕陶器遺構検出面I－８１８－８
－常滑　押印　１３C－－－甕陶器ⅢI－５１８－９

６－２７常滑（３．１）（１４．０）－甕陶器Ⅱ・ⅢI－３１８－１０
６－２６常滑－－－甕陶器Ⅱ・ⅢI－４－
６－２１外面：ロクロナデ　底部、回転ヘラ切り　ヘラガキ「一」　内面：ロクロナデ４．６（９．４）（１５．５）坏須恵器ⅣaE－１１８－１１
６－２４大戸　外面：ロクロナデ　内面：ロクロナデ（３．５）－（５．８）壺須恵器ⅣaE－２１８－１２
６－２５龍泉窯系　王縁状口縁　１４C後半－－－碗青磁遺構検出面J－２－
７－３石材：凝灰岩　砥面４面　　３．０４．５（６．４）砥石石製品遺構検出面K－３１９－１
７－５石材：凝灰岩　砥面５面８．８１０．４（１４．７）砥石石製品遺構検出面K－４１９－３
７－４石材：砂岩　砥面２面３．６（３．９）（１０．９）砥石石製品ⅢK－１１９－２
７－６石材：安山岩　砥面２面　被熱による黒変１２．５（１２．８）（１３．０）砥石石製品ⅢK－２１９－４
６－３１０．９１．２８．２釘金属製品遺構検出面N－２１９－５
６－３３茎部長９．３㎝０．７２．５１５．１小刀金属製品Ⅱ・ⅢN－１１９－６
６－３２凹面：布目　　　　　　　　　　　　　　　凸面：縄目タタキ擦り消し１．６（７．１）（６．５）丸瓦瓦ⅣaF－１１９－７

第１９図　その他の出土遺物３



１８

６　第１６次調査
１）基本層序
第１６次調査では、基本層を６層確認した。遺構掘り込み面

はⅢ層上面であるが、Ⅴ層上面で遺構を検出している。
Ⅰ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）の粘土質シルトで、宅地

化以前の畑地耕作土である。層厚は５０㎝程度である。
Ⅱ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土質シルトで、焼土と炭化

物を粒状に若干含む。層厚は２０～３０㎝程度である。
Ⅲ層：黒褐色（２．５Ｙ３/２）の粘土質シルトで、にぶい黄褐

色（１０ＹＲ５/４）の粘土質シルトを粒状に若干含む。
層厚は８㎝程度で、遺構の掘り込み面である。

Ⅳ層：褐灰色（１０ＹＲ４/１）の粘土質シルトで、にぶい黄褐
色（１０ＹＲ５/４）の粘土質シルトを斑状に含む。層厚
は１０㎝程度である。

Ⅴ層：均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の砂質シルトで、自然堤防を形成する水成堆積層とみられる。今回の調査
における遺構検出面である。

Ⅵ層：暗灰黄色（２．５Ｙ５/２）の砂で、自然堤防を形成する水成堆積層とみられる。

２）　発見遺構と出土遺物
今回の調査では溝跡２条を検出した。遺物は基本層、遺構堆積土から土師器、須恵器、陶器、瓦、銭貨、鉄滓が出

土している。なお、今回の調査で検出した溝跡は、いずれも基本層Ⅴ層上面で検出しているが、基本層Ⅲ層上面から
掘り込まれていることを、調査区壁面の観察から確認している。

（１）溝跡
ＳＤ１溝跡
調査区東半部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約７．１０ｍで、さらに調査区外

南北へ延びる。一部の検出であることから、規模は不明であるが、現状で上端幅０．９０ｍ以上、下端幅０．６０ｍ以上であ
る。検出面からの深さは２０㎝ほどである。断面形は逆台形を呈するものとみられる。堆積土は３層に細分される。炭
化物を含む黒褐色の粘土などで、いずれも自然堆積土である。
遺物は、土師器甕、須恵器坏・甕、山茶碗系片口鉢（第２１図－１）、龍泉窯系青磁碗、平瓦、鉄滓が出土している。

敷地範囲

建物範囲
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隣地

隣地

隣地

1/400
0 10m

第２０図　第１６次調査　調査区配置図
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写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種　別遺構・層位登録番号図中番号

底径口径器高（径）
－山茶碗系　　　１３C？－－ －片口鉢陶器SD１I－１１
－「文久永宝」　　初鋳：文久３（１８６３）年　重さ：３．２g－－３．７銭貨銅製品Ⅱ層N－１２

第２１図　第１６次調査　出土遺物
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ＳＤ２溝跡
調査区南部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約１．９０ｍで、さらに調査区外南

へ延びる。規模は上端幅約０．２５ｍ、下端幅約０．１５ｍで、深さ５㎝ほどである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は単
層で、にぶい黄褐色の砂質シルトを含む黒褐色のシルトである。
遺物は出土していない。

（２）その他の出土遺物
基本層Ⅱ層から銭貨「文久永宝」（第２１図－２）が出土している。

盛土

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ Ⅴ

Ⅵ

１２
３

7.3m

ＳＤ１溝跡

北壁断面図

1/80
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A

A’
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SD2

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
炭化物を粒状にごく少量含む　一部グライ化するなしあまりなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠ
焼土粒、炭化物を粒状に若干含むあまりなしややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡ
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に若干含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトⅢ
にぶい黄褐色の粘土質シルトを斑状に含むややありややあり１０YR４/１褐灰色粘土質シルトⅣ
均質なしあり１０YR５/４にぶい黄褐色砂質シルトⅤ
均質なしややあり２．５Y５/２暗灰黄色砂Ⅵ
炭化物を粒状に少量含むややありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SD１ 炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト２
黄褐色の粘土質シルトを小ブロック状に少量含むありあまりなし１０YR３/１黒褐色粘土３
黄褐色の粘土質シルトをブロック状にやや多く含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSD２

第２２図　第１６次調査　平面・断面図
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７　第１７次調査
１）基本層序
今回の調査では、基本層を４層確認した。遺構掘り込み面はⅡ層上面であ

るが、ⅢおよびⅣ層上面で遺構を検出している。
Ⅰ層：層相から４層に細分される。Ⅰａ層は均質な暗褐色（１０ＹＲ３/４）の

シルト、Ⅰｂ層は炭化物を粒状に含む暗褐色（１０ＹＲ３/３）のシルト
で、いずれも調査区全域に分布する畑地耕作土である。Ⅰｃ層は炭化
物粒をごく少量含む黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土質シルト、Ⅰｄ層は
しまりのあまりない黒褐色（１０ＹＲ３/１）の粘土質シルトで、調査区
南半部で確認された。盛土による整地事業後の窪地に堆積した自然堆
積土の可能性がある。

Ⅱ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土質シルトで、にぶい黄褐色の粘土質シル
トの小ブロックと炭化物を含む。層厚は２０㎝程度で、遺構の掘り込み面である。

Ⅲ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）の粘土質シルトで、暗褐色（１０ＹＲ３/３）のシルトを斑状に含む。層厚は１５～
３０㎝で、今回の調査における遺構検出面である。

Ⅳ層：均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の粘土である。調査区南半部では、本層上面で遺構検出を行っている。

２）　発見遺構と出土遺物
今回の調査で検出した遺構は、整地層、井戸跡１基、土坑１２基、焼土遺構２基、ピット１２基である。なお、調査区

壁面に接する遺構には、調査区壁面崩落の可能性や湧水を考慮し、底面を検出していないものがある。このことから、
土坑および性格不明遺構としたものには井戸跡が含まれている可能性がある。
遺物は、基本層、遺構堆積土から土師器、須恵器、陶器、磁器、金属製品が出土している。

（１）整地層
ＳⅩ１６整地層
調査区西壁南半部～南壁で確認した盛土による整地層である。ＳＫ１０土坑、ＳＸ９性格不明遺構を覆う。層厚は最

大４０㎝ほどである。盛土は３層に細分され、炭化物や黄褐色の粘土を含む黒褐色のシルトなどで、しまりがある。
遺物は出土していない。

（２）井戸跡
ＳＥ８井戸跡
調査区中央部に位置する。他の遺構との重複はない。撹乱に大きく壊されているが、規模は東西０．４５ｍ以上、南北

０．６０ｍ以上で、深さは３０㎝以上である。底面は未検出であるが、壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は４層を確認し
た。炭化物を含むにぶい黄褐色や暗褐色の粘土質シルトなどで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は出土していない。

（３）土坑
ＳＫ３土坑
調査区北部に位置する。ＳＫ４土坑と重複し、これよりも新しい。規模は東西１．５０ｍ以上、南北１．３５ｍ以上、深さ

は２０㎝以上である。底面を検出していないため、断面形は不明である。堆積土は５層を確認した。炭化物を含む黒褐
色の粘土質シルトなどで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は、須恵器甕、常滑産甕（第２７図－１）、山茶碗系片口鉢（第２７図－２）が出土している。

ＳＫ４土坑
調査区北部に位置する。ＳＫ３・５・１２、Ｐ５土坑と重複し、ＳＫ３・５土坑よりも古く、ＳＫ１２土坑、Ｐ５より

敷地範囲

建物範囲

調査区

道路

隣地

隣地

隣地

1/800
0 20m

第２３図　第１７次調査  調査区配置図
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混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
均質　旧畑地耕作土あまりなしあまりなし１０YR３/４暗褐色シルトⅠa
炭化物をごく少量含む　旧畑地耕作土あまりなしあまりなし１０YR３/３暗褐色シルトⅠb
炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅠc
炭化物、黄褐色粘土を粒状に若干含むありあまりなし１０YR３/１黒褐色粘土質シルトⅠd
Ⅲ層ブロック、炭化物を小ブロック状に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡ
暗褐色（１０YR３/３）のシルトを斑状に含み、炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルトⅢ
均質ありあり１０YR５/４にぶい黄褐色粘土Ⅳ

第２４図　第１７次調査　遺構配置図・断面図



２２

も新しい。一部の検出であるが、楕円形を呈するものとみられる。規模は東西０．８５ｍ、南北１．３５ｍ以上で、深さは５
㎝以上である。断面形は皿状を呈する。堆積土は単層で、炭化物、にぶい黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルト
である。
遺物は出土していない。

ＳＫ５土坑
調査区北部に位置する。ＳＫ４・１２土坑と重複し、ＳＫ１２土坑よりも古く、ＳＫ４土坑よりも新しい。規模は東西

０．６０ｍ以上、南北１．２５ｍ以上で、深さは１０㎝ほどである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は単層で、にぶい黄褐色
の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＫ６土坑
調査区北部に位置する。ＳＫ１２土坑と重複し、これよりも新しい。平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸０．６５

ｍ、短軸０．５５ｍで、深さは２０㎝ほどである。断面形はＵ字状を呈する。堆積土は２層に細分され、炭化物やにぶい黄
褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は、土師器甕、常滑産甕（第２７図－３）が出土している。

ＳＫ７土坑
調査区中央部に位置する。ＳＫ１１土坑と重複し、これよりも新しい。平面形は円形を呈する。規模は径０．５５ｍで、

深さは２０㎝ほどである。断面形はＵ字状を呈する。堆積土は２層に細分され、炭化物やにぶい黄褐色の粘土などを含
む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＫ１０土坑
調査区南部に位置する。他の遺構との重複はない。一部の検出であるが、隅丸方形を基調としたものとみられる。

規模は東西０．８０ｍ以上、南北１．６０ｍ以上で、深さは５㎝ほどである。断面形は皿状を呈する。堆積土は２層に細分さ
れ、炭化物やにぶい黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトなどである。
遺物は出土していない。

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SK３
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト２
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に、炭化物を粒状に少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト３
炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト４
Ⅳ層を粒状に少量含むありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土５
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に、炭化物を粒状に若干含むありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK４
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状にをごく少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトSK５
均質あまりなしあまりなし２．５Y３/３暗オリーブ褐色シルト１

SE８
炭化物を互層状に含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト２
炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルト３
にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを小ブロック状に含むややありあまりなし２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト４
Ⅳ層をブロック状に多く含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトSX９
にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを粒状に少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SK１０
にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを粒状に若干含むややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルト２

自然堆積かにぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に若干含み、炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルトSK１１
炭化物を粒状に、にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを小ブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色シルト１

SK１２
炭化物を粒状に、にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを小ブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色シルト２
炭化物を粒状に、にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを粒状に若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト３
炭化物を多く含み、にぶい黄褐色の粘土、粘土質シルトを小ブロック状に少量含むややありあまりなし２．５Y２/２黒褐色粘土質シルト４

自然堆積かにぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に、炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK１３
炭化物を粒状に多く含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK１４
炭化物を粒状に、にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SK１５
炭化物を多く含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト２
黄褐色の粘土を互層状に含むややありあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト１

SX１６ 黄褐色の粘土をブロック状に含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト２
黄褐色の粘土を小ブロック状に若干含むややありあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト３
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状にやや多く含むややありあり１０YR３/３暗褐色シルトSX１７

第１表　第１７次調査　土層註記表
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２３

ＳＫ１２土坑
調査区北部に位置する。ＳＫ４・５・６・１５土坑、ＳＸ１・２焼土遺構と重複し、ＳＫ４・６土坑、ＳＸ１・２焼

土遺構よりも古く、ＳＫ５・１５土坑よりも新しい。一部の検出であるが、平面形は隅丸方形を基調としたものとみら
れる。規模は東西１．７０ｍ以上、南北１．６０ｍで、深さは１０㎝ほどである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は４層に細
分される。炭化物やにぶい黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトなどで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は、常滑産甕が出土している。

ＳＫ１３土坑
調査区中央部に位置する。Ｐ７と重複し、これよりも新しい。一部の検出であることから、平面形は不明である。

規模は東西０．３５ｍ以上、南北１．３５ｍで、深さは２０㎝以上である。底面が未検出であることから、断面形は不明である。
確認した堆積土は単層で、炭化物やにぶい黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＫ１５土坑
調査区中央部に位置する。ＳＫ１２土坑と重複し、これよりも古い。一部の検出であることから、平面形は不明であ

る。規模は東西０．７０ｍ、南北０．５５ｍ以上で、深さは１０㎝ほどである。断面形はＵ字状を呈する。堆積土は２層に細分
され、炭化物、にぶい黄褐色の粘土を含む暗褐色や黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

（４）焼土遺構
ＳⅩ１焼土遺構
調査区北部に位置する。ＳＫ１２土坑と重複し、これよりも新しい。径１５㎝ほどの浅い窪みにしまりのない焼土が堆

積し、その周辺が赤変している。
遺物は出土していない。

ＳⅩ２焼土遺構
調査区北部に位置する。ＳＫ１２土坑と重複し、これよりも新しい。長軸２８㎝、短軸１３㎝ほどの楕円形を呈する窪み

にしまりのない焼土と灰を含む暗オリーブ褐色の粘土が堆積し、その周辺が赤変している。
遺物は出土していない。

（５）性格不明遺構
ＳⅩ９性格不明遺構
調査区南部に位置する。他の遺構との重複はないが、ＳＸ１６整地層に覆われる。一部の検出であることから、平面

形は不明である。規模は東西１．３５ｍ以上、南北２．４５ｍ以上で、深さは２０㎝以上である。底面が未検出であることから、
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混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に
少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SK６
にぶい黄褐色の粘土質シルトを粒状に
ごく少量、炭化物を粒状に少量含むややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルト２

炭化物を粒状に少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト１
SK７ にぶい黄褐色の粘土質シルトを小ブ

ロック状に若干含むややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルト２

第２５図　土坑　平面・断面図
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断面形は不明である。確認した堆積土は単層である。にぶい黄褐色の粘土をブロック状に含む黒褐色の粘土質シルト
で、人為的埋土とみられる。
遺物は、須恵器甕、常滑産甕、渥美産甕、産地不明甕、瀬戸産とみられる壺か（写真図版７－７）、不明金属製品が

出土している。
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A

A’

B

B’

SX1 焼土遺構 SX２焼土遺構

（６）ピット
主に調査区北～中央部に分布し、１２基を検出した。平面形

は円形もしくは楕円形を呈する。堆積土は大半が単層で、炭
化物やにぶい黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土質シルトであ
る。今回の調査で検出したピット群のうち、Ｐ５・６の底面
から礫が出土し、状況から柱材の沈下を防ぐための礎板石で
ある可能性が高い。
遺物はＰ４から常滑産甕、Ｐ５から土師器甕が出土している。

（７）その他の出土遺物
遺構検出面から、土師器、土師器甕、須恵器、常滑産甕（第２７図－５、６　写真図版７－１０）、渥美産壺（第２７図－

４）、山茶碗系片口鉢（第２７図－７）、産地不明白磁碗（写真図版７－１５）、龍泉窯系青磁碗が出土している。また、Ｓ
Ｋ１４土坑から、龍泉窯系青磁碗（写真図版７－１４）が出土している。

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
焼土層なしなし５Y４/４にぶい赤褐色１

SX１
被熱赤変範囲５Y３/２暗赤褐色２

灰を小ブロッ
ク状に含む

やや
あり

あまり
なし

２．５Y３/３暗オリー
ブ褐色粘土１SX２

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
炭化物、地山を粒状にごく
少量含むありあまり

なし
１０YR３/２黒褐色粘土
質シルト１

P５
地山を小ブロック状にや
や多く含む

やや
ありあり２．５Y３/２黒褐色粘土

質シルト２

1/40
0 1m

7.6m

1

2

礫

A A’

A
A’

ＳＫ４

第２７図　Ｐ５断面図

第２６図　焼土遺構　平面・断面図
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S=1/3

1

2
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6 7

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別遺構・層位登録番号図中番号

器高底径口径
－常滑　１３C初頭（４．６）（１９．６）－甕陶器SK３I－９１
－山茶碗系　１３C後半～１４C前半－－－片口鉢陶器SK３I－１３２
－常滑－－－甕陶器SK６I－１０３

７－７瀬戸－－－壺か陶器SX９I－１４－
７－９渥美か　押印　　１２C－－－甕陶器遺構検出面I－２４
７－１１常滑　　押印－－－甕陶器遺構検出面I－３５
７－８常滑（４．６）（１９．６）－甕陶器遺構検出面I－１６
７－１０常滑－－－甕陶器遺構検出面I－５－
７－１２産地不明－－－甕陶器遺構検出面I－６－
７－１３山茶碗系　１３C後半～１４C前半（５．１）（２０．４）－片口鉢陶器遺構検出面I－１２７
７－１４龍泉窯系　内面に画花文－－－碗青磁SK１４J－３－
７－１５口禿　１３C～１４C－－－碗白磁遺構検出面J－１－

第２８図　第１７次調査出土遺物



Ⅱ　洞ノ口遺跡第１４～１８次発掘調査報告

２５

８　第１８次調査
１）基本層序
第１８次調査では、基本層を３層確認した。遺構掘り込み面はⅡａ層上面で

あるが、Ⅲ層上面で遺構を検出している。
Ⅰ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）を呈する均質なシルトで、宅地化以前の

畑地耕作土である。層厚は２０㎝程度である。
Ⅱ層：黒褐色の粘土質シルトで、層相から２層に細分される。Ⅱａ層は炭化

物を粒状、ブロック状に若干含み、Ⅱｂ層は炭化物を粒状に少量、黄
褐色の砂質シルトをブロック状に少量含む。層厚は５０～６０㎝である。
Ⅱａ層上面が遺構掘り込み面であり、第１４次調査のⅢ層に対応する。

Ⅲ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）を呈する均質な砂質シルトである。今回
の調査における遺構検出面である。第１４次調査のⅣ層に対応する。

２）発見遺構と出土遺物
今回の調査で検出した遺構には、溝跡１条、井戸跡２基、土坑２基がある。なお、調査区壁面に接する遺構には、

調査区壁面崩落の可能性や湧水を考慮し、底面を検出していないものがある。このことから、土坑としたものには井
戸跡が含まれている可能性がある。
遺物は、基本層、遺構検出面、遺構堆積土から土師器、ロクロ土師器、須恵器、陶器、土製品、瓦が出土している。

（１）溝跡
ＳＤ１溝跡
調査区北半部で検出した東西方向の溝跡である。ＳＥ２井戸跡、ＳＫ３土坑と重複し、いずれよりも新しい。調査

区壁面の観察から、２時期の変遷を確認した（Ａ→Ｂ期）。検出長は約３．９０ｍである。
遺物は、ロクロ土師器甕、須恵器坏・甕（第３１図－１、２）、常滑産甕（写真図版７－２１）、在地産鉢（写真図版７
－２２）、古瀬戸瓶類（写真図版７－２６）、平瓦（第３１図－３）、転用砥（第３１図－４）が出土している。

ＳＤ１（Ａ）溝跡
規模は、上端幅４．４０ｍ以上、深さ１．４０ｍ以上である。断面形は不明であるが、検出した溝跡南壁は比較的緩やかに

立ち上がる。堆積土は１０層を確認した。炭化物を含む黒褐色の粘土質シルトや比較的均質な灰黄褐色の砂質シルトな
どで、いずれも自然堆積土である。

ＳＤ１（Ｂ）溝跡
規模は、上端幅３．１０ｍ以上、深さ１．１０ｍである。断面形は不明であるが、検出した溝跡南壁は比較的緩やかに立ち

上がる。堆積土は５層を確認した。細砂やにぶい黄褐色の砂質シルトを含む黒褐色の粘土質シルトなどで、いずれも
自然堆積土である。

（２）井戸跡
ＳＥ２井戸跡
調査区南西部に位置する。ＳＤ１溝跡と重複し、これよりも古い。一部の検出であることから平面形、規模は不明

で、東西１．３０ｍ以上、南北０．７５ｍ以上の円形を基調としたものとみられる。調査区南壁面で確認した深さは８０㎝以上
である。底面は未検出であるが、壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は６層を確認した。炭化物を含むにぶい黄褐
色、暗褐色の粘土質シルトで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は、土師器甕、須恵器坏、常滑産甕（写真図版７－２４、２５）が出土している。

敷地範囲

建物範囲
調査区

道路

隣地
隣地

隣地

0 20m
1/600

第２９図　第１８次調査　調査区配置図
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
宅地化前の畑地耕作土均質あまりなしなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠ
遺構掘り込み面　第１４次Ⅲ層対応炭化物を粒状、小ブロック状に若干含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡa

炭化物を粒状に少量、にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状に少量、含む ややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトⅡb
第１４次Ⅳ層対応均質あまりなしややあり１０YR５/４にぶい黄褐色砂質シルトⅢ

自然堆積土か

炭化物を小ブロック状に若干含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SE２

にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状に多量、炭化物をブロック状に少量、含むややありあり１０YR４/２灰黄褐色粘土質シルト２
炭化物、にぶい黄褐色の砂質シルトを小ブロック状に少量、含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト３
炭化物を小ブロック状に、にぶい黄褐色の砂質シルトを小ブロック状に若干、含むややありあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト４
炭化物をブロック状にやや多く含むややありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト５
にぶい黄褐色の砂質シルト、炭化物を粒状、小ブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト６
炭化物をブロック状に、にぶい黄褐色の砂質シルトを粒状、小ブロック状に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSK４

第３０図　第１８次調査　平面・断面図



Ⅱ　洞ノ口遺跡第１４～１８次発掘調査報告

２７
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SD11

1

ＳＫ３土坑 ＳＥ５井戸跡

SE2

ＳＥ５井戸跡
調査区中央部に位置する。ＳＤ１溝跡と重複し、これよりも古い。平面形は楕円形を呈する。規模は長軸約１．３０
ｍ、短軸約１．００ｍで、深さ５０㎝以上である。底面は未検出であるが、断面形は円筒状を呈するものとみられる。確認
した堆積土は単層である。にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状に含む黒褐色の粘土で、人為的埋め土とみられ
る。
遺物は、土師器坏・甕、ロクロ土師器甕、常滑産甕（写真図版７－２７、２９、３０）、在地産甕、羽口が出土している。

（３）土坑
ＳＫ３土坑
調査区南部に位置する。ＳＤ１溝跡と重複し、これよりも古い。ＳＤ１溝跡に壊されているが、平面形は楕円形を

基調としたものとみられる。規模は、長軸０．４５ｍ以上、短軸約０．４５ｍである。深さは１５㎝ほどである。断面形は逆台
形を呈するものとみられる。堆積土は単層で、焼土と炭化物を含む暗灰黄色の砂質シルトである。
遺物は、土師器甕、ロクロ土師器甕（第３１図－５）、須恵器長頸瓶が出土している。

ＳＫ４土坑
調査区南東部に位置する。他の遺構との重複はない。一部の検出であることから、平面形、規模は不明であるが、

東西０．６０㎝以上、南北０．１５㎝以上である。調査区南壁で確認した深さは３５㎝以上である。断面形はＵ字状を呈する。
確認した堆積土は１層で、炭化物とにぶい黄褐色の砂質シルトを含む黒褐色の粘土質シルトである。
遺物はロクロ土師器甕（第３１図－６）が出土している。

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位

SD１
（B）

比較的均質　炭化物を粒状にごく少量含むあまりなしあまりなし１０YR４/４褐色シルト１

SD１

にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状に少量含むあまりなしあまりなし２．５Y４/３オリーブ褐色シルト２
細砂を均質に含むありややあり２．５Y３/３オリーブ褐色粘土質シルト３
細砂塊をブロック状に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト４
黒褐色（２．５Y３/２）の粘土質シルトをブロック状に若干含むありあまりなし１０YR４/１褐灰色粘土５

SD１
（A）

細砂を均質に含み、にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトをブロック状にごく少量含むあまりなしあまりなし２．５Y４/２暗灰黄色シルト６
炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト７
にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状にやや多く含むややありややあり１０YR４/２灰黄褐色粘土質シルト８
炭化物、焼土を粒状にごく少量含むややありややあり２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土質シルト９
炭化物、にぶい黄褐色の砂質シルトを粒状に含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト１０
均質あまりなしややあり１０YR５/２灰黄褐色砂質シルト１１
炭化物を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト１２
にぶい黄褐色の砂質シルトを小ブロック状、ブロック状に少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト１３
黒褐色（１０YR３/２）の粘土を小ブロック状に少量含むあまりなしややあり１０YR５/２灰黄褐色砂質シルト１４
細砂を均質に含むありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土１５

第２表　第１８次調査　土層註記表

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
焼土・炭化物を粒状に少量含むあまりなしややあり２．５Y４/２暗灰黄色砂質シルト１SK３
Ⅲ層砂質シルトをブロック状に多く含むありあり２．５Y３/２黒褐色粘土１SE５

第３１図　SK３土坑・SE５井戸跡　平面・断面図
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（４）遺構外出土遺物
基本層、遺構検出面などから、大戸産長頸瓶（写真図版７－１９）、常滑産甕（第３１図－７、８）、在地産甕、唐津産
折縁皿（第３１図－９）が出土している。

９　まとめ
今年度は、第１４次から第１８次まで、５次にわたる本発掘調査を行った。いずれの調査区も、洞ノ口遺跡南西部に位

置する。
１）　　第１４次調査では、溝２条、井戸跡５基、土坑７基、ピット４基を検出した。
　　　遺物は、陶器を主体に、土師器、須恵器、かわらけ、瓦質土器、陶器、磁器、土製品、金属製品、鉄滓が出土

した。ほとんどが破片資料で、遺構廃絶後の流入、もしくは遺棄・廃棄されたものとみられる。そのなかで、常
滑産甕、白石窯産を含む在地産甕・壺、龍泉窯系青磁碗は１３～１４世紀代、山茶碗系片口鉢は１３世紀後半の年代が
与えられる。したがって、今回の調査で検出した遺構は、この時期を中心とした中世に属するものと推定される。
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0 10cm
S=1/3

は使用痕

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別遺構・出土層位登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）
７－１６外面：平行タタキ－－－甕須恵器堆SD１E－１１
７－１８外面：平行タタキ　　　　　　　　　内面：平行オサエ－－－甕須恵器堆SD１E－４２
７－２０凹面：布目　凸面：縄目タタキ２．２－－平瓦瓦堆SD１G－１３
７－２２在地　１３C後～１４C前－－－鉢陶器堆SD１I－５－
７－２３常滑　胴部片を転用１．３４．８７．９転用砥陶器堆SD１I－３４
７－２１常滑　－－－甕陶器堆SD１I－６　
７－２６古瀬戸　灰釉　１３C～１４C－－－瓶類陶器堆SD１I－７－
７－２４常滑　１３Cか－－－甕陶器堆SE２I－８－
７－２５常滑－－－甕陶器堆SE２I－９－
－外面：ロクロナデ　　　　　　　　　内面：ヘラミガキ→黒色処理（３．８）－（１６．８）甕ロクロ土師器検出面SK３D－１５
７－１７外面：ロクロナデ　　　　　　　　　内面：ロクロナデ－－－壺須恵器検出面SK３E－２－
－外面：ロクロナデ　　　　　　　　　内面：ロクロナデ（７．６）－（１１．０）甕ロクロ土師器堆SK４D－２６
７－２７常滑－－－甕陶器堆SE５I－１０－
７－２９常滑－－－甕陶器堆SE５I－１１－
７－３０常滑－－－甕陶器堆SE５I－１２－
７－２８常滑－－－甕陶器遺構検出面I－１７
－常滑－－－甕陶器遺構検出面I－２８
７－３１唐津　　１７C－－－折緑皿陶器東側溝I－１３９
７－１９大戸－－－長頸瓶須恵器不明E－３－

第３２図　第１８次調査　出土遺物
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また、ＳＥ５井戸跡検出面からは石棒が出土し、縄文時代にまで遡る遺物が含まれている。
２）　第１５次調査では、溝跡１条、土坑１１基、ピット４０基以上を検出した。
　　ピットは、そのほとんどで柱痕跡が認められた。調査区の制約から全体を把握することはできないが、配置から

建物跡の可能性があるものが含まれ、今年度行われた他の調査区で検出した遺構群と様相が異なる。
　　　遺物は、土師器、ロクロ土師器、須恵器、陶器、土製品、石製品、鉄製品、銭貨が出土した。ほとんどが破片

資料で、遺構の詳細な年代を検討する指標にはなり得ない。年代がある程度分かる遺物には、１３～１４世紀代の常
滑産甕、１３～１４世紀代の白石窯産を含む在地産甕・壺、１３世紀代の山茶碗系片口鉢、１３～１４世紀代の龍泉窯系青
磁碗、１２世紀代の渥美産甕がある。また、ＳＫ１土坑およびＳＫ２土坑などから、銭貨が計６枚出土している。
錆化が著しく、判読できるものは限られるが、ＳＫ２土坑からは咸平元宝が１枚出土している。このことから、
今回の調査で検出した遺構は、中世に属し、概ね１３～１４世紀を中心としたものと推定される。本調査区では確認
されなかったが、１２世紀代に遡る遺構が、周辺に分布する可能性が考えられる。

　　　基本層からは、土師器、ロクロ土師器、須恵器、土製品が一定量出土している。基本層Ⅳ層およびⅣａ層から
は、ロクロ土師器坏を主体に、土師器、ロクロ土師器、須恵器、大戸産壺、丸瓦、手捏土器が出土している。ま
た、基本層Ⅴ層からは、南小泉式の範疇に収まる特徴をもつ土師器壺が出土している。

３）　第１６次調査では、溝跡２条を検出した。
　　　遺物は、土師器、須恵器、陶器、瓦、銭貨、鉄滓が出土した。
　　　ＳＤ１溝跡は、区画施設などの可能性もあるが、部分的な調査であることから性格を明らかにすることはでき

ない。また、遺物は散在的に出土し、まとまりをもたない。年代がある程度把握できる遺物には、１３世紀後半の
山茶碗系鉢、１３世紀代の龍泉窯系青磁碗、１４世紀後半とみられる産地不明の青磁碗がある。このことから、ＳＤ
１溝跡の年代は中世以降と考えられる。

４）　第１７次調査では、整地層、井戸跡１基、土坑１２基、焼土遺構２基、性格不明遺構２基、ピット１２基を検出した。
ピットには礫を礎板石としたものが認められることから、建物跡の存在が想定される。

　　　遺物は、土師器、須恵器、陶器、磁器、金属製品が出土した。
　　　出土遺物は、破片資料がほとんどで、遺構の堆積土もしくは埋土に混入したものとみられ、遺構の年代を直接

示すものではない。しかし、１３～１４世紀代の常滑産甕、１３世紀後半から１４世紀前半の山茶碗系片口鉢、１３～１４世
紀の龍泉窯系青磁碗、１３～１４世紀代の産地不明白磁碗などがあり、渥美産甕などの１２世紀に属するものが少量含
まれる。このことから、本調査で検出した遺構の年代は、概ねこの時期を中心とした中世と推定される。本調査
区では確認されなかったが、１２世紀代に遡る遺構が、この周辺に分布する可能性がある。

５）　第１８次調査では、溝跡１条、井戸跡２基、土坑２基を検出した。
　　　遺物は、土師器、ロクロ土師器、須恵器、陶器、土製品、瓦が出土した。
　　　ＳＤ１溝跡は、上端幅４．４０ｍ以上、深さ１．４０ｍ以上で、本遺跡で検出される他の溝跡と比較して、その規模は

大きい。位置や方向、同位置での変遷が認められること、他の遺構との重複関係などから、１５～１６世紀にかけて
の城館に伴う区画施設の可能性がある。出土遺物はいずれも断片的な破片資料で、遺構廃絶後に流入、もしくは
遺棄・廃棄されたものとみられる。このことから、出土遺物から、遺構の詳細な年代を検討することはできない
が、１３世紀代とみられる常滑産甕、１３世紀後半から１４世紀前半の白石窯産を含む在地産甕・鉢、１３～１４世紀代と
みられる古瀬戸瓶類が出土している。

　　　また、本調査で検出した遺構は隣接する第１４次調査の成果から、中世に属するものと考えられる。このうち、
ＳＫ３土坑およびＳＫ４土坑からは、土器類のみが出土していることから、古代まで遡る可能性がある。

＜参考文献＞
仙台市教育委員会（２００５）：『洞ノ口遺跡』仙台市文化財調査報告書第２８１集
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写真図版１（第１４次調査）

１　遺構完掘状況（東から）

２　SK１土坑（北から）

４　SE４井戸跡・SK６土坑（南から）

３　SE３井戸跡（南から）

５　SE７・８井戸跡（北から）
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写真図版２（第１５次調査）

８　SK１土坑（北から） ９　SK２土坑（北から）

６　遺構検出状況（西から）

７　遺構完掘状況（西から）
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１０　遺構検出状況（南西から）

１２　調査区北壁断面（南から）

写真図版３（第１６次調査）

１１　遺構完掘状況（北から）
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１３　遺構完掘状況（北から）

１４　ＳＸ１・２焼土遺構検出状況（西から）

１６　調査区南壁断面（北から）

１５　P５断面（西から）

１７　SK１２・１５土坑断面（北東から）

写真図版４（第１７次調査）
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１８　遺構検出状況（東から）

２０　SE２井戸跡南壁断面（北から） ２１　SE５井戸跡断面（東から）

１９　遺構完掘状況（北東から）

写真図版５（第１８次調査）
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第１５次調査出土遺物１

写真図版６

第１４次調査出土遺物
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第１８次調査出土遺物

写真図版７

第１５次調査出土遺物２

第１７次調査出土遺物
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Ⅲ　鴻ノ巣遺跡第１３次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 鴻ノ巣遺跡（宮城県遺跡登録番号０１０３４）
 調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字鴻巣７９－６
 調 査 期 間 平成２３年７月１１～１２日
 調査対象面積 ６６．２４㎡
 調 査 面 積 ２０㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 主事　廣瀬真理子　　文化財教諭　佐藤洋平

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、平成２３年５月２２日付で、申請者より提出された、「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文化

財保護法第９３条（Ｈ２３教生文第１１６－４６号で回答）基づき実施した。調査は平成２３年７月１１日に着手し、遺構が検出さ
れたため、引き続き本発掘調査を実施した。住宅建築範囲内に、南北４．０ｍ×東西５．０ｍの調査区を設定した。重機に
より盛土・Ⅰ～Ⅱ層を除去後、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行い、遺構が検出されなかったため、さらに重機でⅢ層を
除去し、Ⅳ層上面で遺構検出作業を行った。Ⅳ層上面では、溝跡２条、土坑２基、ピット４基を検出した。
適宜、平面・断面図を作成し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

３　遺跡の位置と環境
鴻ノ巣遺跡は、仙台市の北東部、ＪＲ岩切駅の南側に位置する。遺跡の北側には、七北田川が東流しその自然堤防

上に立地している。遺跡の範囲は、東西約１㎞にわたり、標高は約８ｍである。（３頁第１図参照）
当遺跡は、弥生時代から中世にかけての複合遺跡として知られているが、中でも中世の遺構・遺物が多く確認され

ている。遺構には、屋敷地をカギ形に区画する溝跡や、その内側に配置された掘立柱建物跡、井戸跡、土坑などが確
認されている。遺物は、在地産陶器の他、常滑産や渥美産陶器、中国産青磁、また、舟形木製品などの祭祀にかかわ
る木製品など、１２世紀後半から１４世紀のものを中心に、多様な遺物が出土している。

第１図　調査区の位置

ＪＲ東北本線

七北田川

1/2,500
0 100m50

今回調査地点

第１次調査
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４　基本層序
今回の調査で、基本層は５層確認した。

Ⅰ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の砂質シルトである。旧耕作土とみられる。層厚は
１０～４５㎝程度である。

Ⅱ層：暗褐色（１０ＹＲ３/３）の砂質シルトである。層厚は３０～４０㎝程度である。
Ⅲ層：黒褐色（１０ＹＲ２/２）の粘土質シルトで、炭化物を少量含む。層厚は１５㎝

程度である。
Ⅳ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の粘土質シルトである。今回の調査における

遺構検出面である。
Ⅴ層：黒褐色（２．５Ｙ３/２）の粘土である。

５　発見遺構と出土遺物
溝跡２条、土坑２基、ピット４基を検出した。遺物は、遺構検出面、遺構堆積

土から土師器、須恵器、赤焼土器、陶器、瓦、金属製品などが出土している。

１）溝跡
ＳＤ３溝跡
南北方向の溝跡である。ＳＫ２土坑、Ｐ４と重複し、ＳＫ２土坑よりも古く、Ｐ４よりも新しい。検出長は約２．６ｍ
である。規模は上端幅約９８㎝、下端幅約６０㎝である。Ⅳ層上面からの深さは約５０㎝を測り、断面形は逆台形を呈する。
堆積土は５層に分層され、黒褐色や暗褐色の粘土質シルト、粘土で、いずれも自然堆積土である。
遺物は出土していない。

ＳＤ４溝跡
南北方向の溝跡である。ＳＫ１土坑と重複し、それよりも古い。検出長は、０．６８ｍである。規模は、上端幅約２７㎝、

下端幅約１４㎝である。検出面からの深さは約７㎝を測り、断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘
土質シルトである。
遺物は、１層から土師器が出土している。

第２図　調査区配置図

敷地範囲

建物範囲

調査区

道路

隣地

隣地

隣地

1/400
0 10m

２）土坑
ＳＫ１土坑
調査区北西に位置する。ＳＤ４溝跡と重複し、これより

も新しい。規模は、南北１．８ｍ以上、東西１．２５ｍ以上であ
る。平面形は、隅丸長方形と推測される。検出面からの深
さは約４８㎝で、断面形は逆台形を呈する。堆積土は、４層
に分層され、黒褐色、黒色の粘土質シルト、砂質シルトで
ある。いずれも自然堆積土と考えられる。
遺物は、１層から須恵器甕、山茶碗系片口鉢（第３図－

１）、金属製品（釘か）、３層から在地産擂鉢、４層から土
師器が出土している。このうち山茶碗系片口鉢は、１３世紀
後半のものとみられる。内面が被熱のため器面が剥離し、
煤状の付着物が認められる。

ＳＫ２土坑
調査区北に位置する。ＳＤ３溝跡と重複し、これよりも新しい。規模は、長軸１．５ｍ以上、短軸０．８ｍである。平面

特徴・備考
法量（㎝）

器種種別層位遺構登録
番号

図中
番号 底径口径器高

山茶碗系  内面：被熱  煤状付着物（１４．8）－（３．８）片口鉢陶器１ＳＫ１Ｉ－１１

0 10cm
S=1/3

1

第３図　SK１出土遺物
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混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
炭化物を粒状に少量、褐色（１０YR４/４）の粘土を粒状に少量、含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト１

SK１
炭化物を多量含むややありややあり７．５Y２/１黒褐色粘土質シルト２
炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR２/３黒褐色砂質シルト３
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土をブロック状に多く、炭化物を多く、含むありややあり１０YR２/１黒色粘土質シルト４
褐色（１０YR４/４）の粘土をブロック状にやや多く含むややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト１SK２
褐色（１０YR４/４）の粘土を少量、炭化物粒をやや多く、含むややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト１

SD３
炭化物を主体とするややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルト２

ややありややあり１０YR３/３暗褐色砂質シルト３
褐色（１０YR４/４）の粘土をごく少量含むありややあり１０YR２/１黒色粘土４
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を多量含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルト５

ややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト１SD４

第４図　平面・断面図

形は隅丸長方形と推測される。検出面からの深さは約１２㎝で、断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色
の粘土質シルトである。自然堆積土と考えられる。
遺物は出土していない。

３）ピット
計４基検出したが、建物を構成するような有意な配列は認められなかった。

深さ径混入物等粘性しまり土色・土質遺構
２８３５×２５炭化物を少量含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトP１
２６２２×２２にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土をごく少量、炭化物を粒状に少量、含むややありややあり７．５YR２/１黒色粘土質シルトP２
９２４×１４ややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトP３
１０１８×１６ありややあり１０YR３/２黒褐色粘土P４

備考混入物等粘性しまり土色・土質層位
旧耕作土かややありややあり１０YR３/２黒褐色砂質シルトⅠ

ややありややあり１０YR３/３暗褐色砂質シルトⅡ
炭化物を少量含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルトⅢ

遺構検出面ややありややあり１０YR５/４にぶい黄褐色粘土質シルトⅣ
粘性強いありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土Ⅴ

単位：㎝
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第５図　今回の調査区と第１次調査区

0 10m
1/200

井戸跡
第１次調査区

第13次調査区

1号溝跡

旧河川

４）その他の出土遺物
遺構検出面から、土師器、須恵器坏、赤焼土器高台付坏、常滑産甕、平瓦が出土している。

６　まとめ
今回の調査地点は、鴻ノ巣遺跡の中央部に位置する。第１次調査区の南側に隣接する。
今回の調査では、溝跡２条、土坑２基、ピット４基を検出した。
第１次調査で検出した１号溝跡は、井戸跡や掘立柱建物跡を取り囲むＬ字形の溝跡であり、中世屋敷ないし中世村

落の区画溝と考えられている。今回検出したＳＤ３溝跡は、１号溝跡の延長線上にあたり、同一の溝跡と推測される。
なお、今回の調査では、南東コーナーは検出されなかった。
また、ＳＫ１土坑からは、１３世紀後半のものとみられる山茶碗系片口鉢が出土しており、中世に属する遺構と考え

られる。

＜参考文献＞
仙台市教育委員会（１９８１）：『鴻ノ巣遺跡―発掘調査報告書―』仙台市文化財調査報告書第３２集
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１　遺構検出状況（東から）

２　遺構完掘状況（南東から）

３　北壁断面（西南から）

写真図版１
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Ⅳ　沖野城跡第６～１１次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 沖野城跡（宮城県遺跡登録番号０１２３４）
 調 査 地 点 第６次：仙台市若林区沖野７丁目３０３－２１

    　　　　　　（平成２２年９月２７日届出、Ｈ２２教生文第１１４号－１５７回答）
  第７次：仙台市若林区沖野７丁目３０３－１９

    　　　　　　（平成２２年１０月１日届出、Ｈ２２教生文第１１４号－１６６回答）
  第８次：仙台市若林区沖野７丁目３０７番

    　　　　　　（平成２３年５月３０日届出、Ｈ２３教生文第１０６号－３７回答）　
  第９次：仙台市若林区沖野７丁目３０４番

    　　　　　　（平成２３年８月４日届出、Ｈ２３教生文第１０６号－１１７回答）
  第１０次：仙台市若林区沖野７丁目７－１０

    　　　　　　（平成２３年８月１１日届出、Ｈ２３教生文第１０６号－１２７回答）
  第１１次：仙台市若林区沖野７丁目３３１の一部

    　　　　　　（平成２３年１１月２１日届出、Ｈ２３教生文第１０６－２５６号回答）
 調 査 期 間 第６次：平成２２年１１月８～９日　　第７次：平成２２年１１月１５～１８日
  第８次：平成２３年７月１９日　　　　第９次：平成２３年９月５日
  第１０次：平成２３年９月１２日　　　　第１１次：１１月２９日～１２月２日
 調 査 面 積 第６次：２８．８㎡（６５．５０㎡）　　　　第７次：３１㎡（７７．４２㎡）
（調査対象面積） 第８次：３０．３㎡（１１１．２６㎡）　　　　第９次：４３．２㎡（１１５．９３㎡）
  第１０次：４０．５０㎡（１０４．３４㎡）　　　第１１次：６７．８㎡（２１１．４５㎡）
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 第６次：主事　猪狩俊哉　　　文化財教諭　吉野　信
  第７次：主事　廣瀬真理子　　文化財教諭　鈴木健弘
  第８次：主事　小泉博明　　　文化財教諭　吉野　信　　橋本勇人
  第９次：主事　小泉博明　　　文化財教諭　吉野　信　　佐藤洋平

1

2

3
4

5

7

8

6

9
10

12
13

11

1/25,000
0 1,000m500

時代立地種別遺跡名番号

中世自然堤防城館跡沖野城跡１

縄文～
近世自然堤防集落跡・屋

敷跡南小泉遺跡２ 

古墳自然堤防円墳法領塚古墳３
古墳自然堤防円墳？蛇塚古墳４
古墳自然堤防 円墳？猫塚古墳５
古代～近世自然堤防城館跡養種園遺跡６
古代～近世自然堤防集落跡保春院前遺跡７

古墳～近世自然堤防城館跡・円
墳・集落跡若林城跡８

古代自然堤防条里遺構仙台東郊条里跡９

弥生～中世自然堤防集落跡・
河川跡中在家南遺跡１０

古墳自然堤防前方後円墳遠見塚古墳１１
古代自然堤防官衙関係神柵遺跡１２
古墳～古代自然堤防散布地砂押Ⅰ遺跡１３

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡



Ⅳ　沖野城跡第６～１１次発掘調査報告

４３

  第１０次：主事　小泉博明　　　文化財教諭　吉野　信　　石山智之
  第１１次：主事　小泉博明　　　文化財教諭　吉野　信　　石山智之

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は申請者より提出された、個人住宅建築工事および個人住宅付属倉庫建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘

の届出について」に対して、文化財保護法第９３条に基づき、実施した。確認調査を実施したところ、各調査区で遺構
が検出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。調査区はいずれの調査区も住宅建築範囲内に設定した。
適宜、平面・断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

３　遺跡の位置と環境
沖野城跡は、仙台市の東部、ＪＲ長町駅から東へ約２．８ｋｍの地点、陸上自衛隊霞目飛行場の南側に隣接する。広瀬

川と名取川の合流地点より北東へ２．５ｋｍの場所にあり、広瀬川左岸の自然堤防上に立地する。遺跡の規模は、東西約
３４０ｍ、南北約２５０ｍの範囲におよび、標高約６ｍ前後の微高地上にある。
沖野城跡は、『仙台領古城書上』に「沖野城　四方百間　粟野大膳出城ト云」とあり、茂ケ崎城主粟野氏にかかわる

城館跡として知られている。また、遺跡北部には、土塁の一部が現存している。発掘調査は、これまで５次にわたり
行われ、土塁跡や区画溝などが発見されているが、内部の実態については不明である。

沖野中学校

第５次調査

第6次調査

第７次調査

陸上自衛隊
　　霞目飛行場　

1/2,500
0 100m50堀跡・溝跡

第４次調査

第８次調査
第９次調査

第3次調査

第2次調査

第1次調査

第11次調査

現存する土塁

第10次調査

土塁

第２図　調査区位置図
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４　第６次調査
１）基本層序
Ⅰ層：淡黄色（２．５Ｙ８/４）の粘土質シルトと黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘

土質シルトの互層。層厚は５０㎝程度である。遺構検出面である。第
７次調査のⅡ層に対応する。

Ⅱ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土質シルトである。

２）発見遺構と出土遺物
Ⅰ層上面で溝跡を１条検出した。遺物は出土していない。

ＳＤ１溝跡
盛土直下で検出した、南北方向の溝跡である。検出長は５．８ｍである。規模は、上端幅約２．７ｍ、下端幅約１．３ｍ、深

さは約５０㎝である。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は３層に細分され、黒褐色や褐灰色の粘土である。このうち、
２層は、人為的埋土と考えられる。
遺物は出土していない。

５　第７次調査
１）基本層序
Ⅰ層：層相から２層に細分される。Ⅰａ層は、均質な黒褐色（２．５Ｙ３/

１）の粘土質シルトである。Ⅰｂ層は、ガラスやビニールなどを
多量に含む黒褐色（２．５Ｙ３/１）の粘土質シルトである。いずれ
も盛土以前の旧表土とみられる。

Ⅱ層：浅黄褐色（２．５Ｙ７/４）の粘土質シルトと、黒褐色（２．５Ｙ３/２）
の粘土質シルトとの互層。部分的にグライ化しており、酸化鉄を
含む。遺構検出面である。第６次調査のⅠ層に対応する。

1/400
0 10m

敷地範囲

建物範囲

調査区

隣地

隣地

隣地

隣地

道路

第３図　第６次調査　調査区配置図
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SD1

SD1

盛土

１２

３Ⅰ
Ⅱ

Ａ’  

Ａ

備考粘性しまり土色・土質遺構・層位

第７次調査Ⅱ層に対応２．５Y８/４淡黄色粘土質シルトと１０YR３/２黒褐色
粘土質シルトの互層Ⅰ

一部酸化ありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡ
一部酸化鉄を含むありあり１０YR３/１黒褐色粘土１

ＳＤ１ 人為的埋土ありあり褐灰色粘土、黒褐色粘土、褐色粘土のブロック状の混合土２
下位に植物遺存体が集積ありあり１０YR４/１褐灰色粘土３

第４図　第６次調査　平面・断面図
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第５図　第７次調査　調査区配置図
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３
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Ⅰb層Ⅱ層

Ⅱ層

２）発見遺構と出土遺物
Ⅱ層上面で溝跡を２条検出した。遺物は出土していない。

ＳＤ１溝跡
南北方向の溝跡である。検出長は１．０ｍである。規模は、上端幅約２．６ｍ、下端幅約１．１ｍ、深さは約６５㎝である。断

面形は逆台形状を呈する。堆積土は３層に分層され、黒褐色～黄褐色の粘土、粘土質シルトである。このうち１層は、
ガラス瓶などが含まれており、現代の埋土と判断される。位置関係などから、第６次調査で検出したＳＤ１溝跡と同
一の溝跡と考えられる。
遺物は出土していない。

ＳＤ２溝跡
東西方向の溝跡である。検出長は１．０ｍである。規模は、上端幅約２．０ｍ、下端幅約０．６ｍ、深さは約７０㎝である。断

面形は逆台形状を呈する。堆積土は３層に分層され、オリーブ黒色の粘土質シルトである。そのうち１層は、ガラス
やビニールなどが大量に含まれることから、現代の埋土と判断される。位置関係などから、第４次調査で検出したＳ
Ｄ３溝跡と同一の溝跡と考えられる。また、調査区の制約から、ＳＤ１溝跡と本溝跡との関係については、不明であ
る。
遺物は出土していない。

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
ややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルトⅠａ

ガラスやビニールなどを多量に含むややありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土質シルトⅠｂ
第６次調査のⅠ
層に対応互層　ありややあり２．５Y７/４浅黄褐色粘土質シルト　

２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトⅡ

人為的埋土ガラス瓶を含むややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト１
SD１ 自然堆積土比較的均質　植物遺存体を多量含むありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルト２

灰黄色粘土をブロック状に含むありややあり２．５Y４/１黄褐色粘土３
人為的埋土黒色シルト、褐色シルトのブロックなどをまだらに含み、ガラスやビニールなどを含むややありややあり５Y２/２オリーブ黒色粘土質シルト１

SD２ 自然堆積土比較的均質　植物遺存体を多量含むややありややあり５Y３/２オリーブ黒色粘土質シルト２
暗緑灰色シルトをブロック状に多量、植物遺存体を少量、含むありややあり５Y３/１オリーブ黒色粘土質シルト３

第６図　第７次調査　平面・断面図
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６　第８次調査
１）　基本層序
Ⅰ層：オリーブ褐色（２．５Ｙ４/３）の粘土質

シルトである。現盛土前の宅地造成に
伴うものとみられる。層厚は２０～４０㎝
である。

Ⅱ層：人為的な盛土による整地層と整地前の
畑地耕作土。８層に細分される。この
うち、Ⅱｃ層は近現代のものとみられ
る瓦片や円礫を含む。層厚は４０～６０㎝
である。

Ⅲ層：黒褐色（１０ＹＲ３/１）の粘土質シルト
である。黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質
シルトを斑状に含む。層厚は１０㎝程度
である。ＳＤ１堀跡の遺構掘り込み面である。

Ⅳ層：黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質シルトである。粘性がなく、均質である。今回の調査の遺構検出面である。

敷地範囲

建物範囲
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隣地

道路

1/800
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調査区
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建物範囲

第８次
第９次

第７図　第８，９次調査　調査区配置図
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
盛土前の宅地整地層灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を小ブロック状に含むややありややあり２．５Y４/３オリーブ褐色粘土質シルトⅠ

宅地以前の整地層
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトをブロック状に含むありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土Ⅱa

炭化物を粒状に少量含むありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土Ⅱｂ
近現代の瓦類、礫を含む整地層にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを粒状、ブロック状に含むありややあり２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土質シルトⅡｃ

宅地以前の整地層
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを小ブロック状に若干含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトⅡｄ
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを小ブロック状に少量含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルトⅡe
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを班状に含むありややあり２．５Y５/１黄灰色粘土Ⅱf

整地以前の畑地耕作土か
炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅡg
炭化物を粒状にごく少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトⅡh

遺構掘り込み面黄褐色（２．５Y５/３）の砂質シルトを班状に含むややありややあり１０YR３/１黒褐色粘土質シルトⅢ
遺構検出面自然堤防を形成する水成堆積層ややありややあり２．５Y５/３黄褐色砂質シルトⅣ
人為的埋土黒色粘土を小ブロック状に、黄褐色砂質シルトをブロック状に含むなしややあり１０YR５/１褐灰色砂質シルト１SD

１ 自然堆積土黄褐色（２．５Y５/３）の砂質シルトを斑状に含むありなし２．５Y３/２黒褐色粘土２

第８図　第８次調査　平面・断面図



Ⅳ　沖野城跡第６～１１次発掘調査報告

４７

２）発見遺構と出土遺物
基本層Ⅳ層上面で堀跡１条を検出した。遺物は基本層、遺構堆積土から陶器、金属製品、銭貨が出土している。

ＳＤ１堀跡
調査区東部で検出した南北方向とみられる堀跡である。部分的な検出で、規模や展開は不明であるが、上端幅６．８０

ｍ以上の大規模なものである。底面は未検出である。堆積土は２層を確認した。上層は黒色（１０ＹＲ２/１）の粘土を
小ブロック状に、黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質シルトをブロック状に含む褐灰色（１０ＹＲ５/１）の砂質シルトで、人
為的埋土である。下層は黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質シルトを班状にごく少量含む黒褐色（２．５Ｙ３/２）を呈するし
まりのない粘土で、自然堆積土である。
遺物は上層から大堀相馬碗が出土している。

７　第９次調査
１）　基本層序
Ⅰ層：黒褐色の粘土質シルトなどで、層相から５層に細分される。宅地化前の畑地耕作土である。層厚は３０～４０㎝で

ある。
Ⅱ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３，１０ＹＲ５/３）のシルト、砂質シルトである。層相から２層に細分される。畑地耕

作に伴う天地返しなどの可能性がある。層厚は１０㎝程度である。
Ⅲ層：しまり、粘性共にあまりない、灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）の砂質シルトで、砂をブロック状に含む。層厚は５㎝

程度である。
Ⅳ層：しまりのある黒色（１０ＹＲ２/１）の粘土で、にぶい黄褐色の粘土を斑状に含む。底面に凹凸がみられる。層厚

は１０～２０㎝である。
Ⅴ層：均質な黄灰色（２．５Ｙ４/１）の粘土である。ＳＤ１溝跡の遺構掘り込み面である。層厚は１０㎝程度である。
Ⅵ層：黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土である。層下半ににぶい黄褐色の砂質シルトを斑状に含む。層厚は１０㎝程度であ

る。
Ⅶ層：均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の砂質シルトである。今回の調査の遺構検出面である。
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第９図　第９次調査　平面・断面図
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２）発見遺構と出土遺物
Ⅶ層上面で堀跡１条を検出した。遺物は、遺構堆積土から銭貨が出土している。

８　第１０次調査
１）　基本層序
Ⅰ層：しまりのない灰黄褐色（１０ＹＲ４/１）などのシルトなどで、層相から２層に細分される。調査区全域に分布す

る宅地化前の畑地耕作土である。層厚は２０㎝程度である。
Ⅱ層：黒褐色（２．５Ｙ３/２）の粘土で、暗灰黄色の粘土質シルトを含む。層厚は１０㎝程度である。
Ⅲ層：暗灰黄色（２．５Ｙ４/２）の粘土質シルトで、黒褐色の粘土を含む。層厚は１０～４０㎝である。
Ⅳ層：しまりのある黒色（１０ＹＲ２/１）もしくは黒褐色（１０ＹＲ２/２）の粘土で、２層に細分される。Ⅳａ層は層

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
均質あまりなしややあり１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠa

ややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトⅠb
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを斑状に含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土Ⅰc
砂を均質に含むややありややあり２．５Y４/２暗灰黄色粘土Ⅰd
均質ありややあり２．５Y４/３オリーブ褐色粘土Ⅰe
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを斑状に含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅡa
黒褐色（１０YR３/２）の粘土を斑状に含むあまりなしややあり１０YR５/３にぶい黄褐色砂質シルトⅡb
砂をブロック状に含むあまりなしあまりなし１０YR４/２灰黄褐色砂質シルトⅢ
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土を斑状に含むありあり１０YR２/１黒色粘土Ⅳ
均質ありややあり２．５Y４/１黄灰色粘土Ⅴ
下半ににぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂質シルトを斑状に含むありややあり１０YR３/２黒褐色粘土Ⅵ
均質あまりなしややあり１０YR５/４にぶい黄褐色砂質シルトⅦ

人為的埋土

にぶい黄褐色（１０YR５/６）の粘土を小ブロック状に含むややありあり１０YR３/１黒褐色粘土１

SD１

にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土を互層状に含むややありややあり２．５Y４/１黄灰色粘土２
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土を粒状にやや多く含むややありややあり２．５Y４/２暗灰黄色粘土３
均質ありあり１０YR５/４にぶい黄褐色粘土４

自然堆積土

灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を斑状に少量含むありあまりなし２．５Y３/１黒褐色粘土５
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を斑状に若干含むありなし２．５Y３/２黒褐色粘土６
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を斑状に少量含むありなし１０YR２/１黒色粘土７
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を斑状に多く含むありなし２．５Y４/２暗灰黄色粘土８
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土をブロック状（崩落土）に多く含むなしなし１０YR３/２黒褐色粘土９

第１表　第９次調査　土層註記表

下半に黄褐色の粘土をブロック状に含む。Ⅳｂ層は黄灰
色の粘土を斑状に含む。ＳＤ１溝跡の掘り込み面であ
る。層厚は２０㎝程度である。

Ⅴ層：黄褐色（２．５Ｙ５/３）の粘土をラミナ状に含む黄灰色（２．５
Ｙ４/１）の粘土層である。自然堤防を形成する水成堆積
層である。層厚は５０㎝程度である。

Ⅵ層：均質な黒褐色（２．５Ｙ３/１）の粘土層である。

２）　発見遺構と出土遺物
Ⅴ層上面で溝跡１条、ピット１基を検出した。遺物は土師

器、須恵器が出土している。

0

1

5cm
S=2/3

ＳＤ１堀跡
調査区中央部に位置する南北方向の堀跡である。検出長は約２．９０ｍで、さ

らに調査区外へ延びる。規模は上端幅約６．８５ｍ、下端幅約０．６５ｍで、検出面
からの深さは１２０㎝ほどである。断面形は、上部が大きく開く逆台形を呈する。
堆積土は９層に細分され、上層（１～４層）の人為的埋土と、下層（４～９
層）の自然堆積土に大別される。
遺物は、上層から銭貨「寛永通宝」（第１０図－１）が１点出土している。

特徴・備考
法量

器種種別層位遺構名登録
番号番号

重径
（新）寛永通宝２．８２．４銭貨銅製品上層SD１N－１１

第１０図　第９次調査　出土遺物

1/1,600
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敷地範囲

建物範囲
調査区

隣地

隣地

第１１図　第１０次調査　調査区配置図



Ⅳ　沖野城跡第６～１１次発掘調査報告

４９

（１）溝跡
ＳＤ１溝跡
調査区西端部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約２．８０ｍで、さらに調査区外

へ延びる。一部の検出であることから、規模は不明である。検出面からの深さは３０㎝以上である。断面形は不明であ
るが、壁は比較的緩やかに立ち上がる。堆積土は５層を確認した。いずれも自然堆積土とみられ、上層にはガラス片
などを含む。
遺物は、土師器が出土している。

（２）ピット
調査区中央部に位置する。他の遺構との重複はない。平面形は円形を呈し、径２０㎝ほどである。深さ１５㎝である。

堆積土は単層で、黄褐色の粘土を含む黒褐色の粘土である。柱痕跡は確認されなかった。
遺物は出土していない。

９　第１１次調査
１）基本層序
Ⅰ層：しまりのない、比較的均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）などのシルトである。層相から３層に細分される。

1/80
0 2m

6.0m

盛土 Ⅰa
Ⅰb Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa
Ⅳb

Ⅴ

Ⅵ

カクラン

１

２ ３
４

５

P1

SD1

SD1

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位

畑地耕作土
炭化物を粒状に少量含む　ビニール片など混入するあまりなしあまりなし１０YR４/１灰黄褐色シルトⅠa
黒褐色（１０YR３/２）の粘土を小ブロック状に少量含むあまりなしあまりなし２．５Y４/３オリーブ褐色シルトⅠb
暗灰黄色（２．５Y４/２）の粘土質シルトを粒状に少量含むありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土Ⅱ
黒褐色（１０YR２/２）の粘土を粒状に少量含むあまりなしあまりなし２．５Y４/２暗灰黄色粘土質シルトⅢ
層下半に黄褐色（２．５Y５/３）の粘土をブロック状に多く含むありあり１０YR２/２黒褐色粘土Ⅳa
黄灰色（２．５Y４/１）の粘土を斑状に多く含むありあり１０YR２/１黒色粘土Ⅳb
黄褐色（２．５Y５/３）の粘土をラミナ状に含むありややあり２．５Y４/１黄灰色粘土Ⅴ
均質ありややあり２．５Y３/１黒褐色粘土Ⅵ

自然堆積

砂を均質に含むややありややあり２．５Y３/２黒褐色粘土質シルト１

SD
１

炭化物を粒状にごく少量含むありややあり２．５Y４/１黄灰色粘土２
黄灰色（２．５Y４/１）の粘土を粒状に少量含むありややあり１０YR４/１灰黄褐色粘土３
黄灰色（２．５Y４/１）の粘土を斑状に含むありややあり１０YR２/２黒褐色粘土４
均質あまりなしあまりなし２．５Y４/３オリーブ褐色シルト５
黄褐色（２．５Y５/３）の粘土を粒状に若干含むありややあり１０YR３/２黒褐色粘土P１

第１２図　第１０次調査　平面・断面図



５０

宅地化以前の畑地耕作土である。層厚は、１０～３０㎝で
ある。

Ⅱ層：暗褐色（１０ＹＲ３/４）の粘土質シルトで、黒褐色の粘
土を含む。層相から２層に細分される。ＳＤ１溝跡の
掘り込み面である。層厚は、２０～３０㎝である。

Ⅲ層：黒褐色（１０ＹＲ２/２）の粘土ブロックとにぶい黄褐色
（１０ＹＲ５/４）の粘土ブロックの混合層で、しまりが
あり、粘性が強い。Ａ区の南半部に分布する。層厚
は、１０～２０㎝である。

Ⅳ層：黒褐色（１０ＹＲ２/２、２/３）の粘土で、３層に細分
される。いずれもにぶい黄褐色の粘土を含み、Ⅳｂ層
は斑状に多く含む。しまりがあり、粘性が強い。層厚
は、２０㎝程度である。

Ⅴ層：灰オリーブ色（７．５Ｙ５/２）を呈するグライ化した均
質な粘土である。

２）発見遺構と出土遺物
Ａ区、Ｂ区いずれも調査区北部で、東西方向の堀跡１条を

検出した。位置や規模、堆積土の状況から、一連の遺構と考
えられる。遺物は基本層Ⅰ層から石製品（砥石）、銭貨「寛
永通宝」（写真図版１－１、２）がそれぞれ１点出土している。

ＳＤ１堀跡
調査区北部で検出した東西方向の堀跡である。検出総長は

約１５ｍで、さらに調査区外東西へ延びる。部分的な検出で、
規模は不明であるが、調査区壁面で確認した上端幅３．９０～４．９０ｍ以上、深さ１３０㎝以上である。底面は未検出であるが、
堀跡南壁は比較的緩やかに立ち上がる。堆積土は１３層を確認した。にぶい黄褐色の粘土主体層、黒褐色の粘土ブロッ
クと灰オリーブ色の粘土ブロックの混合土、灰オリーブ色の粘土を含む黒褐色や暗褐色の粘土質シルトおよび粘土な
どである。層相から、１～９層は人為的埋土、９～１３層は自然堆積土と考えられる。
遺物は出土していない。

１０　まとめ
第６次から第１１次までの６次にわたる本発掘調査の中で、沖野城に関連するとみられる遺構を確認したのは、第８、

９、１１次調査の計３地点である。いずれも沖野城の区画施設と推定される堀跡を検出した。
第８次調査区と第９次調査区は、遺跡の南西部に位置する。それぞれ南北方向の堀跡を１条検出した。このうち、

第８次調査で検出した堀跡は、上端幅６．８０ｍ以上の大規模なものである。第５次調査で検出した堀跡の延長線上にあ
たるが、今回の調査では、一連の遺構であるか確認することはできなかった。また、第９次調査で検出した堀跡は、
周辺の調査で確認された沖野城に伴うとされる堀跡と比較すると、やや小規模であるが、方向や堆積土の状況は類似
している。このことから、いずれの堀跡も沖野城に関連する堀跡と推定される。
第１１次調査区は、遺跡の北東部に位置する。２箇所の調査区で東西方向の堀跡を検出した。位置や規模、堆積土の

状況から一連のものと考えられる。この堀跡は、上端幅４．９０ｍ以上、深さ１３０㎝以上の規模から、沖野城に関連する区
画施設と考えられる。調査区の西側隣接地には、東西方向の土塁状の高まりが地表顕在遺構として確認できる。位置
関係をみると、堀跡の延長線上にあたり、方向も類似している。このことから、区画施設が土塁と堀で形成されてい
た可能性や、区画施設が堀から土塁へ移行したなどの変遷が推測されるが、今回の調査では、明らかにすることはで
きなかった。

敷地範囲

建物範囲

調査区 道路

隣地

隣地

隣地

1/800
0 20m

A区 Ｂ区

第１３図　第１１次調査　調査区配置図

写真図版１　第１１次調査　出土遺物

1 22

Ｓ≒1/3 Ｓ≒２/3

備考
法量（㎝/g）

器種種別出土
層位

登録
番号番号

厚（重）幅長（径）
砥面５面　石材：凝灰岩４．５５．２９．１砥石石製品ⅠK－１１
（古）寛永通宝　２．７－２．４銭貨銅製品ⅠN－１２
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位

畑地耕
作土

黒褐色（１０YR２/２）の粘土を粒～小ブロック状にごく少量含むあまりなしあまりなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠa
均質あまりなしあまりなし１０YR５/２灰黄褐色シルトⅠb
均質あまりなしあまりなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠc
黒褐色（１０YR２/２）の粘土を小ブロック状にやや多く含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトⅡa
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を粒状にやや多く含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトⅡb

ありあり１０YR２/２黒褐色粘土ブロックと１０YR５/４にぶい黄褐色粘土ブロックの混合層Ⅲ
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を小ブロック状に少量含むありあり１０YR２/２黒褐色粘土Ⅳa

ありあり１０YR２/３黒褐色粘土Ⅳb
ありあり１０YR２/１黒色粘土Ⅳc
ありあり７.５YR５/２灰オリーブ色粘土Ⅴ

人為的
埋土

基本層塊主体層ありあり１０YR５/３にぶい黄褐色粘土１

ＳＤ１

にぶい黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に多く含むありあり２.５Y３/３暗オリーブ褐色粘土２
にぶい黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に若干含むありあり２.５Y３/３暗オリーブ褐色粘土３
にぶい黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状に少量含む　比較的均質ありややあり１０YR４/１褐灰色粘土４
灰オリーブ色（７.５Y５/２）の粘土を粒状に若干含むありややあり２.５Y４/１黄灰色粘土５
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土をブロック状にやや多く含むありあり１０YR３/３暗褐色粘土６
黒褐色（１０YR２/２）の粘土を粒～小ブロック状にごく少量含むありややあり２.５Y４/３オリーブ褐色粘土７

ありあり１０YR２/２黒褐色粘土と７.５Y５/３灰オリーブ色粘土の混合土８
灰オリーブ色（７.５Y５/３）の粘土を粒状に少量含むありややあり２.５Y３/２黒褐色粘土９

自然堆
積土

黒褐色（１０YR２/２）の粘土とにぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を粒状に若干含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１０
にぶい黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状に少量含むありややあり２.５Y３/３暗オリーブ褐色粘土１１
にぶい黄褐色（１０YR５/４）の粘土を小ブロック状にやや多く含むややありややあり２.５Y３/２黒褐色粘土１２
にぶい黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含むありややあり２.５Y３/１黒褐色粘土１３

第１４図　第１１次調査　平面・断面図
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上記３条の堀跡からは、掘削および主な機能時期を明らかにする資料は得られなかった。一方、埋め戻しについて
は、すべての堀跡が基本層を主体、もしくは多く含む土で上部を人為的になされており、第５次調査で検出した堀跡
と状況が類似する。第８次調査区と第９次調査区では、人為的埋土から、大堀相馬碗と寛永通宝が出土している。こ
のことから、遺跡南西部で検出した堀跡の埋め戻しは、沖野城廃絶後の近世以降に下る可能性が考えられる。
一方、沖野城跡西部に位置する第６、７、１０次調査では、比較的小規模な東西および南北方向の溝跡を検出した。南

北方向の溝跡は、位置や規模、堆積土の状況から、一連の溝跡と考えられる。沖野城の地割りを踏襲した溝跡と判断
されるが、遺物が出土していないことから、掘削の時期については不明である。

＜参考文献＞
仙台市教育委員会（１９８６）：『年報７　昭和６０年度』「沖野城跡」仙台市文化財調査報告書第９４集
仙台市教育委員会（２００９）：『山口遺跡他』「沖野城跡第４次調査報告書」仙台市文化財調査報告書第３４５集
仙台市教育委員会（２０１０）：『上野遺跡他』「沖野城跡第５次調査報告」仙台市文化財調査報告書第３７２集

写真図版２

１　第６次調査　調査区全景（東から）

２　第７次調査　ＳＤ１溝跡（南東から）
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３　第７次調査　ＳＤ２溝跡（北東から）

４　第８次調査　調査区全景（西から）

５　第９次調査　ＳＤ１堀跡（北西から）

写真図版３
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６　第１０次調査　ＳＤ１溝跡（南東から）

７　第１１次調査　A区東壁断面（南西から）

８　第１１次調査　B区東壁断面（南西から）

写真図版４
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Ⅴ　南小泉遺跡第６５～６６次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 南小泉遺跡（宮城県遺跡番号登録０１０２１）
 調 査 地 点 第６５次：仙台市若林区南小泉４丁目５８番９、６１番３

    　　　　　　（平成２３年６月１５日届出、Ｈ２３教生文第１０６－５９号回答）
  第６６次：仙台市若林区南小泉２丁目４０－４３、４０－１０４

    　　　　　　（平成２３年７月５日届出、Ｈ２３教生文第１０６－８２号回答）
 調 査 期 間 第６５次：平成２３年９月２６日～２９日　　　第６６次：平成２３年８月１日～５日
 調 査 面 積 第６５次：３０㎡（８６．９５㎡）　　　　　　　第６６次：１６．０㎡（５１．３９㎡）（調査対象面積）　
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 第６５次：専門員　結城慎一　　文化財教諭　吉野　信　佐藤洋平　
  第６６次：専門員　結城慎一　　主事　小泉博明　　文化財教諭　吉野信　石山智之 

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文

化財保護法第９３条に基づき実施した。確認調査を実施したところ、各調査区で遺構が検出されたため、引き続き本発
掘調査を実施した。調査区はいずれの調査も住宅建築範囲内に設定した。
適宜、平面・断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

第１図　調査区の位置

第 66 次調査区

第 65 次調査区
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３　遺跡の位置と環境
南小泉遺跡は、仙台市の東部、ＪＲ仙台駅から東南へ約３．５㎞の地点に位置する。広瀬川と名取川の合流地点から北

へ約３㎞の場所にあり、その自然堤防上に立地する。標高は遺跡西側で約１３ｍ、東側で約７．５ｍと、西高東低の地形と
なっている。（４２頁第１図参照）
本遺跡は、東西約２㎞、南北約１㎞の範囲におよび、市内でも最大級の規模を持つ。遺跡内部には遠見塚古墳を含

み、周辺には、若林城跡、養種園遺跡、法領塚古墳、猫塚古墳、蛇塚古墳などが分布する。
発掘調査は、これまで６４次にわたり行われ、縄文時代から近世にかけての複合遺跡として理解されている。特に、

周辺の古墳との関連性から古墳時代の集落として、本遺跡約１㎞北西の陸奥国分寺、国分尼寺との関連性から古代に
おける集落として、本遺跡は重要といえる。

８/４）のシルトである。調査区西半部で確認した。Ⅲｃ層は、しまり、粘性ともにない、灰褐色（７．５ＹＲ６
/２）の砂質シルトである。調査区東部で確認した。Ⅲａ層上面が遺構掘り込み面である。

２）発見遺構と出土遺物
Ⅲ層上面で、土坑３基が検出された。遺物は、遺構検出面や遺構堆積土などから土師器、須恵器、陶器、石製品が

出土している。

（１）土坑
ＳＫ１土坑
調査区東部に位置する。ＳＫ２土坑と重複し、これよりも新しい。一部の検出に留まることから平面形は不明であ

るが、規模は東西１．２０ｍ、南北０．９０ｍ以上で、長軸は南北方向を示す。深さは、調査区北壁断面で約８０㎝である。断
面形はＵ字形を呈する。堆積土は５層に細分され、黄褐色のシルトを含む黒褐色や灰黄褐色などのシルトで、いずれ
も自然堆積土である。また、南側に深さ約２０㎝、東西約８０㎝×南北約２００㎝の隅丸長方形の平面形を呈する部分が付属
する。堆積土からＳＫ１土坑と同一の遺構と考えられる。
遺物は、土師器甕、須恵器坏（第４図－２）が出土している。

ＳＫ２土坑　
調査区東に位置する。ＳＫ１土坑、ＳＫ３土坑と重複する。ＳＫ１土坑よりも古く、ＳＫ３土坑よりも新しい。一

部の検出に留まることから平面形は不明であるが、規模は東西約１．３０ｍ、南北１．００ｍ以上の楕円形を基調とするもの
と考えられる。深さは、調査区北壁断面で約８０㎝である。断面形は逆台形を呈する。堆積土は１０層に細分され、黄褐
色などのシルトを含む灰黄褐色などのシルト、砂質シルトなどで、いずれも自然堆積土である。
遺物は、在地産壺（第４図－３）、茶臼（第４図－１）が出土している

第２図　第６５次　調査区配置図

敷地範囲 建物範囲
調査区

道路

隣地

隣地隣地

1/400
0 10m

４　第６５次調査
１）基本層序
Ⅰ層：均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）のシルトで、旧畑地耕

作土である。層厚は、２０～３０㎝である。
Ⅱ層：均質な灰黄褐色（１０ＹＲ５/２）のシルトで、旧畑地耕作土

である。層厚は、２０㎝程度である。
Ⅲ層：層相から３層に細分される。Ⅲａ層は、橙色（７．５ＹＲ６/

６）のシルトで、灰黄褐色シルトをブロック状に含む。調
査区中央で確認した。Ⅲｂ層は、均質な浅黄橙色（７．５ＹＲ
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ＳＫ３土坑
調査区東端に位置する。ＳＫ２土坑と重複し、これよりも古い。一部の検出に留まることから平面形は不明である

が、規模は、東西１．５０ｍ以上、南北１．１０ｍ以上の楕円形を基調とするものと考えられる。断面形は不明であるが、逆
台形状を呈するものと推察され、東壁断面で深さは約８０㎝である。堆積土は５層に細別され、にぶい黄橙色や黒色な
どの砂質シルトやシルト、粘土質シルトである。
遺物は、土師器、土師器坏・高坏（第４図－６）・甕、瀬戸美濃産灰釉陶器碗（第４図－５）、常滑産とみられる壺

（第４図－４）、在地産鉢（写真図版３－５）・壺（写真図版３－４）が出土している。
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混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
均質　　畑地耕作土なしなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠ
均質　　畑地耕作土なしなし１０YR５/２灰黄褐色シルトⅡ
灰黄褐色のシルトをブロック状に含むありややあり７．５YR６/６橙色シルトⅢa
均質　酸化鉄混入あまりなしなし７．５YR８/４浅黄橙色シルトⅢb
上面にやや粘性ありなしなし７．５YR６/２灰褐色砂質シルトⅢc
黄褐色のシルトを粒状に含むなしなし１０YR４/２灰黄褐色シルト１

SK１
黄褐色のシルトを若干含むなしなし１０YR３/２黒褐色シルト２

なしなし１０YR４/２灰黄褐色シルト３
酸化鉄粒を若干含むありあり１０YR６/１褐灰色粘土質シルト４
浅黄橙色のシルトをブロック状に含むなしなし１０YR５/１褐灰色シルト５
黄褐色のシルトをブロック状に含む　炭化物を粒状に若干含むなしなし１０YR６/４にぶい黄褐色シルト１

SK２

黄褐色のシルトをブロック状に含むなしなし１０YR５/４にぶい黄褐色シルト２
浅黄橙色のシルトをブロック状に含むなしなし１０YR４/２灰黄褐色シルト３

なしなし１０YR６/３にぶい黄橙色砂質シルト４
なしなし１０YR５/１褐灰色シルト５

やや酸化鉄を含むありあり１０YR５/２灰黄褐色砂質シルト６
酸化鉄を若干含むありあり１０YR６/２灰黄褐色粘土質シルト７
酸化鉄を若干含むなしなし１０YR６/２灰黄褐色シルト質砂８
酸化鉄を若干含むややありややあり１０YR５/２灰黄褐色シルト９

なしなし１０YR８/３浅黄橙色シルト質砂１０
酸化鉄、炭化物を粒状に若干、含むなしなし１０YR７/２にぶい黄橙色砂質シルト１

SK３
黒色の粘土質シルトを帯状に、酸化鉄粒を若干、含むなしなし１０YR７/２にぶい黄橙色砂質シルト２
にぶい黄橙色のシルトを縞状に、炭化物を粒状に、含むややありあり１０YR４/１褐灰色粘土質シルト３
炭化物を多く、黄褐色のシルトをブロック状に、含むなしなし１０YR１．７/１黒色シルト４
酸化鉄粒を若干含むややありあり１０YR５/２灰黄褐色粘土質シルト５

第３図　第６５次調査　平面・断面図
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写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別遺構名登録番号図中番号

器高（厚）底径（幅）口径（長）

３－１下臼　　　石材：安山岩９．１（３０．６）臼面径
（２０．０）茶臼石製品SK２K－１１

－外面：ロクロナデ　　底部ヘラ切り　　　　　　内面：ロクロナデ（２．２）（６．４）－坏須恵器SK１E－２２
３－２在地（白石窯）　沈線１条　－－－壺か陶器SK２I－１３
３－３常滑か　沈線１条　１３Ｃか－－－壺陶器SK３I－３４
３－４在地－－－壺陶器SK３I－５－
３－５在地　内面被熱・煤状付着物　１３ｃ前半～１４ｃ後半－－－鉢陶器SK３I－４－
－瀬戸美濃　灰釉　１６ｃ（２．５）５．９－碗施釉陶器SK３I－２５

３－６外面：摩滅　　　　　　　　　　　　　　　　　内面：ヘラケズリ－－－高坏土師器SK３C－１６
３－７外面：平行タタキ　　　　　　　　　　　　　　内面：無文オサエ－－－甕須恵器SK３E－３７
３－８外面：平行タタキ　　　　　　　　　　　　　　内面：同心円状オサエ－－－甕須恵器Ⅲ層上面E－１８

第４図　第６５次調査　出土遺物
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（２）出土遺物
遺物は、土師器、須恵器、陶器、石製品が出土している。ほとんどが遺構の廃絶後の流入もしくは遺棄・廃棄され

たものとみられる。
土器類は、小破片が主体で、全体の形状を把握できるものはない。
陶器には、瀬戸美濃産灰釉碗、常滑産甕、在地産鉢・壺がある。このうち、ＳＫ３土坑出土の瀬戸美濃産灰釉碗

（第４図－５）は１６世紀代、在地産鉢（写真図版３―５）は１３世紀前半から１４世紀前半の年代が与えられる。
石製品には茶臼の下臼がある。安山岩製で、受け皿端部を欠損する。
今回の調査では、遺物の出土量が乏しく破片資料が主体ではあるが、茶臼のような嗜好的な遺物の存在は留意して

おきたい。

耕作土である。ＳＩ１竪穴住居跡、ＳＤ２溝跡を覆う。層厚は１０㎝程度である。
Ⅳ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の砂質シルトである。今回の調査における遺構検出面である。

２）発見遺構と出土遺物
竪穴住居跡１軒、溝跡１条を検出した。遺物は基本層、遺構堆積土から土師器、須恵器、金属製品が出土している。

（１）竪穴住居跡
ＳＩ１竪穴住居跡
調査区西半部に位置する。ＳＤ２溝跡と重複し、これよりも古い。一部の検出に留まることから、平面形は不明で

ある。規模は東西７．３ｍ以上、南北１．７ｍ以上である。床面からⅣ層上面までの壁高は、調査区南壁断面で２４㎝ほどで
ある。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。掘方埋土を床面としている。
住居内堆積土は６層に細分され、焼土、炭化物を含む暗褐色の粘土質シルトなどで、いずれも自然堆積土である。
柱穴、カマド、周溝などは検出されなかったが、床面で４基の土坑を検出した。いずれも堆積土に焼土や炭化物を

含む。なお、床面上から建築部材と木製鋤（第８図－１）が炭化した状態で出土したことから、焼失住居と考えられ
る。
遺物は、検出面から土師器甕、須恵器瓶類（写真図版３－１１）、堆積土から土師器坏・甕（第８図－２、３）、不明
金属製品、床面直上から土師器甕が出土している。また、ＳＫ１土坑堆積土から土師器坏、ＳＫ３土坑堆積土から土
師器甕、住居掘方埋土からは土師器甕がそれぞれ出土している。

５　第６６次調査
１）基本層序
Ⅰ層：砂を含む黒褐色（１０ＹＲ３/４）のシルトで、調査区東半部に分布する

宅地化前の畑地耕作土である。層厚は最大で１０㎝程度である。
Ⅱ層：褐色（１０ＹＲ４/６）のシルトで、調査区東半部に分布する比較的均質

な宅地化前の畑地耕作土である。層厚は１０㎝程度である。
Ⅲ層：褐色（１０ＹＲ４/４）の均質なシルトで、調査区東半部に分布する畑地 第５図　第６６次　調査区配置図
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第６図　遺構配置図
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備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
耕作土砂粒を含むややありややあり１０YR３/４黒褐色知るとⅠ
耕作土炭化物を少量含む　比較的均質ややありあり１０YR４/６褐色シルトⅡ

均質ややありあり１０YR４/４褐色シルトⅢ
均質なしややあり１０YR５/４にぶい黄褐色砂質シルトⅣ

住居内堆積土

炭化物を粒状に少量含む　灰黄褐色（１０YR５/２）のシルトを小ブロック状に若干含むややありややあり１０YR４/２灰黄褐色シルト１

SI１

炭化物をブロック状に若干含む　暗褐色（１０YR３/４）の粘土をブロック状に含むありややあり１０YR４/６褐色粘土質シルト２
炭化物と焼土を小ブロック状に含むややありあまりなし１０YR２/２黒褐色粘土質シルト３
炭化物をブロック状に若干含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土４
炭化物、粘土を含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト５
炭化物をブロック状に多く含み、焼土粒を若干含むありあり１０YR３/４暗褐色粘土６

掘方埋土灰黄褐色（１０YR５/２）のシルトをブロック状に含むややありあり１０YR５/４にぶい黄褐色シルト７
炭化物を粒状に、にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂質シルトをブロック状に少量含むややありあまりなし１０YR４/２灰黄褐色粘土質シルトSK１
焼土粒を多く含み、にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂質シルトを粒状にやや多く含むややありあまりなし７．５Y３/２暗赤褐色粘土SK２
暗褐色（１０YR３/３）の粘土をブロック状に含むややありあまりなし５YR４/４にぶい赤褐色粘土質シルトSK３－1
暗褐色（１０YR３/４）の粘土をブロック状に含むありややあり７．５YR３/４暗褐色粘土質シルトSK３－2
１層（５YR４/４にぶい赤褐色粘土質シルト）土を含むややありあまりなし１０YR４/６褐色粘土質シルトSK３－3
炭化物を粒状にごく少量含むあまりなしややあり１０YR５/３にぶい黄褐色砂質シルトSK４－1
焼土小ブロック、にぶい黄褐色（１０YR５/４）の砂質シルトをブロック状に含むややありあまりなし７．５Y３/２暗赤褐色粘土SK４－2
炭化物を粒状にごく少量含むあまりなしあまりなし１０YR５/３にぶい黄褐色砂質シルトSK４－3
炭化物を粒状にごく少量含む　比較的均一ややありややあり１０YR４/１褐灰色シルトSD２

第７図　ＳＩ１竪穴住居跡　平面・断面図

床面上建築部材検出状況 床面検出状況
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（２）溝跡
ＳＤ２溝跡
調査区西半部に位置する南北方向の溝跡である。ＳＩ１竪穴住居跡と重複し、これよりも新しい。検出長は約２．００

ｍで、さらに調査区外南北へ延びる。一部の検出に留まることから、規模は不明であるが、調査区南壁の観察から上
端幅１．５０ｍほどとみられ、下端幅は０．５０ｍ以上である。深さ約６０㎝である。断面形は逆台形を呈するものとみられる。
堆積土は炭化物を含む比較的均質な褐灰色のシルトである。
遺物は土師器坏・甕、須恵器坏、不明金属製品が出土している。

（３）出土遺物
ＳＩ１竪穴住居跡の出土遺物には、土師器坏・甕、須恵器瓶類、木製品がある。
土器類の主体は土師器が占め、製作にロクロは用いられていない。そのうち、土師器甕２点を図示した。いずれも

長胴を呈し、胴部の最大径が上半部にあたるとみられる。器形には、頸部に軽い段がつくもの（第８図－２）とつか
ないもの（第８図－３）がある。外面調整はいずれも縦もしくは斜め方向のヘラケズリで、内面調整はヘラナデを基
調とする。これらの特徴から、７世紀後葉から８世紀代の年代が考えられる。このことから、ＳＩ１竪穴住居跡は、
この時期の範疇に収まるとみられる。
木製品には、鋤がある。柄と鋤身を一体に作った一木鋤で、平鋤である。柄は欠損している。全体的に炭化し、鋤

先に刃先装着の加工や痕跡を確認することはできない。
遺構外出土の遺物には、基本層Ⅲ層出土の土師器坏・甕、須恵器甕がある。

0 10cm
S=1/3は炭化 １

２

３

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別出土

層位遺構名登録
番号

図中
番号 器高（厚）底径（幅）口径（長）

－一木鋤　炭化－１３．８（３３．２）鋤木製品床面SI１－１
３－９外面：口縁部ヨコナデ　　体部ケズリ　　内面：口縁部ヨコナデ　体部ヘラナデ（１２．６）－（１６．４）甕土師器３SI１C－１２
３－１０外面：口縁部ヨコナデ　　体部ケズリ　　内面：口縁部ヨコナデ　体部ヘラナデ（１１．８）－（１８．１）甕土師器１SI１C－２３
３－１１外面：体部回転ヘラケズリ　　　　　　　内面：体部ロクロナデ－－－瓶類須恵器検出面SI１E－１－

第８図　第６６次調査　出土遺物
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６　まとめ
第６５次調査地点は、南小泉遺跡の中央部に位置する。土坑３基を検出した。ほぼ同じ場所で掘り直されていること

から、使用目的は不明ながら、同じ性格を有する土坑と考えられる。また、遺構の年代は、出土遺物が断片的ではあ
るが、概ね中世もしくはそれ以降と推定される。
第６６次調査地点は、南小泉遺跡の北西部に位置する。竪穴住居跡１軒、溝跡１条を検出した。
ＳＩ１竪穴住居跡は、調査区の制約から全体を把握することはできなかったが、床面を炭化材が覆うことから焼失

住居と考えられる。出土土器は、前述した特徴から７世紀後葉から８世紀の年代が考えられる。本竪穴住居跡も概ね
この時期とみられる。
ＳＤ２溝跡は、調査区の制約から規模などを把握することができず、出土遺物も断片的な破片資料であることから、

時期や性格について、明らかにすることはできない。

写真図版１

１　第６５次調査　完掘全景（西から）

２　第６６次調査　SI１検出状況（東から）
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３　SI１炭化材検出状況（東から）

４　SI１床面遺構検出状況（東から）

５　SI１南壁断面（東北から）

写真図版２
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写真図版３
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第６５次調査　出土遺物

第６６次調査　出土遺物
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Ⅵ　小鶴城跡第６～７次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 小鶴城跡（宮城県遺跡登録番号０１１９４）
 調 査 地 点 第６次：仙台市宮城野区新田３丁目１９４－３，１０２－２，１００－２の各一部

    　　　　　　（平成２３年５月１０日届出、Ｈ２３教生文第１０６－２０号回答）
  第７次：仙台市宮城野区新田３丁目３７－１４

    　　　　　　（平成２３年８月２日届出、Ｈ２３教生文第１０６－１１９号回答）
 調 査 期 間 第６次：平成２３年６月２９日　　　　　第７次：平成２３年８月２９日
 調 査 面 積 第６次：２７㎡（１０５．２１㎡）　第７次：２２．２㎡（７６．１８㎡）（調査対象面積）
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 第６次：主事　廣瀬真理子　文化財教諭　佐藤洋平
  第７次：主事　廣瀬真理子　文化財教諭　吉野　信　佐藤洋平

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文

化財保護法第９３条に基づき実施した。確認調査を実施したところ、各調査区で遺構が検出されたため、引き続き本発
掘調査を実施した。調査区はいずれの調査も住宅建築範囲内に設定した。
適宜、平面・断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。
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0 1,000m500

時代立地種別遺跡名№時代立地種別遺跡名№
古代丘陵斜面窯跡安養寺配水場前窯跡１２中世丘陵城館跡小鶴城跡１
奈良丘陵斜面窯跡小田原前田窯跡１３平安自然堤防散布地小鶴遺跡２
古代丘陵斜面窯跡神明社窯跡１４古墳丘陵斜面横穴墓善応寺東横穴墓群３
古代丘陵散布地神明社裏遺跡１５古墳丘陵斜面横穴墓善応寺横穴墓群４
古代丘陵斜面窯跡神明社東南麓南瓦窯跡１６古墳・奈良丘陵斜面窯跡燕沢公園窯跡５
古代丘陵斜面窯跡枡江遺跡１７古墳・奈良丘陵斜面窯跡大蓮寺窯跡６
平安丘陵斜面窯跡二の森窯跡１８古代丘陵斜面窯跡土手前瓦窯跡７
平安丘陵斜面散布地二の森遺跡１９古代丘陵斜面窯跡安養寺下瓦窯跡８
古代・近世丘陵斜面窯跡与兵衛沼窯跡２０平安丘陵斜面窯跡安養寺下囲瓦窯跡９
奈良丘陵斜面窯跡庚申前窯跡２１古代丘陵斜面窯跡安養寺中囲瓦窯跡１０

平安丘陵斜面窯跡安養寺囲瓦窯跡１１

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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第２図　調査地点の位置と既調査区位置図
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第３図　第６次調査　調査区配置図

３　遺跡の位置と環境
小鶴城跡は、仙台市の東部、ＪＲ仙台駅の北東約４．３㎞の地点に位置する。七北田川によって形成された後背湿地と、

そこに突き出た舌状丘陵に立地する。現況における標高は、「殿上山」と呼ばれる丘陵頂部で約１６ｍを測り、丘陵裾部
は、遺跡西側で約８ｍ、東側で約６ｍとなっている。
本遺跡では、これまで５次の発掘調査が行われている。第１次調査では、丘陵西側に確認できる地表顕在遺構のさ

らに外側で大規模な溝跡が２条検出し、堀跡が３重にめぐる可能性が指摘されている。また、第２、３次調査では丘
陵北側で、第４、５次調査では丘陵南側でそれぞれ堀跡が検出され、舌状丘陵を巡る配置で堀跡が確認されている。
また、城館跡主体部とみられる丘陵上でも発掘調査が行われ（第４次）、３回の整地事業と掘立柱建物跡群が検出され
ている。

４　第６次調査
１）基本層序
Ⅰ層： 灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土である。均質で、全体的にグ

ライ化する。しまり、粘性ともに強い。 

２）発見遺構と出土遺物
盛土直下で堀跡を１条検出した。遺物は出土していない。

（１）ＳＤ１堀跡
盛土直下で検出された、南北方向の堀跡である。東上端は調査区外

で、西上端のみを検出した。検出長は２．２ｍである。規模は、上幅約６．７
ｍ以上、下端幅は不明である。深さは、南壁断面によると１ｍ以上であ
る。断面形は不明であるが、壁はやや急に立ち上がる。
堀跡上端に平行するように、Ⅰ層を掘り残した障壁１条を検出した。

検出した上端幅は約３４～５０㎝で、高さは２２㎝以上である。
堀跡の堆積土は１１層に細分され、いずれも自然堆積土である。
遺物は出土していない。

５　第７次調査
１）基本層序
Ⅰ層：層相から２層に細分される。Ⅰａ層は、灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）

の砂質シルトで、黒褐色（１０ＹＲ３/２）の粘土ブロックを含む。
Ⅰｂ層は、暗灰黄色（２．５Ｙ４/２）の砂質シルトで、黒褐色（１０
ＹＲ３/２）の粘土ブロックを含む。厚さ約５０㎝である。

Ⅱ層：黒褐色（２．５Ｙ３/２）の砂である。層厚は２０㎝以上で、遺構検出
面である。

２）発見遺構と出土遺物
　基本層Ⅱ層上面で、溝跡１条を発見した。遺物は出土していない。

（１）ＳＤ１溝跡
基本層Ⅱ層上面で検出された、東西方向の溝跡である。南側上端は調査区外で、北側上端のみを検出した。検出長

は１．４ｍである。規模は、上端幅約４．９５ｍ以上である。現地表面から検出面まで深く、安全管理の面から遺構の掘り込
みをしていないため、下端幅、深さ、断面形等については不明である。

1/400
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敷地範囲

建物範囲
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道路

隣地

隣地

隣地

第４図　第７次調査　調査区配置図
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遺物は出土していない。

６　まとめ
第６次調査地点は、小鶴城跡の東端部に位置し、丘陵東側にあたる。南北方向の堀跡を１条検出した。これまで検

出された小鶴城に関わる堀跡は、上端幅７．３ｍ、深さ２．２ｍ程度の規模を持ち（第４次調査Ｂ区）、丘陵に沿って配置さ
れている。今回の堀跡は、位置や規模などから小鶴城に関わる堀跡の可能性が高い。
この堀跡は、底面に障壁１条を伴う。小鶴城跡では、障子堀はこれまで確認されたことは無いが、類例は、北目城

跡や沖野城跡などがある。特に、北目城跡第１次調査では出土遺物から、築造年代を１６世紀後半から１７世紀初頭に位
置づけている（仙台市史編さん委員会２００６）。小鶴城での堀掘削年代についても同様の年代を与えられるのかについて
は、今後の課題としたい。
第７次調査地点は、小鶴城跡の南端部に位置する。この調査では、溝跡１条を検出した。検出位置や規模、方向な

第５図　第６次調査　平面・断面図

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
均質　全体的にグライ化するありあり７．５Y５/２灰オリーブ色粘土Ⅰ
細砂を均質に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SD１

均質な粘土層ありあまりなし２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土２
灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土を粒状にごく少量含み、黄灰色（２．５Y５/１）の粘土を粒状にごく少量含むありあまりなし５Y３/２オリーブ黒色粘土３
炭化物を粒状にごく少量含むありあまりなし２．５Y３/２黒褐色粘土４
砂を多く含み、灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土をブロック状にやや多く含むありあまりなし５Y４/２灰オリーブ色粘土５
砂を含み、黄灰色（２．５Y５/１）の粘土を粒状に少量含むありなし２．５Y３/１黒褐色粘土６
砂を少量含むありなし２．５Y３/１黒褐色粘土７
灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土を粒状、小ブロック状に若干含むありなし５Y３/１オリーブ黒色粘土８
砂を多く含むありややあり１０YR３/３暗褐色粘土９
砂を含み、灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土を粒状、小ブロック状に少量含むありあまりなし２．５Y４/１黄灰色粘土１０
灰オリーブ色（７．５Y５/２）の粘土を粒状、小ブロック状に少量含むありなし５Y３/１オリーブ黒色粘土１１

0 2m
1/60

5.0m

盛土

SD1

SD1

１

２

３

４ ５
６

７８

９

10 11

Ａ Ａ’

Ａ

Ａ’

Ⅰ



Ⅵ　小鶴城跡第６～７次発掘調査報告

６９

どから、第４次調査で検出された溝跡と同一の溝跡であると考えられる。第４次調査では、盛土直下で検出しており、
掘り込み面が不明であること、また、遺物の出土がなく遺構の年代を明らかにすることができなかったこと、などか
ら、小鶴城に関わる遺構であるかについては断定できなかった。今回の調査でも、遺構の掘り込みを行っていないた
め、遺構の年代や小鶴城との関連性などは不明であり、今後の課題である。

＜参考文献＞
仙台市史編さん委員会（２００６）：「北目城跡」『仙台市史　特別編７　城館』

盛土

Ⅰa
Ⅰb1

2 Ⅱ

6.2m
A A’

A

A’

0 2m
1/60

第６図　第７次調査　平面・断面図

備考混入物等粘性しまり土色・土質層位
旧表土か黒褐色（１０YR３/２）の粘土をブロック状に含むあまりなしなし１０YR４/２灰黄褐色砂質シルトⅠa
旧表土か黒褐色（１０YR３/２）の粘土をブロック状に含むあまりなしなし２．５Y４/２暗灰黄色砂質シルトⅠb
遺構検出面黒色（２．５Y２/１）の粘土をブロック状に若干含むなしなし２．５Y３/２黒褐色砂Ⅱ

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
黄褐色（１０YR５/６）の粘土をブロック状に、植物遺存体を含むありあり１０YR３/２黒褐色粘土１

SD１
黄褐色（１０YR５/６）の粘土をブロック状に含むありあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト２
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写真図版１

１　第６次調査　全景（北東から）

1/200
0 5m

X=－191,330

X=－191,340

Y=8,690Y=8,680 Y=8,700

※仙台市文化財調査報告書第 393 集を元に、今回の調査区を隣地境界線等を基準に合成

第７次調査区

第４次調査Ｃ区

第７図　第４次調査Ｃ区と今回調査区
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２　第６次調査　堀跡断面（北西から）

３　第７次調査　遺構検出状況（北東から）

４　第７次調査　ＳＤ１溝跡断面（北東から）

写真図版２
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Ⅶ　今泉遺跡第９次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 今泉遺跡（宮城県遺跡登録番号０１２３５）
 調 査 地 点 仙台市若林区今泉２丁目５０－３、５０－４、５０－５
 調 査 期 間 平成２３年２月２１日～２２日
 調査対象面積 １１６．３４㎡
 調 査 面 積 ３０㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 主事　猪狩俊哉　　文化財教諭　鈴木健弘

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、平成２２年１２月２７日付で、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出
について」に対して、文化財保護法第９３条（Ｈ２２教生文第１１４－２４５号で回答）に基づき実施した。調査は平成２３年２
月２１日に着手し、遺構が検出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。住宅建築範囲内に、南北３ｍ×東西１０ｍ
の調査区を設定した。重機により表土およびⅠ～Ⅳ層を除去後、Ⅴ層上面において遺構検出作業を行い、溝跡３条、
性格不明遺構１基を検出した。
適宜、平面・断面図（Ｓ＝１/２０、１/４０）を作成し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

３　遺跡の位置と環境
今泉遺跡は、仙台市の南東部、JR仙台駅から南東約6．5㎞の若林区今泉に所在する。地理的には、遺跡の南側を名取
川が東流し、その沖積作用によって形成された標高約２～４mの自然堤防上に立地する。
文献等から「須田玄蕃」が居住した中世の城館として古くから知られていたが、第１～４次調査の成果から、縄文
時代後期から江戸時代にかけての複合遺跡であることが判明している。
これまで、８次にわたる調査が実施されており、近世については大きく２時期の変遷が確認されている。１時期目
は、16世紀末頃から17世紀前半頃である。掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、溝跡などが発見されている。出土遺物は美
濃焼きを主体としている。2時期目は17世紀後半から19世紀頃で、掘立柱建物跡、素掘りや石積みの井戸跡、土坑など
が発見されている。出土遺物は、陶磁器の供給地が大堀相馬などとなり、種類も茶臼や漆器等の出土量が減少し、茶
器はなくなる。近世の今泉遺跡は、武士から農民の居住地へと変化し、陶磁器の流通などにも変化があったと考えら

時代立地種別遺跡名番号
縄文～近世自然堤防集落跡、城館跡、包含地今泉遺跡１
古墳～古代自然堤防散布地河原越遺跡２
古墳～古代自然堤防散布地上屋敷遺跡３
古墳河川敷散布地日辺遺跡４
中世自然堤防城館跡日辺館跡５
古代自然堤防散布地高田A遺跡６
縄文～近世自然堤防、後背湿地集落跡、建物跡、水田跡、河川跡高田B遺跡７
弥生、古墳、平安浜堤集落跡、方形周溝墓、水田跡藤田新田遺跡８
古墳～古代浜堤散布地屋敷東遺跡９

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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推定される外堀

第1次調査

第２次調査

第 5次調査

第 4次調査
第 3次調査

第 7次調査

1/2,500
0 100m50

第 8次調査

今回調査区

第 6次調査

第２図　既調査区の位置と今回の調査区

れている。

４　基本層序　
Ⅰ層：層相から２層に細分される。Ⅰａ層は褐色（７．５Ｙ

Ｒ４/３）のシルトで、層厚は１０～１８㎝程度である。
Ⅰｂ層は褐色（７．５ＹＲ４/４）のシルトで、いずれ
も旧耕作土である。層厚は１０～２２㎝程度である。

Ⅱ層：褐色（７．５ＹＲ４/３）の粘土質シルトで、自然堤
防を形成する水成堆積層である。層厚は２０～３０㎝
程度である。溝跡２条の検出面である。

Ⅲ層：黒褐色（７．５ＹＲ３/２）の砂質シルトである。層
厚は８㎝程度である。溝跡１条、性格不明遺構１
基の検出面である。

Ⅳ層：明黄褐色（１０ＹＲ６/８）のシルト質粘土で、自然堤防を形成する水成堆積層である。層厚は３０㎝程度である。
Ⅴ層：灰黄色（２．５Ｙ６/２）のシルト質粘土で、自然堤防を形成する水成堆積層である。
Ⅵ層：橙色（７．５ＹＲ６/６）の砂と灰褐色（７．５ＹＲ６/２）のシルトの互層で、自然堤防を形成する水成堆積層である。

５　発見遺構と出土遺物
今回の調査で検出した遺構には、溝跡3条、性格不明遺構1基がある。いずれもⅣ層上面で検出したが、調査区北壁
断面の観察により、各遺構の掘り込み面がⅡ層上面とⅢ層上面であることを確認している。
遺物は、遺構堆積土から、弥生土器、土師器、陶器が出土している。

敷地範囲

建物範囲

調査区

隣地

隣地

隣地

隣地

道路

1/400
0 10m

第３図　調査区配置図
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ＳＤ１

ＳＤ２

ＳＤ２
ＳＤ１

0 2m
1/60

第４図　Ⅱ層上面平面図

１）Ⅱ層上面検出遺構
Ⅱ層上面では、溝跡２条を検出している。

（１）溝跡
ＳＤ１溝跡
調査区中央部で検出した、南北方向の溝跡である。ＳＤ２溝跡と重複
し、これよりも新しい。検出長は約２．９ｍである。規模は、上端幅約２．０
ｍ、下端幅約０．９ｍで、深さ約９０㎝である。断面形は上部が開くＵ字状を
呈する。堆積土は８層に細分される。１～５層は、灰黄褐色や褐色の粘
土質シルト、シルト質粘土で、自然堆積土である。６～８層は、灰オ
リーブ色や灰黄褐色の砂質シルト、砂である。これらはラミナ状に堆積
することから機能時の堆積土と考えられる。
遺物は、６層から土師器、美濃産陶器皿（第５図－１）が出土してい
る。美濃産陶器皿は、特徴から１７世紀中頃の年代が考えられる。

0 10cm
S=1/3

1

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別登録

番号
図中
番号 底径口径器高

１－１瀬戸美濃
見込み：蛇の目釉はぎ（７．４）１３．６（２．５）皿陶器I－１１

第５図　SD１溝跡出土遺物
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Ⅱ
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備考混入物等粘性しまり土色・土質層位・遺構

旧耕作土
一部グライ化する弱ややあり７．５YR４/３褐色シルトⅠa
炭化物を粒状に含むややありあり７．５YR４/４褐色シルトⅠb

ありあり７．５YR４/３褐色粘土質シルトⅡ
底面に凹凸ありややありあり７．５YR３/２黒褐色砂質シルトⅢ
マンガンを粒状に含むありあり１０YR６/８明黄褐色シルト質粘土Ⅳ

ややありややあり２．５Y６/２灰黄色シルト質粘土Ⅴ
橙色（７．５YR６/６）砂と灰褐色（７．５YR６/２）シルトの互層状堆積Ⅵ

ややありあり７．５YR４/３褐色粘土質シルト１

SD１

　ややありあり７．５YR４/３褐色シルト質粘土２
ありあり７．５YR５/２灰褐色シルト質粘土３

　ややありあり１０YR４/２灰黄褐色粘土質シルト４
明黄褐色（１０YR６/８）のシルトをブロック状に含むありあり１０YR４/２灰黄褐色シルト質粘土５

機能時堆積
灰黄色（２．５Y６/２）の砂を含む弱ややあり７．５Y５/２灰オリーブ砂質シルト６

なし弱１０YR５/６黄褐色砂７
なし弱１０YR５/２灰黄褐色砂８
ややありあり２．５Y５/２暗灰黄色粘土質シルト１

SD２

ややあり弱７．５Y５/２灰オリーブ粘土質シルト２
なし弱７．５YR５/２灰褐色砂質シルト３
ややあり弱１０YR４/２灰黄褐色粘土質シルト４

植物遺存体を含む層が互層状に堆積するややあり弱５Y４/１灰色粘土質シルト５
オリーブ灰色（２．５GY６/１）砂と暗オリーブ灰色（２．５GY６/１）粘土質シルトとのラミナ状堆積。６

下位に灰白色シルトが層状に堆積する弱あり１０YR５/２灰黄褐色シルト１
SD３

ありあり７．５YR４/２灰褐色シルト質粘土２
底面に凹凸ありありあり７．５YR５/２灰褐色シルト質粘土１SX４

第６図　Ⅲ層上面平面図・北壁断面図
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ＳＤ２溝跡
調査区中央部で検出した、南北方向の溝跡である。ＳＤ１溝跡と重複し、これよりも古い。検出長は約２．９ｍであ
る。規模は、上端幅２．４ｍ以上、下端幅は０．４～０．５ｍで、深さ約１４０㎝である。断面形は上部が大きく開くⅤ字状を呈
する。堆積土は６層に分層される。いずれも自然堆積と考えられる。１～４層は暗黄褐色や灰黄褐色の粘土質シル
ト、砂質シルトである。５層は植物遺存体を互層状に含む粘土質シルト、６層はオリーブ灰色の砂と粘土質シルトが
ラミナ状に堆積しており、機能時の堆積土と考えられる。
遺物は出土していない。

２）Ⅲ層上面
Ⅲ層上面では、溝跡１条、性格不明遺構を１基検出している。

（１）溝跡
ＳＤ３溝跡
調査区西部で検出した、南北方向の溝跡である。ＳＸ４性格不明遺構と重複し、これよりも新しい。検出長は約２．９
ｍである。規模は、上端幅約１．０ｍ、下端幅約０．２ｍで、深さは約５０㎝である。断面形は逆台形を呈する。堆積土は２
層に分層される。１層は灰黄褐色のシルトで、下位に灰白色シルトが層状に堆積し、灰白色火山灰の可能性がある。
２層は灰褐色のシルト質粘土である。いずれも自然堆積土である。
遺物は、１層から弥生土器が出土している。

（２）性格不明遺構
ＳＸ４性格不明遺構
調査区中央部から西側で検出した、性格不明の遺構である。ＳＤ３溝跡と重複し、これよりも古い。検出長は約４．２
ｍである。規模は、上端幅１．５ｍ以上、下端幅約１．０ｍ以上で、深さは約４０㎝である。一部の検出であることから、平
面形は不明である。断面形は呈し、底面に凹凸が認められる。堆積土は単層で、灰褐色シルト質粘土である。
遺物は、弥生土器が出土している。

６　まとめ
今回調査地点は、今泉遺跡の南西部外縁にあたる。
今回の調査では、Ⅱ層上面で溝跡２条、Ⅲ層上面で溝跡１条、性格不明遺構１基を検出した。
ＳＤ１溝跡からは、１７世紀中頃の美濃産陶器皿が出土した。６層の機能時堆積土から出土しており、本溝跡の年代
が１７世紀中頃まで遡る可能性がある。
ＳＤ３溝跡は、堆積層１層下位に灰白色のシルトが層状に堆積する。視覚的観察ではあるが、灰白色火山灰の可能
性がある。そのことからⅢ層上面検出遺構は、１０世紀初頭の灰白色火山灰降下以前には廃絶していた可能性がある。
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写真図版１

１　遺構検出状況（南東から）

２　遺構完掘状況（南東から）

３　調査区北壁断面（南西から）



７８

Ⅷ　中在家南遺跡第５次発掘調査報告

１　調査要項
 遺 跡 名 中在家南遺跡（宮城県遺跡登録番号０１４２７）
 調 査 地 点 仙台市若林区荒井字中在家２９
 調 査 期 間 平成２３年８月２９～３０日
 調査対象面積 １８６．９２㎡
 調 査 面 積 ３３㎡
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 主事　小泉博明　　文化財教諭　吉野　信　佐藤洋平　橋本勇人

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、平成２３年６月２７日付で、申請者より提出された、「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文化
財保護法第９３条（Ｈ２３教生文第１０６－６９号で回答）に基づき実施した。調査は平成２３年８月２９日に着手し、遺構が検出
されたため、引き続き本発掘調査を実施した。住宅建築範囲内に、南北１１．０ｍ×東西３．０ｍの調査区を設定した。重機
により盛土および基本層Ⅰ・Ⅱ層を除去後、基本層Ⅲ層上面で人力により遺構検出作業を行った。その結果、溝跡４
条、井戸跡１基、土坑２基、ピット２基を検出した。
適宜、平面・断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

３　遺跡の位置と環境
中在家南遺跡は、仙台市の東部、ＪＲ仙台駅から東南東約５．５㎞の地点に位置する。遺跡は、緩やかに蛇行しながら
東西方向に流れる河川跡と、その自然堤防上に立地している。遺跡の範囲は、東西３３０ｍ、南北約１５０ｍに及ぶ。
当遺跡では、これまで、４次にわたり本発掘調査が行われている。その結果、遺跡西部では弥生時代中期の遺物包
含層や古墳時代前期の方形周溝墓などが、遺跡中央部では、古墳時代と平安時代の竪穴住居跡などが、遺跡東部では
弥生時代中期の土壙墓や土器棺墓が検出されている。また、河川跡は、幅２５ｍ、深さ約２．５ｍであり、弥生時代から中
世にかけての木製品をはじめ、土器や石器、骨角器など豊富な遺物が出土している。
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第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡

時代立地種別遺跡名番号時代立地種別遺跡名番号
平安自然堤防包含地中在家遺跡７弥生・古墳・平安・中

世・近世
自然堤防・後背湿
地

土器棺墓・土坑墓・方形
周溝墓・河川跡・水田跡中在家南遺跡１

古墳自然堤防包含地荒井畑中東遺跡８
中世自然堤防城館跡長喜城跡９中世自然堤防城館跡荒井館跡２
古代後背湿地条里跡仙台東郊条里跡１０古墳・古代・中世自然堤防散布地荒井畑中遺跡３
弥生・古墳・古代・中世・近世自然堤防集落跡・屋敷跡南小泉遺跡１１弥生・古墳・古代・中世自然堤防生産遺跡沓形遺跡４
古墳自然堤防前方後円墳遠見塚古墳１２弥生・古墳・古代・中世・近世自然堤防・後背湿地河川跡・水田跡・包含地押口遺跡５

古墳・古代自然堤防散布地高屋敷遺跡６
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４　基本層序
Ⅰ層：層相から４層に細別される。黄灰色、暗黄灰色などのシルトで、

旧畑地耕作土である。調査区北部で確認した。層厚は３５㎝程度で
ある。

Ⅱ層：黒褐色（１０ＹＲ２/２）の粘土質シルトである。底面の凹凸が著し
く、水田耕作土と考えられる。層厚は１０～２０㎝である。遺構の掘
り込み面である。

Ⅲ層：均質な黄褐色（２．５Ｙ５/３）の砂質シルトである。層厚は３０㎝程
度である。今回の調査における遺構検出面である。

Ⅳ層：均質な灰黄褐色（１０ＹＲ５/２）の粘土である。層厚は３５㎝程度で
ある。

Ⅴ層：均質なにぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）のしまりのない細砂である。

５　発見遺構と出土遺物
今回の調査で検出した遺構には、溝跡４条、井戸跡１基、土坑２基、ピット２基がある。遺物は基本層、遺構堆積
土から、土師器、須恵器、陶器、石器、石製品、金属製品、動物遺存体が出土している。

１）溝跡
ＳＤ２溝跡
調査区中央部に位置する東西方向の溝跡である。ＳＥ１井戸跡、ＳＤ３・７溝跡と重複し、ＳＤ３・７溝跡よりも
新しく、ＳＥ１井戸跡よりも古い。検出長は約２．５ｍで、さらに調査区外へ延びる。規模は上端幅約３．０ｍ、下端幅約
１．２ｍ、深さ８０㎝ほどである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は２層に大別される。上層は３層に細別され、オリー
ブ褐色や黒褐色などのシルト、粘土で、人為的埋土である。下層は５層に細別され、黒色や黄灰色などの粘土、粘土
質シルトで、自然堆積土である。
遺物は、土師器、須恵器甕、砥石（第７図－１）、不明金属製品が出土している。

ＳＤ３溝跡
調査区中央部に位置する東西方向の溝跡である。ＳＤ２溝跡、ＳＫ６土坑と重複し、ＳＤ２溝跡よりも古く、ＳＫ

第３図　調査区配置図

敷地範囲

建物範囲調査区
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第２図　調査区の位置

今回調査地点
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河川跡
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第４図　平面・断面図
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備考混入物等粘性しまり土色・土質層位備考混入物等粘性しまり土色・土質層位

水田耕作土Ⅲ層を巻き込む。底面の
凹凸が著しいややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質

シルトⅡ
畑地耕作土

均質ややありややあり２．５Y４/１黄灰色シルトⅠa

均質あまりなしあり２．５Y５/３黄褐色砂質シルトⅢ均質ややありややあり２．５Y４/２暗灰黄色シルトⅠｂ
均質ありややあり１０YR５/２灰黄褐色粘土Ⅳ均質ややありややあり１０YR４/２灰黄褐色粘シルトⅠｃ
均質なしあまりなし１０YR５/４にぶい黄褐色細砂Ⅴ天地返しかⅡ層をブロック状に含むややありややあり１０YR４/１褐灰色シルトⅠｄ

備考混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位

人為的埋土
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含むあまりなしややあり１０YR３/４暗褐色シルト１

SE１
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を小ブロック状に若干含むややありややあり２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土質シルト２

人為的埋土
炭化物を粒状にごく少量含む、比較的均質あまりなしあまりなし２．５Y４/３オリーブ褐色シルト１

SD２

灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に若干含むありあまりなし１０YR３/３暗褐色粘土２
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に含むありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土３

自然堆積土

灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状にごく少量含むありあまりなし２．５Y３/２黒褐色粘土４
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に含むありあまりなし２．５Y４/１黄灰色粘土５
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含む　植物遺存体を多く含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト６
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を斑状に含むありなし１０YR３/１黒褐色粘土７
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をラミナ状に含むありあまりなし１０YR２/１黒色粘土８
炭化物を粒状に若干含むややありややあり２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土質シルト１

SD３

炭化物、灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状に少量含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト２
黒色（１０YR２/１）の粘土を斑状に含むややありあまりなし２．５Y４/２暗灰黄色粘土質シルト３
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に含むややありあまりなし２．５Y４/２暗灰黄色粘土質シルト４
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に若干含むありあまりなし２．５Y３/２黒褐色粘土５
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含むありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土６
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土（壁崩落土）をブロック状に含むありあまりなし１０YR２/２黒褐色粘土７

人為的埋土
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状に少量含むあまりなしややあり１０YR３/３暗褐色シルト１

SD５
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状にごく少量含むややありややあり２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土質シルト２
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に含むややありあまりなし２．５Y３/２暗褐色粘土質シルト３
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含むややありあまりなし２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土４

自然堆積土
炭化物を少量含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SD７ 灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状にごく少量含むありあまりなし１０YR３/１黒褐色粘土２
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土をブロック状に少量含むありなし１０YR２/２黒褐色粘土３
Ⅲ層をブロック状に含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１P１
Ⅲ層をブロック状にやや多く、にぶい褐色（７．５Y５/３）の粘土をブロック状にやや多く、含むややありあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１P２
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６土坑よりも新しい。検出長は約２．５ｍで、さらに調査区外へ延びる。南側上端がＳＤ２溝跡によって壊されている
が、規模は上端幅約２．３ｍ以上、下端幅約１．４ｍ、深さ９５㎝ほどである。断面形は上部が開く逆台形を呈する。底面は
東半部が西半部から１０㎝ほどの段をもって低くなっている。堆積土は７層に細分される。黒褐色の粘土などで、いず
れも自然堆積層とみられる。
遺物は、土師器、土師器甕、常滑産甕（第６図－１、写真図版３－２、３）、在地産甕（写真図版３－４）・鉢（第
６図－２）、山茶碗系片口鉢（写真図版３－６）、蛤歯片刃石斧（第７図－５）・砥石（第７図－２、３）、擦石（第７
図－４）、ウマ臼歯（写真図版３－１５、１６）が出土している。

ＳＤ５溝跡
調査区南端に位置する東西方向の溝跡である。ＳＥ１井戸跡、ＳＤ７溝跡と重複し、ＳＤ７溝跡より新しく、ＳＥ
１井戸跡よりも古い。検出長は約２．５ｍで、さらに調査区外へ延びる。検出は一部であるが、規模は上端幅１．０ｍ以上、
下端幅０．２ｍ以上、深さ６０㎝以上である。堆積土は４層確認した。１～３層は灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土を粒状、ブ
ロック状に含む暗褐色などのシルトや粘土質シルトで、人為的埋土である。
遺物は、土師器、産地不明擂鉢（第６図－３）が出土している。

ＳＤ７溝跡
調査区中央部に位置する北東―南西方向とみられる溝跡である。ＳＥ１井戸跡、ＳＤ２、５溝跡と重複し、いずれ
よりも古い。検出長は約２．５ｍで、さらに調査区外へ延びる。重複のため、上部を大きく壊されているが、規模は上端
幅１．５ｍ以上、下端幅０．６ｍ以上である。西壁断面で確認した深さは、７５㎝ほどである。堆積土は３層に細分される。
灰黄褐色（１０YR５/２）の粘土や炭化物などを少量含む黒褐色の粘土などで、いずれも自然堆積土とみられる。
遺物は出土していない。

２）井戸跡
ＳＥ１井戸跡
調査区南部に位置する。ＳＤ２・５・７溝跡と重複し、いずれよりも新しい。一部が調査区外となるが、平面形は
円形を呈するとみられる。規模は径１．７ｍ以上で、深さ９０㎝以上である。底面は未検出であるが、断面形は漏斗状を呈
するものとみられる。堆積土は２層確認した。暗褐色や暗オリーブ褐色のシルトと粘土質シルトで、いずれも人為的
埋土と考えられる。
遺物は、土師器、在地産鉢（写真図版３－９）、大堀相馬碗（第６図－４）、石核が出土している。

３）土坑
ＳＫ４土坑
調査区北部に位置する。他の遺構との重複はない。一部が調査区外となるが、平面形は円形を基調としたものとみ
られる。規模は径０．７５ｍほどで、深さ５５㎝を測る。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は２層に細分される。にぶい
黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトなどをブロック状に含む黒褐色の粘土などで、いずれも人為的埋土である。
遺物は土師器が出土している。

ＳＫ６土坑
調査区北部に位置する。ＳＤ３溝跡と重複し、これよりも古い。一部が調査区外となるが、平面形は不正形を呈す
るものとみられる。規模は長軸１．０ｍ以上、短軸０．６ｍ以上で、深さ３０㎝である。断面形は上部が開く逆台形を呈する。
堆積土は３層に細分される。１～２層は、黄褐色（２．５Y５/3）の砂質シルトをブロック状に含む黒褐色（１０YR３/２）
や黒色（１０YR２/１）の粘土質シルトなどで人為的埋土とみられる。３層は、有機質の植物遺存体を互層状に含む黒
色（１０YR２/１）の粘土で、自然堆積土である。
遺物は、土師器、須恵器坏が出土している。
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人為的埋土

にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトをブロック（大）状に、にぶい褐色（７．５YR５/３）
の粘土をブロック（大）状にを若干、含むややありややあり１０YR２/３黒褐色粘土質シルト１

SK４
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の砂質シルトを小ブロック状に若干、にぶい褐色（７．５YR５/
３）粘土ブロック（大）を含むややありややあり１０YR２/２黒褐色粘土質シルト２

人為的埋土か
Ⅲ層ブロックを含むあまりなしややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルト１

SK６ Ⅲ層ブロックをやや含むありややあり１０YR２/１黒色粘土２
自然堆積土有機植物遺存体（５YR４/８赤褐色）を互層状に含むありややあり１０YR２/１黒色粘土３

第５図　土坑　平面・断面図

0 10cm
S=1/3

4
3

1

2

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別遺構・層位登録番号図中

番号 器高底径口径
３－１常滑　１３C後半（７．４）－（３６．２）甕陶器SD３I－１１
３－２常滑－－－甕陶器SD３I－３－
３－３常滑－－－甕陶器SD３I－４－
３－４在地（白石窯か）　１３C後半～１４C前半－－－甕陶器SD３I－５－
３－５在地（白石窯）　１３C後半～１４C前半（７．５）－（３２．１）鉢陶器SD３I－２２
３－６山茶碗系　１３C～１４C－－－片口鉢陶器SD３I－６－
３－７産地不明　筋目７本一単位　１６C以降－－－擂鉢瓦質土器SD５I－７３
３－８大堀相馬　白濁釉　１８C後半－（２．１）３．７碗施釉陶器SE１I－９４
３－９在地（白石窯）　１３C後半～１４C前半－－－鉢陶器SE１I－８－
３－１５，１６臼歯－－－ウマ動物遺存体SD３Q－１－

第６図　出土遺物１
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４）ピット
調査区北部調査区西壁際で２基を検出した。いずれも他の遺構との重複はない。調査区の制限から､建物跡は確認
することはできなかったが、Ｐ２の底面からは平坦な河原石が検出され、礎板石の可能性がある。堆積土はいずれも
単層で、基本層Ⅲ層を起源とする黄褐色の砂質シルトをブロック状に含む黒褐色（１０YR３/２）の粘土質シルトであ
る。
遺物は出土していない。

５）その他の出土遺物
表土、基本層から、土師器、肥前産染付鉢が出土している。

0 10cm
S=1/3

1/2
0 5cm

は擦痕
は煤

1

2

3

4

5

写真
図版特徴・備考

法量（㎝）
器種種別遺構・層位登録番号図中

番号 厚幅長
３－１０石材：凝灰岩　　　　　砥面４面２．６４．３１４．４砥石石製品SD２K－１１
３－１１石材：粘板岩　　　　　砥面４面３．３４．３（９．４）砥石石製品SD３・下層K－３２
３－１２石材：凝灰岩　　　　　砥面５面４．０５．８（６．０）砥石石製品SD３K－５３
３－１３石材：安山岩　　　　　煤状付着物　（４．１）（１１．０）（１７．４）擦石礫SD３K－２４
３－１４石材：黒色頁岩２．３５．３（８．５）扁平片刃石斧石器SD３K－４５

第７図　出土遺物２
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６　まとめ
今回の調査地点は、中在家南遺跡の南部に位置し、第４次調査区の南側にあたる。今回の調査では、溝跡４条、井
戸跡１基、土坑２基、ピット２基を検出した。
ＳＤ２、３、５溝跡は、ほぼ同位置で規模、方向が類似することから、数時期にわたる変遷の可能性があり、本調
査区で建物跡などは確認されなかったが、区画施設としての機能も想定される。
出土遺物には、土師器、須恵器、陶器、磁器、石器、石製品、金属製品、動物遺存体がある。ほとんどが破片資料
であり、散在して出土していることから、出土遺物から詳細な遺構の年代を明らかにすることはできない。しかし、
ＳＥ１井戸跡からは、１８世紀後半の大堀相馬白濁釉碗が出土している。また、ＳＤ３溝跡からは常滑産甕、在地産甕、
山茶碗系片口鉢など、ＳＤ５溝跡からは１６世紀以降とみられる産地不明擂鉢などが出土した。このことから、ＳＥ１
井戸跡は近世以降、ＳＤ２、３、５溝跡は中世以降の年代が推定される。
また、今回の調査で出土した遺物には、弥生時代に属する扁平片刃石斧や石核が含まれる。当遺跡は、広瀬・名取
川の自然堤防上に立地するが、この自然堤防上には他にも押口遺跡など弥生時代の遺跡が分布する。また、東方の沓
形遺跡では、同時期の水田跡が広く検出されている。本遺跡の周辺には該期の集落が分布していたことを示すものと
考えられる。

写真図版１

１　遺構検出状況（北から）

２　SE１井戸跡・SD２溝跡断面（北東から）
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３　SD２,７溝跡完掘状況（東から）

４　SD３溝跡完掘状況（東から）

５　完掘状況（南東から）

写真図版２
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Ⅸ　城丸古墳第１次発掘調査報告

１　調査要項
 遺　 跡　 名 城丸古墳（宮城県遺跡登録番号０１０１１）
 調 査 地 点 仙台市太白区四郎丸字大宮５４－１、５２－４
 調 査 期 間 平成２３年１０月７日～１２日
 調査対象面積 １２２．４８㎡
 調 査 面 積 ３１．５㎡
 調 査 原 因 個人住宅建設工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 主事　小泉博明　文化財教諭　吉野信　佐藤洋平

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、平成２３年９月１５日付で、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出
について」に対して、文化財保護法第９３条（Ｈ２３教生文第１０６－１８３号で回答）に基づき実施した。調査は平成２３年１０
月７日に着手し、遺構が検出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。住宅建築範囲内に南北３．０ｍ×東西１０．５ｍ
の調査区を設定した。重機により現表土およびⅠ～Ⅱ層を除去後、Ⅲ層上面で人力により遺構検出作業を行い、溝跡
３条を検出した。なお、工事に伴う掘削深度の都合から、主に遺構の上面の精査に留まっている。
適宜、平面・断面図（Ｓ＝１/２０、Ｓ＝１/４０）を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。
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0 1,000m500

時代立地種別遺跡名番号
古墳自然堤防円墳城丸古墳（大宮古墳）１
古墳、古代、中世自然堤防方形周溝墓、集落跡、城館跡四郎丸館跡２
弥生、古墳、古代、中世自然堤防集落跡、方形周溝墓戸ノ内遺跡３
古墳、古代自然堤防散布地神明遺跡４
古墳、古代自然堤防集落跡中田畑中遺跡５
古代自然堤防散布地内手遺跡６
古墳、古代自然堤防散布地前沖北遺跡７
古墳、古代自然堤防散布地前沖中遺跡８
弥生、古代、中世、近世自然堤防、後背湿地水田跡後河原遺跡（前沖遺跡）９
縄文、弥生、古墳、古代、中世自然堤防集落跡、屋敷跡中田南遺跡１０
古代自然堤防散布地北遺跡１１
古代自然堤防散布地壇腰遺跡１２
中世自然堤防城館跡前田館跡１３
弥生、古墳、古代、中世、近世自然堤防集落跡、方形周溝墓安久東遺跡１４
古墳、古代自然堤防散布地中田神社裏遺跡１５
縄文、弥生、古代、中世自然堤防集落跡安久遺跡１６

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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城丸古墳

今回調査地点

1/2,500
0 100m50

３　遺跡の位置と環境
城丸古墳は、仙台市の南部、ＪＲ南仙台駅から南東約３．１㎞の地点に
位置する。広瀬川と名取川の合流地点より南へ約２㎞の地点にあり、
名取川右岸の自然堤防上に立地している。城丸古墳の南西には、直径
約７ｍの円墳である弁天囲古墳や、古墳時代前期の竪穴住居跡や方形
周溝墓などが検出された戸ノ内遺跡などが分布している。
城丸古墳は現況では、高さ約２．２ｍで、古墳上に城丸大明神が祀られ
ている。また、直径約２３ｍの円墳で、周溝を伴うものと考えられてい
るが、これまで発掘調査が行われたことはない。

４　基本層序
Ⅰ層：層相から５層に細分される。しまりのあまりない比較的均質な

暗褐色（１０YR３/３）などのシルトで、宅地化前の畑地耕作土 第３図　調査区配置図

1/800
0 20m

敷地範囲

調査区

道路

隣地

隣地

隣地

建物範囲

第２図　調査地点の位置

などである。層厚は約１．２ｍである。
Ⅱ層：黒褐色（２．５Y３/２、１０YR３/２）の粘土質シルトで、にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の砂質シルトを含む。層

厚は約３５㎝である。ＳＤ２溝跡、ＳＤ３溝跡の掘り込み面である。
Ⅲ層：にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）で、粘性のない均質な砂質シルトである。ＳＤ１溝跡の掘り込み面であり、今回

の調査におけるすべての遺構の検出面である。



Ⅸ　城丸古墳第１次発掘調査報告

８９

4.6m

1/80
0 2m

表土
Ⅰa

Ⅰb
Ⅰc

Ⅰd
Ⅰe

Ⅱa Ⅱa Ⅱa
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１
２
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１
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SD2

SD3
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SD3
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Ⅱ層上面

北壁断面

Ⅲ層上面

第４図　平面・断面図

混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
暗褐色（１０YR３/３）のシルトをブロック状に含むあまりなしあまりなし１０YR４/３にぶい黄褐色シルトⅠa
炭化物を粒状に少量含むあまりなしあまりなし１０YR４/２灰黄褐色シルトⅠb
均質あまりなしあまりなし１０YR３/３暗褐色シルトⅠc
均質あまりなしあまりなし２．５Y３/３暗オリーブ褐色シルトⅠd
黒褐色（１０YR３/２）のシルトを粒状に含むあまりなしあまりなし１０YR２/３黒褐色シルトⅠe
黒褐色（１０YR３/２）のシルトを粒状に含むあまりなしあまりなし２．５Y３/２黒褐色シルトⅡa
にぶい黄褐色（１０YR５/４）のシルトをブロック状に含むあまりなしあまりなし１０YR３/２黒褐色シルトⅡb
均質あまりなしあまりなし１０YR５/４にぶい黄褐色シルトⅢ
灰白色火山灰をブロック状に含むややありややあり１０YR４/３にぶい黄褐色粘土質シルト１

SD１ 炭化物をごく少量に含むややありややあり２．５Y４/３オリーブ褐色粘土２
にぶい黄褐色（１０YR５/４）のシルトをブロック状にやや多く含むありややあり１０YR２/２黒褐色粘土３
灰黄褐色（１０YR４/２）のシルトを粒状に含むややありややあり２．５Y４/２暗灰黄色粘土質シルト１

SD２
黒褐色（１０YR２/２）の粘土をブロック状に少量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト２
褐灰色（１０YR４/１）の粘土を斑状に含むあまりなしあまりなし１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SD３
褐灰色（１０YR４/１）の粘土を斑状に含むあまりなしあまりなし２．５Y３/３暗オリーブ褐色粘土２
均質ありあまりなし１０YR４/１褐灰色粘土３
黒褐色（１０YR２/２）の粘土を粒状にごく少量含むあまりなしあまりなし１０YR４/２灰黄褐色粘土４
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５　発見遺構と出土遺物
溝跡３条を検出した。遺物は、遺構堆積土から須恵器が出土している。

１）Ⅱ層上面検出遺構
溝跡２条を検出した。遺物は須恵器が出土している。

ＳＤ２溝跡
調査区西部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約１．９ｍで、さらに調査区外へ
延びる。規模は上端幅約１．２ｍ、下端幅は底面未検出のため不明である。掘り込み面からの深さは６０㎝以上で、断面形
は上部が開く逆台形を呈するものとみられる。堆積土は２層を確認した。暗褐色、暗灰黄色の粘土質シルトで、いず
れも自然堆積土である。
遺物は、１層から須恵器甕が出土している。

ＳＤ３溝跡
調査区東部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約１．９ｍで、さらに調査区外南
北へ延びる。規模は、上端幅約０．８ｍ、下端幅は底面未検出のため不明である。掘り込み面からの深さは６０㎝以上で、
断面形は逆台形を呈するものとみられる。堆積土は４層を確認した。暗褐色の粘土質シルトと褐灰色などの粘土で、
いずれも自然堆積土である。
遺物は出土していない。

２）Ⅲ層上面検出遺構
溝跡１条を検出した。遺物は出土していない。

ＳＤ１溝跡
調査区中央～西部に位置する南北方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約１．９ｍで、さらに調査
区外へ延びる。一部の検出であることから規模は不明であるが、上端幅７．２ｍ以上である。掘り込み面からの深さは
４０㎝以上で、断面形は不明であるが、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に細分され、にぶい黄褐色～黒褐色の
粘土、粘土質シルトである。１層は、１０世紀後半に降下したと考えられる灰白色火山灰の２次堆積層とみられる。
遺物は出土していない。

６　まとめ
今回の調査地点は、現存する城丸古墳墳丘の東側に位置する。
今回の調査では、溝跡３条を検出した。
ＳＤ２、３溝跡は、性格は不明であるが、ＳＤ１溝跡に堆積した灰白色火山灰より新しく、さらに基本層Ⅱ層を挟
むことから、古代以降の年代が考えられる。
ＳＤ１溝跡は位置や規模、上層に灰白色火山灰を含む堆積土の状況などから、城丸古墳の周溝である可能性がある。
ただし、城丸古墳については、これまで発掘調査が行われたことはなく、実態が捉えられていないことから、詳細は
今後の検討課題である。
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１　調査区全景（東から）

２　SD１溝跡壁断面（南から）

３　調査区北壁断面（南東から）

写真図版



９２

Ⅹ　大野田官衙遺跡第７・９次発掘調査報告

１　調査要項
 遺 跡 名 大野田官衙遺跡（宮城県遺跡登録番号０１５６６）
 調 査 地 点 第７次：仙台市太白区大野田字竹松８－１１の一部（１５ブロック・２ロット）

  　　　　　　　　　（平成２３年１月２０日届出、Ｈ２２教生文第１１４―２５０号回答）
  第９次：仙台市太白区富沢駅周辺土地区画整理事業１７Ｂ－５Ｌ

  　　　　　　　　　（平成２３年６月２４日届出、Ｈ２３教生文第１０６－６６号回答）
 調 査 期 間 第７次：平成２３年２月１日～３日
  第９次：平成２３年７月５日～７日
 調 査 面 積 第７次：２４㎡（７１．８７㎡）　第９次：３０．０㎡（７５．９０㎡）（調査対象面積）
 調 査 原 因 個人住宅建築工事
 調 査 主 体 仙台市教育委員会
 調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係
 担 当 職 員 第７次：主事　及川謙作　　　文化財教諭　鈴木健弘　　
  第９次：主査　平間亮輔　　　文化財教諭　吉野　信　石山智之　

２　調査に至る経過と調査方法
今回の調査は、申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文化財保護法第９３条に基づき

実施した。確認調査を実施したところ、各調査区で遺構が検出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。調査区
は、いずれの調査区も住宅建築範囲内に設置した。
適宜、平面・断面図（Ｓ＝１/２０、１/４０）を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。
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第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡

時代立地種別遺跡名番号
古代自然堤防官衙跡大野田官衙遺跡１
古墳中期自然堤防前方後円墳鳥居塚古墳２
縄文～古代、近世自然堤防集落跡六反田遺跡３
古墳自然堤防円墳　大野田古墳群４
古墳自然堤防円墳春日社古墳５
縄文、古墳～古代自然堤防集落跡伊古田遺跡６
古墳～古代自然堤防集落跡水田跡伊古田B遺跡７
古代、中世自然堤防集落跡、屋敷跡皿屋敷遺跡８
縄文～中世自然堤防集落跡、屋敷跡王ノ壇遺跡９
縄文～古代自然堤防祭祀、集落跡大野田遺跡１０
弥生、古代～近世自然堤防集落跡、水田跡元袋遺跡１１
縄文～奈良自然堤防集落跡下ノ内遺跡１２
縄文～中世自然堤防集落跡、水田跡下ノ内浦遺跡１３
古墳～古代自然堤防散布地袋東遺跡１４
縄文～中世自然堤防、後背湿地集落跡、水田跡山口遺跡１５
後期旧石器～近世後背湿地包含地、水田跡富沢遺跡１６
縄文～古墳、平安、近世自然堤防、後背湿地集落跡、水田跡泉崎浦遺跡１７
古代自然堤防散布地長町六丁目遺跡１８
古代自然堤防散布地長町清水遺跡１９
古代自然堤防散布地北屋敷遺跡２０
古代自然堤防散布地新田遺跡２１
古代自然堤防散布地長町南遺跡２２
古代自然堤防散布地富沢清水遺跡２３
中世自然堤防城館跡富沢館跡２４
平安自然堤防集落跡鍛冶屋敷前遺跡２５
古墳～古代自然堤防散布地堀ノ内遺跡２６
縄文、平安自然堤防散布地富沢上ノ台遺跡２７
古墳～古代丘陵麓散布地原東遺跡２８
平安丘陵麓散布地裏町東遺跡２９
古墳中期丘陵南斜面窯跡金山窯跡３０
縄文、平安丘陵集落跡三神峯遺跡３１
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３　遺跡の位置と環境
大野田官衙遺跡は、仙台市南東部に位置し、仙台市営地下鉄南北線富沢駅から北東へ約０．４㎞の地点にある。名取川

左岸に広がる郡山低地にあり、名取川およびその支流により形成された自然堤防上に立地する。
大野田官衙遺跡周辺は、現在まで中小あわせて４０基の円墳が確認されている大野田官衙遺跡、縄文時代から古代、

近世にかけての集落跡である六反田遺跡など、遺跡が密集する地域である。これまで「富沢駅周辺土地区画整理事業」
に伴い、発掘調査が進められてきた。その過程で、規則的な配置や規格性のある大型建物跡とそれを囲む溝跡などが
発見された。平成２１年度７月に官衙関連の溝跡に囲まれた部分を新たに大野田官衙遺跡として登録し、以降、６次に
わたり発掘調査が行われている。

４　基本層序
大野田官衙遺跡周辺では、現在「富沢駅周辺土地区画整理事業」に伴う発掘調査が進んでおり、その調査成果と対

応させ、基本層の層位名を付した。なお、Ⅱ、Ⅲ層は、いずれの調査区でも削平を受けており、確認されなかった。
Ⅰ層：盛土直下の旧水田層である。
Ⅳ層：灰白色火山灰降下以前の古代遺構の検出面である。暗褐色、黒褐色の粘土質シルトである。調査地点によっ

て、２層以上に細分される。下面に著しい凹凸が認められる地点があり、また、下層で小溝状遺構が検出され
ることから、畑地耕作土の可能性があると考えられている。

Ⅴ層：古墳時代前期から古代に属する遺構の検出面である。にぶい黄褐色のシルトや粘土質シルトである。大野田官
衙に関わる掘立柱建物跡は、本層上面で検出されている。 

５　第７次調査
１）発見遺構と出土遺物
溝跡６条、ピット７基を検出した。Ⅴ層上面まで掘り下げ検出したが、調査区壁断面の観察などにより、いずれも

Ⅳ層上面からの掘り込みであることが確認された。遺物は発見されなかった。

（１）溝跡
６条検出した。このうちＳＤ１～４溝跡は、同一の小溝状遺構群とみられる。また、ＳＤ５～６溝跡についても同

様の可能性が高いが、調査区の制約上、詳細は不明である。

第３図　第７次調査　調査区配置図
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第４図　平面・断面図
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深さ下幅（短径）上幅（長径）検出長混入物等粘性しまり土色・土質遺構・層位
１５１０２０２．２にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に下層に多量に含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトSD１

３５２０４５７．８
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量含むややありあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルト１

SD２
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に主体とし、炭化粒を少量含むややありあり１０YR４/４褐色粘土質シルト２

３０３０４５８．０にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に下層に多量含むややありあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトSD３

４０（５）（２０）３．８
にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に多量、炭化物を粒状に少量、灰白色火山灰をごく少量、含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルト１

SD４
炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR４/４褐色粘土質シルト２

１５１４３０１．４炭化物を粒状に少量含むややありあり１０YR４/４褐色粘土質シルトSD５
９１０３０１．２炭化物を粒状に少量、下層ににぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に中量、含むややありあり１０YR４/４褐色粘土質シルトSD６
３８２５３０－炭化物を粒状に少量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトP１
３１２０３０－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量、炭化物を粒状に少量、含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトP２
３４３０４０－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量、炭化物を粒状に少量、含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトP３
３０４０４０－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に中量、含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトP４
３１２５２５－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に含むややありあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトP５
４６３０３５－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に少量、含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土質シルトP６
３４３０３５－にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に下層に中量、含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土質シルトP７

混入物等粘性しまり土色・土質層位
炭化物を粒状に中量含むややありややあり１０YR３/４暗褐色シルト質粘土Ⅳ
にぶい黄褐色（１０YR５/３）の粘土をブロック状に含むややありややあり１０YR４/４褐色粘土質シルトⅤ

単位　検出長：m　　その他：㎝

小溝状遺構群１
東西方向の溝跡４条（ＳＤ１～４溝跡）からなる。ＳＤ５溝跡、Ｐ１・３・５と重複関係があり、これらよりも古

い。検出長は、約２．２～７．８mである。規模は上端幅２０～４５㎝、下端幅１０～３０㎝で、深さは１５～３５㎝を測る。断面形は
逆台形ないし浅い皿状を呈する。各溝跡の間隔は、心々距離で１．２m前後である。堆積土は単層ないし２層に細分さ
れ、暗褐色や褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＤ５溝跡
東西方向の溝跡である。検出長は、１．４mである。規模は上端幅３０cm、下端幅１４cmで、深さは１５cmを測る。断面形
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は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、炭化物を粒状に少量含む褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＤ６溝跡
東西方向の溝跡である。検出長は、１．２mである。規模は上端幅３０cm、下端幅１０cm、深さ９cmを測る。断面形は浅

い皿状を呈する。堆積土は単層で、炭化物を粒状に少量含む褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

（２）ピット
７基検出した。平面形は円形、もしくは楕円形で、規模は径２５～４０㎝、深さは３０～４６㎝である。いずれも柱痕跡等
は確認されなかった。
遺物は出土していない。
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第 15次調査
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第５図　第９次調査　調査区配置図

６　第９次調査
１）発見遺構と出土遺物
溝跡７条、ピット２基を検出した。遺構はすべて盛土直

下のⅤ層上面で検出した。遺物は、遺構堆積土から土師器
が出土した。

（１）溝跡
７条検出した。規模や方向、堆積状況等からすべて小溝

状遺構群の一部である可能性が高いが、調査区の制約上、
詳細は不明である。

ＳＤ１溝跡
南北方向の溝跡である。Ｐ１と重複し、それよりも古い。検出長は、１．８mである。規模は上端幅３２cm以上、下端幅

２４cm以上で、深さは１０cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、暗褐色の粘土である。
遺物は出土していない。

ＳＤ２溝跡
南北方向の溝跡である。ＳＤ５溝跡と重複し、それよりも新しい。検出長は、２．５mである。規模は上端幅２６cm、下
端幅１６cmで、深さは９cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、褐灰色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＤ３溝跡
南北方向の溝跡である。Ｐ２と重複し、それよりも古い。検出長は、２．１mである。規模は上端幅２４cm、下端幅

１２cmで、深さは８cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土質シルトである。
遺物は出土していない。

ＳＤ４溝跡
南北方向の溝跡である。ＳＤ６・７溝跡と重複し、それらよりも新しい。検出長は、２．３mである。規模は上端幅

３２cm、下端幅１６cmで、深さは７cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土質シルトで
ある。
遺物は、土師器が出土している。
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第６図　第９次調査　平面・断面図
単位　検出長：m　　その他：㎝

深さ下幅（短径）上幅（長径）検出長混入物等粘性しまり土色・土質遺構
１０（２４）（３２）１．８暗褐色（１０YR３/４）の粘土を小ブロック状に含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土SD１
９１６２６２．５暗褐色（１０YR３/４）の粘土を小ブロック状にわずかに含むややありあまりなし１０YR４/１褐灰色粘土質シルトSD２
８１２２４２．１混入物ほとんどなく均質ややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSD３
７１６３２２．３混入物ほとんどなく均質ややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土質シルトSD４
５１８３０１．４暗褐色（１０YR３/４）の粘土を小ブロック状に多く含むややありややあり１０YR３/２黒褐色粘土SD５
６１４３０２．３暗褐色（１０YR３/４）の粘土を小ブロック状に多く含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土SD６
９（１４）（１４）２．６暗褐色（１０YR３/４）の粘土を小ブロック状に含むややありあまりなし１０YR３/２黒褐色粘土SD７
２２２４２６－酸化鉄を多く含むややありややあり１０YR３/３暗褐色粘土Ｐ１
５１６２２－混入物ほとんどなく均質ややありあまりなし１０YR４/１褐灰色粘土質シルトＰ２

備考混入物等粘性しまり土色・土質基本層
一部グライ化する褐色（１０YR４/３）の粘土を小ブロック状にわずかに含むややありややあり１０YR３/４暗褐色粘土Ⅴ



Ⅹ　大野田官衙遺跡第７・９次発掘調査報告

９７

第９次

第5次

第3次

第6次

第1次 
1c2区

第1次 1a区

第７次

第８次

大野田古墳群　第15次調査

1/400
0 10m

Y=4,060

Y=4,030

X=-198,330 X=-198,360 X=-198,390

Y=4,090

※仙台市文化財調査報告書第 347 集を元に、加筆

※第 3～ 9次調査は、隣地境界線等を基準に合成

第７図　既調査区と今回の調査区



９８

ＳＤ５溝跡
東西方向の溝跡である。ＳＤ２溝跡と重複し、それよりも古い。検出長は、１．４mである。規模は上端幅３０cm、下端
幅１８cmで、深さは５cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土である。
遺物は出土していない。

ＳＤ６溝跡
東西方向の溝跡である。ＳＤ４溝跡と重複し、それよりも古い。検出長は、２．３mである。規模は上端幅３０cm、下端
幅１４cmで、深さは６cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、暗褐色の粘土である。
遺物は出土していない。

ＳＤ７溝跡
東西方向の溝跡である。ＳＤ４溝跡と重複し、それよりも古い。検出長は、２．６mである。規模は上端幅１４cm以上、

下端幅１４cm以上で、深さは９cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。堆積土は単層で、黒褐色の粘土である。
遺物は出土していない。

２）ピット
計２基検出した。平面形は円形で、規模は径１６～２６cm、深さは５～２２cmである。いずれも柱痕跡等は確認されな

かった。
遺物は、出土していない。

７　まとめ
個人住宅建築に伴い、２次にわたる調査を行った。また今年度は、長屋建築にともなう発掘調査も行っている（第

８次：９７頁第７図参照）。いずれの調査区でも小溝状遺構群、溝跡、ピットを検出した。小溝状遺構群は、大野田官衙
遺跡だけでなく、周辺の調査で広く検出され、古代の畑耕作に関わる小溝状遺構群として認識されているものである。
今回検出した溝跡についても、その規模や規則性などから小溝状遺構群の一部である可能性が高いと考えられる。た
だし、調査区の制約等もあり、「富沢駅周辺土地区画整理事業」に伴う発掘調査などの成果を待ってから、改めて確定
したい。
また、大野田官衙に関連する遺構は、検出されなかった。

写真図版１

１　第７次調査　遺構検出状況（西から）
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９９

２　第７次調査　遺構完掘状況（西から）

３　第９次調査　遺構検出状況（南西から）

４　第９次調査　遺構完掘状況（南西から）

写真図版２



１００

0 200m
1/6,000

郡山遺跡

西台畑遺跡

北目城跡

郡山廃寺

外溝

大溝

材木列

Ⅰ期官衙
方四町Ⅱ期官衙

正殿

南門

南方官衙

寺院東方建物群

寺院西方建物群

講堂基壇

僧房

205 次
217 次

第１図　調査地点位置図

ⅩⅠ　郡山遺跡
平成２３年度実施した個人住宅建築に伴う発掘調査は、第１表・第１図の通りである。なお、第２０５次調査の結果およ

び抄録は仙台市文化財調査報告書第４０６集『郡山遺跡３２』に収録し、第２０７次調査については『郡山遺跡３３』（次年度刊
行予定）で報告予定である。

調査原因調査期間調査面積調査地区調査次数
個人住宅建築工事５月９日～６月４日６７．２３㎡Ⅱ期官衙北西部郡山遺跡第２０５次
個人住宅建築工事１月１０日～１６日２２．１㎡Ⅱ期官衙北東部郡山遺跡第２１７次

第１表　調査実績



報　告　書　抄　録
せんだいへいやのいせきぐんふ り が な
仙台平野の遺跡群書　 　 　 名
平成２３年度発掘調査報告書副　 書　 名
２２巻　 　 　 次
仙台市文化財調査報告書シ リ ー ズ 名
第４０４集シ リ ー ズ 番 号
小泉博明・橋本勇人・廣瀬真理子編 著 者 名
仙台市教育委員会編 集 機 関
〒９８０－８６７１　宮城県仙台市青葉区二日町１－１　　　　電話　０２２－２１４－８８９４所　 在　 地
平成２４年３月３１日発 行 年 月 日

調査原因調査面積調査期間東経北緯コードふ り が な
所　在　地

ふ り が な
所収遺跡名 遺跡番号市町村

記録保存
（個人住宅建築）３６㎡２０１１・０5・１６

２０１１・０5・１９
１４０°
5７′
６″

３８°
１８′
１０″

０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  洞 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ どう

 ノ  口 １０６番１
の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１４次）

記録保存
（個人住宅建築）２２．８㎡２０１１・０９・１３

２０１１・０９・２７
１４０°
5７′
７″

３８°
１８′
６″

０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  洞 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ どう

 ノ  口 ８２番４８
の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１5次）

記録保存
（個人住宅建築）２４．３㎡２０１１・０９・２６

２０１１・０９・２７
１４０°
5７′
１１″

３８°
１８′
１０″

０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  洞 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ どう

 ノ  口 １６５－７
の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１６次）

記録保存
（個人住宅建築）２８．８㎡２０１１・１１・０７

２０１１・１１・１０
１４０°
5７′
９″

３８°
１８′
８″

０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  洞 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ どう

 ノ  口 １０２番１
の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１７次）

記録保存
（個人住宅建築）２０．０㎡２０１１・１０・１４

２０１１・１０・１７
１４０°
5７′
７″

３８°
１８′
１０″

０１３７２４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切  字  洞 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり あざ どう

 ノ  口 １０5
の くち

 洞  ノ  口  遺  跡 
どう の くち い せき

（１８次）

記録保存
（個人住宅建築）２０㎡２０１１・０７・１１

２０１１・０７・１２
１４０°
5７′
３２″

３８°
１７′
5２″

０１０３４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区  岩  切 
せん だい し みや ぎ の く いわ きり

 字  鴻 
あざ こう

 巣 ７９－６
のす

 鴻  ノ  巣  遺  跡 
こう の す い せき

（１３次）

記録保存
（個人住宅建築）２８．８㎡２０１０・１１・０８．

２０１０・１１・０９
１４０°
55′
２″

３８°
１３′
４４″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

３０３－２１
 沖  野  城  跡 
おき の じょう あと

（６次）

記録保存
（個人住宅建築）３１㎡２０１０・１１・１5

２０１０・１１・１８
１４０°
55′
２″

３８°
１３′
４5″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

３０３－１９
 沖  野  城  跡 
おき の じょう あと

（７次）

記録保存
（個人住宅建築）３０．３㎡２０１１・０７・１９

１４０°
55′
４″

３８°
１３′
４１″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

３０７番
 沖  野  城  跡 
おき の じょう あと

（８次）

記録保存
（個人住宅建築）４３．２㎡２０１１・０９・０5

１４０°
55′
３″

３８°
１３′
４１″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

３０４番
 沖  野  城  跡  
おき の じょう あと

（９次）

記録保存
（個人住宅建築）４０．5㎡２０１１・０９・１２

１４０°
55′
２″

３８°
１３′
４４″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

７－１０
 沖  野  城  跡 
おき の じょう あと

（１０次）

記録保存
（個人住宅建築）６７．８㎡２０１１・１１・２９

２０１１・１２・２
１４０°
55′
９″

３８°
１３′
４７″

０１２３４４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  沖  野 ７丁目
く おき の

３３１の一部
 沖  野  城  跡 
おき の じょう あと

（１１次）

記録保存
（個人住宅建築）３０㎡２０１１・０９・２６

２０１１・０９・２９
１４０°
5４′
２１″

３８°
１４′
１７″

０１０２１４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区 
く

 南 
みなみ

 小 
こ

 泉 ４丁
いずみ

目5８番９、６１番３
 南  小  泉  遺  跡 
みなみ こ いずみ い せき

（６5次）

記録保存
（個人住宅建築）１６．０㎡２０１１・０８・０１

２０１１・０８・０5
１４０°
5４′
２４″

３８°
１４′
３１″

０１０２１４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区 
く

 南 
みなみ

 小 
こ

 泉 ２丁
いずみ

目４０－４３、４０－１０４
 南  小  泉  遺  跡 
みなみ こ いずみ い せき

（６６次）

記録保存
（個人住宅建築）２７㎡２０１１・０６・２９

１４０°
55′
55″

３８°
１６′
４９″

０１１９４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区 
せん だい し みや ぎ の く

 新  田 ３丁目１９４
しん でん

－３、１０２－２、１００－２の各一部
 小  鶴  城  跡 
こ づる じょう あと

（６次）

記録保存
（個人住宅建築）２２．２㎡２０１１・０８・２９

１４０°
55′
４４″

３８°
１６′
４４″

０１１９４４１００ 仙  台  市  宮  城  野  区 
せん だい し みや ぎ の く

 新  田 ３丁
しん でん

目３７－１４
 小  鶴  城  跡 
こ づる じょう あと

（７次）

記録保存
（個人住宅建築）３０㎡２０１１・０２・２１

２０１１・０２・２２
１４０°
55′
３３″

３８°
１２′
３６″

０１２３5４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  今 
く いま

 泉 ２丁目
いずみ

5０－３，5０－４，5０－5
 今  泉  遺  跡 
いま いずみ い せき

（９次）

記録保存
（個人住宅建築）３３㎡２０１１・０８・２９

２０１１・０８・３０
１４０°
5６′
７″

３８°
１４′
２９″

０１４２７４１００ 仙  台  市  若 
せん だい し わか

 林 
ばやし

 区  荒  井  字  中  在 
く あら い あざ なか ざい

 家 ２９
け

 中  在  家  南  遺  跡 
なか ざい け みなみ い せき

（５次）

記録保存
（個人住宅建築）３１．5㎡２０１１・１０・０７

２０１１・１０・１２
１４０°
55′
７″

３８°
１１′
３２″

０１０１１４１００ 仙  台  市  太  白  区  四  郎  丸  字  大 
せん だい したい はく く し ろう まる あざ おお みや

宮5４－１，5２－４
 城  丸  古  墳 
じょう まる こ ふん

（１次）

記録保存
（個人住宅建築）２４㎡２０１１・０２・０１

２０１１・０２・０３
１４０°
5２′
３１″

３８°
１２′
5８″

０１5６６４１００ 仙  台  市  太  白  区  大  野  田  字  竹  松 ８－
せん だい し たい はく く おお の だ あざ たけ まつ

１１の一部（１5ブロック・２ロット）
 大  野  田  官 
おお の だ かん

 衙 
が

 遺  跡 
い せき

（７次）



調査原因調査面積調査期間東経北緯コードふ り が な
所　在　地

ふ り が な
所収遺跡名 遺跡番号市町村

記録保存
（個人住宅建築）３０㎡２０１１・０７・０５

２０１１・０７・０７
１４０°
５２′
３５″

３８°
１２′
５６″

０１５６６４１００ 仙  台  市  太  白  区 
せん だい し たい はく く

 富  沢  駅 
とみ ざわ えき

 周 
しゅう

 辺  土 
へん と

 地  区  画  整  理  事 
ち く かく せい り じ

 業 １７B－５L
ぎょう

 大  野  田  官  衙  遺  跡 
おお の だ かん が い せき

（９次）
特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　　別所収遺跡名

土師器、須恵器、瓦質土器、陶器・
磁器、土製品、石製品、金属製品

溝跡、井戸跡、
土坑、ピット古墳～近世集落跡・城館跡・屋敷跡・

水田跡
洞 ノ 口 遺 跡

（１４次）
土師器、須恵器、陶器、土製
品、石製品、金属製品、銭貨

溝跡、土坑、
ピット古墳～近世集落跡・城館跡・屋敷跡・

水田跡
洞 ノ 口 遺 跡

（１５次）
土師器、須恵器、陶器、
瓦、銭貨溝跡古墳～近世集落跡・城館跡・屋敷跡・

水田跡
洞 ノ 口 遺 跡

（１６次）
土師器、須恵器、陶器、
磁器、金属製品

整地層、井 戸 跡、土
坑、焼土遺構、ピット古墳～近世集落跡・城館跡・屋敷跡・

水田跡
洞 ノ 口 遺 跡

（１７次）
城館に伴う
区画施設か

土師器、須恵器、陶器、
土製品、瓦

溝跡、井戸跡、
土坑古墳～近世集落跡・城館跡・屋敷跡・

水田跡
洞 ノ 口 遺 跡

（１８次）
土師器、須恵器、赤焼土
器、陶器、瓦、金属製品

溝跡、土坑、
ピット弥生～中世集落跡・屋敷跡・水田跡鴻 ノ 巣 遺 跡

（１３次）

なし溝跡中世城館跡沖 野 城 跡
（６次）

なし溝跡中世城館跡沖 野 城 跡
（７次）

沖野城に
伴う堀跡陶器、金属製品、銭貨堀跡中世城館跡沖 野 城 跡

（８次）
沖野城に
伴う堀跡銭貨堀跡中世城館跡沖 野 城 跡

（９次）

土師器、須恵器溝跡、ピット中世城館跡沖 野 城 跡
（１０次）

沖野城に
伴う堀跡石製品、金属製品堀跡中世城館跡沖 野 城 跡

（１１次）
土師器、須恵器、
陶器、石製品土坑縄文～近世屋敷跡・集落跡南 小 泉 遺 跡

（６５次）

焼失住居土師器、須恵器、
金属製品

竪穴住居跡、
溝跡縄文～近世屋敷跡・集落跡南 小 泉 遺 跡

（６６次）
障壁を伴
う堀跡なし堀跡中世城館跡小 鶴 城 跡

（６次）

なし溝跡中世城館跡小 鶴 城 跡
（７次）

弥生土器、土師器、
陶器

溝跡、性格不
明遺構縄文～近世集落跡・城館跡・包含地今 泉 遺 跡

（9次）
土師器、須恵器、陶器、石器、石
製品、金属製品、動物遺存体

溝跡、井戸跡、
土坑、ピット

弥生・古墳・平安
～近世

土器棺墓・土坑墓・方形周
溝墓・河川跡・水田跡

中 在 家 南 遺 跡
（５次）

古墳周溝
か須恵器溝跡古墳円墳城 丸 古 墳

（１次）

なし溝跡、ピット古代官衙跡大野田官衙遺跡
（７次）

なし溝跡、ピット古代官衙跡大野田官衙遺跡
（９次）

　洞ノ口遺跡では、５次にわたる調査を行った。第14次～17次調査では、溝跡、井戸跡、土坑、ピッ
トなどを検出した。遺物は、陶器を主体に、土師器、須恵器、金属製品、石製品などが出土してい
る。年代の判明する遺物は少量であるが、13～14世紀を中心とする。また、その他、第14次調査では
縄文時代に遡る石棒、第15次調査では南小泉式の土師器壺、第17次調査では12世紀代の渥美産甕など
も出土している。また、第18次調査では幅4.4m以上の規模の大きな溝跡が検出された。15～16世紀に
かけての城館に伴う区画施設の可能性がある。

要　約
　鴻ノ巣遺跡第1３次調査では、溝跡、土坑、ピットを検出した。このうちSD3溝跡は、第１次調査で
検出した中世屋敷ないし中世村落の区画溝と考えられている溝跡の延長線上にあたり、一連の溝跡と
みられる。

　沖野城跡では、６次にわたる調査を行った。このうち、第８、９、１１次調査で、沖野城にかかわる
区画施設とみられる堀跡を検出した。第８、９次調査は南北方向、第１１次調査では東西方向の堀跡で
ある。一方、第６、７、１0次調査では、一連のものと見られる南北方向の溝跡と、第４次調査と一連
のものと見られる東西方向の溝跡を検出した。　沖野城の地割を踏襲した溝跡と判断されるが、遺物
の出土がなく、掘削の時期については不明である。



　南小泉遺跡では、２次にわたる調査を行った。第６５次調査では、土坑３基を検出した。出土遺物に
は茶臼の下臼などがある。第６６次調査では、竪穴住居跡を検出した。床面を炭化材が覆っており、焼
失住居とみられる。

要　約

　小鶴城跡では、２次にわたる調査を行った。第６次調査では、小鶴城にかかわる堀跡を検出した。
小鶴城で初めてとなる障子堀を確認した。第７次調査では、溝跡を１条検出した。第４次調査で出土
した東西方向の溝跡と一連の溝跡であるが、小鶴城との関わりについては不明である。

　今泉遺跡では溝跡、性格不明遺構を検出した。ＳＤ１溝跡からは、１７世紀中頃の美濃産陶器皿が出
土しており、この溝跡の機能時期がこのころまで遡る可能性がある。

　中在家南遺跡では、溝跡、井戸跡、土坑、ピットを検出した。溝跡は４条検出したが、ＳＤ２、
３、５溝跡は位置や規模などから数時期にわたる区画施設などの可能性がある。また、出土遺物には
中世以降の陶器、磁器等が含まれ、遺構は中世ないし近世以降の年代が推定される。

　城丸古墳では、溝跡３条を検出した。そのうち、ＳＤ１溝跡は、上層に灰白色火山灰を含むこと
や、位置や規模などから城丸古墳の周溝である可能性がある。

　大野田官衙遺跡では、２次にわたる調査を行った。いずれの調査区でも溝跡、ピットなどを検出し
たが、官衙に関わる遺構は検出されなかった。
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